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　近畿自動車道紀勢線の建設に伴い、本州最南端に近い西牟婁郡すさみ町立野遺跡で、

今から約 2300 年前の弥生時代前期の流路が見つかりました。流路には多くの木材が折

り重なり、それらの間からは、木製品・石器・土器が多量に出土しました。　　　

　木製品は、容器や農具・工具など多種多様で、製品や製作過程のものがあり、流路の

傍で木製品を製作してことが明らかになりました。石器には木製品を加工する磨製石斧

や削器などもあり、これらの製作を行っていたことも分かっています。土器は県下最古

段階の弥生土器と縄文土器の系譜にある突帯文土器であることからも、農耕社会成立期

の木工を考える上で貴重な遺跡であると言えます。それとともに、木製品のなかには弥

生時代前期に限れば全国的にも珍しいものや、県下で唯一のものが多くあり、また、木

製品は生活のあらゆる分野で使われていたので、当時の生活を復元する一級資料である

と言って過言ではないでしょう。

　ここに、発掘調査の成果をまとめ、報告書を刊行いたします。本書が郷土の歴史を知

る上で一資料となれば幸いかと存じます。

　最後となりましたが、調査及び報告書作成にあたりご指導・ご協力をいただきました

関係各位の皆様方に深く感謝申し上げるととともに、今後とも当文化財センターへの一

層のご理解とご支援を賜りますようお願いします。

　

平成 25 年３月 25 日

公益財団法人 和歌山県文化財センター

                          　　　  　理事長　 森　　郁　夫
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第Ⅰ章　環　　境

第１節　地理的環境
ɹ͢͞Έொ͸࿨Վݝࢁೆ෦ͷ੢ໂ࿒܊ʹଐ
͠ɺ੢ͱ๺͸ന඿ொʹɺ౦͸౦ໂ࿒۲܊ຊொ・
઒ொʹ઀͠ɺೆ͸ଠฏ༸ʹ໘͍ͯ͠Δɻ࠲ݹ
ொͷൣғ͸౦੢ 1���5ᶳɺೆ๺ 15�5ᶳͰɺ໘
ੵ͸ 174�71ὕΛ༗͢Δɻւ؛ઢ͸ؠ঴ͱೖߐ
͕ଓ͖ɺͦͷܠউ͸۽໺ރ໦ಿւཱࣗݝ؛વ
ެԂʹࢦఆ͞Ε͍ͯΔɻౙ৔ʹ͸ߥ೾͕ԡ͠
ʢ͢͞ʣͿߥɺ͢͞Έͷ஍໊ͷ༝དྷ΋ɺͤد
ւ͕సͨ͡΋ͷͰ͋Δͱ͢Δઆ͕͋ΔɻொҬ
ͷ๺෦ʹ͸ળ࢘ϊ৿ࢁɺॏળַͳͲͷࢁฒΈ
͕࿈ͳΓɺࢠࢰ໨ಕΛ෼ਫྮͱͯ͠ɺपݟࢀ
઒͕ؒࢁ෦Λ๓͏Α͏ʹೆ੢ྲྀ͠ɺࠤຊ઒͕౦ྲྀͯ͠࠲ݹ઒ொͰ࠲ݹ઒ʹ߹ྲྀ͢Δɻީؾ͸Թஆ
Ͱɺւ؛෦ʹ͸ࢦࠃఆఱવه೦෺Ͱ͋ΔʮҴੵౡஆ஍ੑ২෺܈མʯͱʮߐਢ࡚ஆ஍ੑ২෺܈མʯ
͕͋Γɺѥ೤ଳ২෺΋ੜҭ͍ͯ͠Δɻ
ɹަ௨͸̧̟ل੎ઢ͕ւ؛෦Λ૸Γɺपݟ・ݟࢀ࿝௡・ॅߐͷ֤Ӻ͕͋Γɺઢ࿏ͱԊ͏Α͏ʹࠃ

写真１　枯木灘

図１　周辺の遺跡
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ಓ 4� ߸͕৳ͼΔɻ·ͨɺओཁ஍ํಓͱͯ͠
ಓݝ 38 ߸͢͞Έ࠲ݹઢ͕पݟࢀ઒・ࠤຊ઒
ʹԊ͏Α͏ʹ૸Δɻ
ɹฏ஍͕গͳ͘ொҬͷ ��ˋҎ্͕ྛࢁͰ઎
ΊΒΕɺਿ・ජͳͲͷྛ͕ۀ఻౷తʹߦΘΕ
͖͕ͯͨɺত࿨ 4� ೥୅·Ͱ͋ͬͨଟ͘ͷ੡
࠯ͷՁ͕֨௿໎͢Δͳ͔ɺดࡐ಺໦ࠃॴ΋ࡐ
͞Εͨ΋ͷ΋ଟ͘ྛۀ͸ఀ଺͍ͯ͠ΔɻԊ؛
෦Ͱ͸ۀ࢈װج͕ۀޫ؍・ۀړͱͳ͓ͬͯΓɺ
ಠಛͷړ๏ͱ઱౓ͷྑ͞ΛചΓʹͨ͠ʮέϯ
έϯ׍ʯ΍ொ಺ʹ͋Δݧࢼ৔Ͱ஀ੜͨ͠Πϊ
γγͱϒλͷަ഑छʮΠϊϒλʯͳͲʹΑΓொ͓͕͜͠ߦΘΕ͍ͯΔɻਓޱ͸ฏ੒ �5 ೥݄̍຤
ࡏݱ 4
7�5 ਓͰɺ೥ʑݮগ͠աૄԽ͕ਂࠁͳ໰୊ͱͳ͍ͬͯΔɻ
ɹཱ໺Ҩ੻͕ॴ͢ࡏΔपݟࢀ͸ɺ͢͞Έொͷத਻෦Ͱपݟࢀ࿷ʹ஫͙पݟࢀ઒ͱଠؒ઒ͷԼྲྀҬ
ʹҐஔ͢Δɻ࿷ͷೖޱʹු͔ͿҴੵౡʢࣸਅ̎ʣ͸๷೾అͷ໾໨ΛՌͨ͠ɺఱવͷྑߓΛͭͬ͘
͍ͯΔɻҨ੻͸ɺւ͔؛Β໿ ��5 ̺̼૎ͬͨ௿஍෦ʹల։͢Δɻ͜͜͸ɺظ͍࣌ݹͷपݟࢀ઒͕
ઠೖऄܗʹޙͨ͠ߦ੒͞Εͨฏ໺ʹ͋ͨΔɻपลʹ͸ൺֱత·ͱ·ͬͨฏ໺෦͕͕޿Γਫాͱ
ͳ͓ͬͯΓɺൺֱతඪ͕ࡍࢁ͍ߴ͕ߴ୐஍ͱͯ͠ར༻͞Ε͍ͯΔɻͳ͓ɺਫా͸ত࿨ 3� ೥୅ʹ
ะ৔੔උ͕ߦΘΕ͓ͯΓɺ੔વͱ഑ஔ͞Ε͍ͯΔɻ

第２節　歴史的環境（図１）
ɹ͢͞Έொͷݹ・࢝ݪ୅ͷҨ੻਺͸গͳ͍ɻೄจ・໻ੜ࣌୅Ͱ͸ೄจ౔ثย͕पݟࢀӺͷ౦ଆͰ
͸ෆ໌Ͱ͋Δɻ͜ͷ΄͔ɺཱ໺Ҩ੻ͰୟࡉΕɺཬ໺Ҩ੻Ͱੴි͕ग़౔͍ͯ͠Δ͕Ҩ੻ͷৄ͞ݟൃ
ੴ͕ɺपݟࢀ࿷ͷԞ·ͬͨͱ͜ΖʹҐஔ͢ΔখധҨ੻Ͱ໻ੜ౔͓͔ͯͬͭݟ͕ثΓɺ྆Ҩ੻͸ݹ
෿࣌୅Ҏ߱΋ଓ͍͍ͯΔɻ
ɹݹ෿࣌୅ͷҨ੻ͱͯ͠͸ɺ্ϛݹࢁ෿ʢࣸਅ̏ʣɺཱ໺Ҩ੻ɺখധҨ੻͕͋Δɻ্ϛݹࢁ෿͸
ত࿨ 45 ೥ʹपݟࢀ࿷ΛྟΉٰ௖ʢඪߴ 81 ̼ʣͰ୐஍଄੒தʹൃ͞ݟΕͨ௚ܘ໿ 4� ̼ɺ̐͞ߴ

写真２　稲積島

写真３　上ミ山古墳石室 写真４　中山城跡本丸
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̼ͷԁ෿Ͱɺلೆ஍ํͰ͸਺গͳ͍ݹ෿ͷ
ҰͭͰ͋Δɻ಺෦ओମ͸ԣ݀ࣜੴࣨ̎جͱ
ശࣜੴ͕ج̍׹ଘ͕ͨ͠ࡏɺ଄੒ͷંʹ
෿௖෦ʹங͔Εͨԣ݀ࣜੴࣨҎ֎͸࡟ฏ͞
Εɺৄࡉ͸ෆ໌Ͱ͋Δɻ࢒ଘͨ͠ԣ݀ࣜੴ
ࣨ͸ೆʹ։͢ޱΔยକࣜͰɺતಓ෦͸ഁյ
͞Ε͍ͯͨ΋ͷͷɺࣨݰ͸ະ౪۷ͷঢ়گͰ
͋ͬͨɻن໛͸௕͞ ��3 ̼ɺ෯ ��1 ̼Ͱɺፏ
ฏͳׂੴΛখੵޱΈͯ͠ߏங͍ͯ͠Δɻচ
໘͸൘ੴʹΑΓੴোΛઃ͚ɺ̏ͭʹ۠ը͞
Ε͍ͯͨɻҨ෺͸ਢثܙ΍෢ۄ・۩޻・ث
ྨ͕ग़౔͓ͯ͠ΓɺҨ෺͔Β̒ੈޙل൒ʹங଄͞Εͨͱ͑ߟΒΕΔɻ·ͨɺੴࣨͷܗଶ͕۝भܥ
ʹଐ͢Δ΋ͷͰɺྨۄʹ͸ຒ໦੡΍ᘡᘚ੡ͷ΋ͷ͕͋ΔͳͲɺੴࣨ・Ҩ෺ͱ΋ʹ౰஍ํʹ͋ͬͯ
͸ಛҟͰ͋Δɻ
ɹཱ໺Ҩ੻͔Β͸ਢثܙᆵͳͲ͕ൃ͞ݟΕ͓ͯΓɺখധҨ੻͔Β͸ɺਢثܙ΍੡Ԙ౔ثͳͲग़౔
͠ɺೖΓߐͰԘͮ͘ΓΛ͓͜ͳ͍ͬͯͨͱ͑ߟΒΕΔɻ
ɹݹ୅ͷҨ੻͸໌Β͔ʹͳ͍ͬͯͳ͍͕ɺ཯ྩ੍ԼͰ͸ໂ࿒܊ʹଐ͠ɺʮ࿨໊ঞʯʹ͋Δໂ࿒܊
ΒΕΔɻ͑ߟʢΈ͖͞ͷ͝͏ʣʯʹଐ͍ͯͨ͠ͱڷલࡾͷ͏ͪɺʮڷ̑
ɹח૔࣌୅લظʹ͸ɺ૳Ԃͱ͠ ʮͯपݟࢀ૳ʯͷ໊͕จॻʹදΕɺח૔࣌୅ظޙʹ͸ಹஐྖࢁͰ͋ͬ
ͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻઓ࣌ࠃ୅ʹ͸प͕ࢯݟࢀ೔ஔ઒ԼྲྀҬΛঠѲ͢Δ҆୐ࢯͱͱ΋ʹ۽໺ਫ܉ͷҰ
ཌྷΛ୲ͬͨɻपࢯݟࢀ͸पݟࢀ઒ԼྲྀҬʹຊڌΛ͓͖ɺਆా৓ʢࣸਅ̑ʣ・पݟࢀ৓・தࢁ৓ʢࣸ
ਅ̐ʣ・౻ݪ৓ͳͲͷࢁ৓Λங͍͍ͯΔɻ͜ΕΒͷ৓͸อଘঢ়ଶ͕ྑ͘ɺ౔ྥ΍ງ੾ͳͲ͕ߏங
͞Εɺ๷ੑޚͷ͍ߴ΋ͷͰ͋Δɻ͍ڱ஍Ҭ಺ʹଟ͘ͷ৓͕ଘ͢ࡏΔঢ়گ͸ɺಉ͡ਫྖ܉ओͰ͋Δ
҆୐ͷ৓܈࠹ͱࣅ௨͍ͬͯΔɻ
ɹपߓݟࢀ͸ೖޱΛ͙࠹Α͏ʹු͔ͿҴੵౡʹΑͬͯߥ೾͕ःΒΕɺ͔͘ݹΒւ্ަ௨ͷ෩଴ߓ・
ආ೉ߓͱͯ͠ॏཁ͞ࢹΕ͍ͯͨɻ·ͨɺੈքจԽҨ࢈ʹ΋ࢦఆ͞Ε͍ͯΔେล࿏෹ࡔΛԼͬͨݹ
ಓ͸पݟࢀͷொதΛ௨Γւ؛ઢΛೆԼ͓ͯ͠Γɺपݟࢀͱ࠲ݹΛ݁Ϳʮ֗࠲ݹಓʯ΋ަ͍ࠩͯ͠
Δ͜ͱ͔Βɺपݟࢀ͸ւ࿏・཮࿏ͷཁিͷ஍ͱͳ͍ͬͯͨɻ͜ͷͨΊɺۙੈʹ͸لभಙ઒Ոͷޱ
Δࢸʹʢന඿ொʣࢁԖށॴ͕͓͔Εɺ౦͸ଠా઒ʢಹஐউӜொʣ͔Β੢͸੉׭໺୅۽ 157 Χଜɺ
ੴߴ 1�
373 ੴͷ஍ҬΛ͢׋؅Δ஍ํ੓࣏ͷத৺ͱͯ͠ӫ͑ͨɻ

参考文献

ɹh ࿨Վ࢙ݝࢁɹࢿݹߟྉ ɹɦ࿨Վݝࢁɹ1�83 ೥ɹ
ɹh ֯઒஍໊େࣙయ 3�ɹ࿨Վݝࢁ ɹɦ֯઒ॻళɹ1�85 ೥

写真５　神田城跡遠景
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第Ⅱ章　調査の経緯と経過

第１節　発掘調査ʢਤ̎ʣ
ɹۙࣗـಈंಓل੎ઢۀࣄʹ൐͏ాล−͢͞Έؒͷݐઃࣄ޻ʹΑΓཱ໺Ҩ੻͕։ൃ͞ΕΔ͜ͱʹ
ͳͬͨɻҨ੻͸ত࿨ 51 ೥ʹਫాͷਂ۷Γதɺਢثܙ・ୟੴͳͲ͕ൃ͞ݟΕͯ໻ੜ࣌୅͔Βݹ෿
࣌୅ͷࢄ෍஍ͱͯ͠प஌͞Ε͍͕ͯͨɺൃ۷ௐࠪ͞Εͨ͜ͱ΋ͳ͘Ҩ੻ͷ಺༰͸໌Β͔ʹͳͬͯ
͍ͳ͔ͬͨɻ
ɹࣗಈंಓ͸੝౔޻๏Ͱɺཱ໺Ҩ੻͕ల։͢Δਫా෦Λ๺੢−ೆ౦ํ޲ʹԣ੾Δ΋ͷͰɺ։ൃ༧
ఆ஍ൣғΛର৅ʹݝจԽҨ࢈՝͕ฏ੒ �1 ೥౓ʹτϨϯνʹΑΔ۷֬ࢼೝௐࠪΛ࣮ͨ͠ࢪɻௐࠪ
͸֤τϨϯνͷڑ཭͕ 3� ̼ఔ౓ͱͳΔΑ͏ʹ 1� ຊ഑ஔ͓ͯ͜͠ͳͬͨɻͦͷ݁Ռɺ։ൃ༧ఆ஍
ͷ๺੢෦͸ൺֱత҆ఆͨ͠໘͕ଘ͠ࡏɺϐοτͳͲͷҨݕ͕ߏग़͞ΕɺҨ੻ͷԑล෦ʹ֘౰͢Δ
ͱ൑அ͞Εͨɻ·ͨɺ੢ͷࡍࢁʹ͸ɺچՏಓ͕ଘ͢ࡏΔ͜ͱ΋ਪ͞࡯Εͨɻ͜ΕΒͷ੒ՌΛ΋ͱ
ʹɺݝจԽҨ࢈՝ͱࠃ౔ަ௨লۙـ஍ํ੔උلہೆՏ઒ࠃಓࣄ຿ॴͱͷؒͰ͕ٞڠͳ͞ΕɺҨߏ
͕֬ೝͰ͖ͨ։ൃ༧ఆ஍๺੢෦ͱྡ઀͢Δொಓ෦෼ͷ 8
81�ᶷʢൃ۷༧ఆ໘ੵ 7
�31ᶷʣʹ͍ͭͯ
ຊௐࠪΛ͢Δӡͼͱͳͬͨɻ
ɹௐࠪ۠͸ಓ࿏΍ਫ࿏Ͱը͞ΕΔ͜ͱ΍ɺഉ౔ஔ৔Λ֬อ͢ΔͨΊ̑ͭͷௐࠪ۠ʹ෼͔Εɺௐࠪ
۠̏ɺ̐ɺ̑͸ߋʹখ஍۠ʹ෼ׂ͞ΕΔɻ
ɹௐࠪ͸ɺௐࠪ۠̍ɺௐࠪ۠ 3− 1・� ͔Β։࢝͠ɺ·ͣɺொಓݐઃͷҝૣظʹ໌͚౉͕͠ඞཁ

調査区1

調査区3
調査区2

調査区4

調査区5

3-1
4-1

5-1

3-2

3-3

4-2

5-2

4-3

0 100m

図２　調査区
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ͳௐࠪ۠̍Λऴྃ͠ɺୈ̍ճ໨ͷۭࣸߤਅࡱӨ
Λ͓͜ͳͬͨɻҾ͖ଓ͖ɺௐࠪ۠̎ͷௐࠪΛ࢝
ΊΔͱͱ΋ʹɺௐࠪ۠̏−̍・̎ͷௐࠪΛಉ࣌
ฒ͠ߦɺ྆஍۠ͷௐࠪऴྃޙʹୈ̎ճ໨ͷۭߤ
ࣸਅࡱӨͱͱ΋ʹۭߤଌྔΛ͓͜ͳͬͨɻௐࠪ
۠̏−̍Ͱ͸ɺ๛෋ͳ౔ث・໦੡඼・ੴثΛؚ
Ή໻ੜ࣌୅ͷྲྀ࿏͕ݕग़͞ΕɺͦΕ͕ௐࠪର৅
஍֎ʹଓ͍͍ͯΔ͜ͱ͕༧૝Ͱ͖ͨ͜ͱ͔Βௐ
ࠪൣғΛ֦ு͠ௐࠪ۠̏−̏ͱͯ͠௥Ճௐࠪ͞
ΕΔ͜ͱʹͳͬͨɻͦͷޙɺௐࠪ۠̐ͷௐࠪΛ࣮͠ࢪɺୈ̏ճ໨ͷۭࣸߤਅࡱӨͱͱ΋ʹۭߤଌ
ྔΛ͓͜ͳͬͨɻऴྃޙʹ൓సͯ͠ௐࠪ۠̑ͱɺ௥Ճͨ͠ௐࠪ۠̏−̏ͷௐࠪΛ͓͜ͳ͍ୈ̐ճ
ଌྔΛ͓͜ͳͬͨɻۭߤʹӨͱͱ΋ࡱਅۭࣸߤ
ɹௐࠪؒظ͸ฏ੒ �� ೥݄͔̒Βฏ੒ �3 ೥݄̏Ͱɺ͜ͷ͏ͪݱ஍ௐࠪ͸݄͔̔Β݄̏ʹ͔͚࣮ͯ
ऴతͳൃ۷໘ੵ͸࠷Δɻ͍ͯ͠ࢪ 8
5��ᶷͰ͋Δɻ

第２節　出土遺物整理作業
１．応急整理ʢࣸਅ̓ʣ
ɹௐࠪํ๏ͷ൑அࢿྉͱͯ͠Ҩ෺͓ΑͼҨߏͷ࣌
ݱਐΊΔ͜ͱ΍ʹ׈ఆΛ͓͜ͳ͍ɺௐࠪΛԁܾظ
஍ެ։・આ໌ձʹ͓͍ͯެ։͢Δ໨తΛ΋ͬͯɺ
ൃ۷ௐࠪͱฒͯ͠ߦɺௐࠪݱ৔ͷ؂ಜһ٧ॴʹͯ
Ҩ෺ચড়౳ͷԠٸ੔ཧΛ࣮ͨ͠ࢪɻ·ͨɺ͜ͷ΄
͔ʹௐࠪใࠂॻ࡞੒·Ͱͷऩೲ・؅ཧΛ໨తͱ͠
ͯɺ಺༰֬ೝΛ൐Θͳ͍ొ࿥͓ۀ࡞ΑͼҨ෺஫ه
Δɻ͍ͯ͠ࢪͷҰ෦Λ࣮ۀ࡞
ɹચড়ۀ࡞͸ɺ౔ྨث・ੴྨث・໦ྨثҎ֎ʹथ
छಉఆΛ໨తʹऔΓ্͛ͨ໦ࡐαϯϓϧʹ͍ͭͯ΋͓͜ͳͬͨɻ
ɹొ࿥ۀ࡞͸ɺ౔ྨث・ੴྨث・໦ྨثʹ෼͚ɺ౔ྨث・ੴྨث͸֤ௐࠪ۠Ͱ̍൪͔Β௨͠൪߸
Λ༩͑ɺ౔ྨثʹ͸औΓ্͛ͨାຖʹ̍− ��1ʢௐࠪ۠̍− ��1ʣɺੴྨثʹ͸ɺݸผʹੴʢTUPOFʣ
ͷ 4Λ4̎ͯ͠ף− ���ʢௐࠪ۠̎・ੴ− ���ʣͳͲͷΑ͏ʹొ࿥൪߸Λ༩͑ͨɻ໦ྨث͸ɺௐ
−ɺ8ͯ͠ףΒͣొ࿥ͨ͠ॱ൪ʹ໦ʢXPPEʣͷ8Λ܎ʹ۠ࠪ ��1ʢ໦− ��1ʣͷΑ͏ʹ൪߸Λ
༩͍͑ͯΔɻͳ͓ɺ໦੡඼ͷొ࿥ۀ࡞͸Ԡٸ੔ཧͰ͸͍ͯ݁͠׬ͳ͍ɻ
ɹ஫ۀ࡞ه͸ɺ౔ྨثΛର৅ʹɺ΄΅શ఺Λର৅ʹௐࠪίʔυ・1� − 4�・�� ͱొ࿥ۀ࡞Ͱ༩͑
ͨ 1− ��1 ͳͲͷ਺ࣈΛهೖͨ͠ɻ

２．出土遺物等整理業務ʢࣸਅ̔ʣ
ɹใࠂॻ࡞੒ʹ൐͏ग़౔Ҩ෺੔ཧۀ຿͸ɺ౔ྨثίϯςφ �� ശɺੴྨثίϯςφ 44 ശʢ໿
�5�� ఺ʣɺ໦ث・໦੡඼໿ 4�� ఺ɺۚଐ੡඼̏఺΄͔໦ࡐαϯϓϧΛର৅ʹ͓͜ͳͬͨɻ

写真６　発掘調査風景

写真７　応急整理（遺物洗浄）
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ņҨ෺ͷొ࿥・஫ه・઀߹・ิڧ・෮ݩ・࣮ଌ౳
ͷҰ࿈ͷۀ࡞Λ͓͜ͳ͏ͱͱ΋ʹɺ໦੡඼・໦
ɻ·ͨɺͨ͠ࢪચড়΋࣮࠶αϯϓϧʹ͍ͭͯ͸ࡐ
Ҩ࣮ߏଌਤͷௐ੔Λ͓͜ͳ͍ɺҨ෺࣮ଌਤͱͱ
΋ʹτϨʔεۀ࡞Λ࣮͠ࢪɺ͜ΕΒΛϨΠΞ΢
τͯ͠ਤ໘ߘݪΛ࡞੒ͨ͠ɻ
ɹݱ৔ͰࡱӨͨ͠Ҩࣸߏਅʹ͍ͭͯ͸ɺऩೲ・
ొ࿥౳ͷۀ࡞Λ͓͜ͳͬͨɻ·ͨɺใࠂॻࡌܝ
ͷҨ෺ࣸਅΛࡱӨ͠ɺओཁͳҨࣸߏਅͱͱ΋ʹ
ϨΠΞ΢τΛ͓͜ͳ͍ࣸਅਤ൛Λ࡞੒ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺҨ෺࡯؍දΛ࡞੒͢Δͱͱ΋ʹɺҰ࿈ͷۀ࡞Λ౿·͑ࣥߘݪචΛ͓͜ͳͬͨɻ
ɹۀ຿͸ฏ੒ �4 ೥݄͔̒Β࣮͠ࢪɺฏ੒ �5 ೥݄̏ʹຊॻΛ͢ߦץΔʹͨͬࢸɻ

３ɽ出土遺物保存処理

ɹ໦੡඼・ۚଐ੡඼͸ɺ΄΅ܗݪΛอͬͯग़౔ͯ͠΋ɺͦͷ··ס૩ͤ͞Δͱ่͕ܗΕɺ৔߹ʹ
Αͬͯ͸ค຤ঢ়ʹͳΔɻ໦੡඼͸ਫ௮͢Δ͜ͱͰɺҰ࣌తͳอଘ͸ՄೳͰ͋Δ͕ɺਫସ͑ͳͲ͕
ඞཁͰ௕ظอଘʹ͸దͣ͞ɺలࣔ͢Δͷ΋ࠔ೉Ͱ͋Δɻ͜ͷ͜ͱ͔Βɺग़౔ͨ͠໦੡඼ͱۚଐ
੡඼ͷ͏ͪॏཁ౓͕͘ߴɺ·ͨॲཧͷੑٸۓΛཁ͢Δ 184 ఺ͱɺమි̍఺ʹ͍ͭͯอଘॲཧΛ
͓͜ͳͬͨɻอଘॲཧ͸ɺʢגʣ٢ాੜ෺ڀݚॴʹҕୗͯ͠ڃߴΞϧίʔϧؚਁ๏ʹΑΓ࣮͠ࢪ
ͨɻͳ͓ɺอଘॲཧΛ͓͜ͳΘͳ͔ͬͨ໦੡඼ʹ͍ͭͯ͸ɺόΩϡʔϜγʔϥʔʹΑͬͯਅۭύο
ΫΛ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻ

４．木製品樹種同定

ɹथछಉఆ͸ɺ໦͔ࡐΒ࠾औͨ͠૊৫αϯϓϧΛੜ෺ݦඍڸͰ͠࡯؍ɺ໦ͷछྨΛಛఆ͢Δํ๏
Ͱ͋Δɻཱ໺Ҩ੻ͷҨߏ 3�� ୈ̏૚͔Βग़౔ͨ͠ଟྔͷ໦੡඼΍ະ੒඼ɺࣗવ໦͸ɺ࣌ظ΋໻ੜ
࣌୅લظதஈ֊ͱ΄΅ݶఆͰ͖Δ͜ͱ͔ΒࢿྉՁ஋͕͘ߴɺ౰࣌ͷҨ੻पลͷ২ੜ΍໦੡඼ͷथ
छબ୒Λ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ·ͨɺ݁Ռ͔Β͸ɺ໦੡඼ͷࡐྉ͕Ҩ੻ͷۙ͘Ͱੜҭ͠
ͨ໦Ͱ͋Δͷ͔ɺҨ੻͔Β཭Εͨ৔ॴ͔ΒӡΜͰ͖ͨ΋ͷ͔Λ൑அ͢Δ͜ͱ΋ՄೳͰ͋Δɻ͜
ͷ͜ͱ͔Βɺथछಉఆͷ෼໺Ͱ͸ɺࠃ಺ͰୈҰਓऀͰ͋Δ৿ྛ૯߹ڀݚॴͷೳ৓ઌੜʹґཔͯ͠ɺ
໦੡඼ 445 ఺ͱ໦ࡐαϯϓϧ �3� ఺ͷथछಉఆΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻৄࡉ͸෇ষΛࢀর͞Ε͍ͨɻ

第３節　普及活動
１．現地説明会ʢࣸਅ̕ʣɹ
ɹී׆ٴಈͷҰ؀ͱͯ͠ɺൃ۷ௐࠪͰಘΒΕͨ
਺ʑͷ੒ՌΛ஍ݩΛ͸͡Ίଟ͘ͷํʑʹ͘޿஌ͬ
ͯ΋Β͏ͨΊɺݱ஍આ໌ձΛฏ੒ �3 ೥݄̎̑೔
ʹ։ͨ͠࠵ɻ౰೔͸ௐࠪ۠̏− 3ͷҨߏ 3�� Ͱݟ
͔ͭͬͨଟ͘ͷ໦ࡐΛݱ஍Ͱֶͯ͠ݟ΋Β͏ͱͱ

写真８　出土遺物等整理業務（レイアウト作業）

写真９　現地説明会
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΋ʹɺҨ෺ͷలࣔίʔφʔΛઃ͚ɺ͔ࠓΒ໿ �3�� ೥લͷ౔ث・ੴث・໦੡඼Λެ։ͨ͠ɻொ಺
์ૹ΍৽ฉ౳Ͱ޿ใͨ͜͠ͱ΋͋ΓɺࢀՃऀ͸஍۠ݩຽͷ΄͔ɺۙྡࢢொଜɺԕ͘͸ಸྑݝ΍େ
෎͔Β໿ࡕ 1�� ໊ͷ͕ऀֶݟ๚Εͨɻ

２．現地見学

ɹ͢͞ΈொͰ͸΋ͪΖΜͷࣄɺلೆ஍ํͰ΋਺গͳ͍ൃ۷ௐࠪͰɺଟ͘ͷ੒Ռ΋͋ͬͨ͜ͱ͔Βɺ
ௐࠪͷؒظதɺֶ Ͱ͸ɺֶݟ஍ݱଟ͋ͬͨ͘ɻখֶੜͷֶ͕ݟ஍ݱΒͷ͔ؔػ܎ҭؔڭΔ͍͸͋ߍ
͍ܹͯ͠ײҨ෺ʹॳΊͯ৮Εͯͨ͠࢒Λखʹͯ͠΋Β͕ͬͨɺ૆ઌ͕ث΍ੴثग़౔ͨ͠౔ʹࡍ࣮
ͨɻ
ɹฏ੒ �� ೥
ɹɹ1� ݄̐೔ɹ͢͞ΈொจԽࡒ৹ٞҕһձɺެຽؗ௕ɺڭҭ௕ɺڭҭࢦಋओࣄɹܭ 13 ໊
ɹɹ1� ݄ �8 ೔ɹฏ੒ �� ೥౓ॳ೚ऀݚमɹ੢ໂ࿒܊தֶߍ৽೚ڭ་΄͔ɹܭ 1� ໊
ɹɹ11 ݄̑೔ɹपݟࢀখֶ̒ߍ೥ੜɹҾ཰ڭ་ɹܭ 3� ໊
ɹฏ੒ �3 ೥
ɹɹ݄̎ 17 ೔ɹ੢ໂ࿒ࢦ܊ಋओࣄձɹܭ 4໊
ɹɹ݄̎ �1 ೔ɹݟ࿝௡খֶ̑ߍ・̒೥ੜɹҾ཰ڭ་ɹܭ 1� ໊
ɹɹ݄̎ �� ೔ɹपݟࢀখֶ̑ߍ೥ੜɹॅߐখֶ̑ߍ・̒೥ɹҾ཰ڭ་ɹܭ 44 ໊

３．遺物展示

ɹฏ੒ �� ೥ 11 ݄ ��・�1 ೔ͷ྆೔ʹ։͞࠵Εͨ஍ཱݩ໺۠ྫ߃ͷʮίεϞεࡇΓʯʹ͓͍ͯҨ
෺లࣔͷґཔ͕͋Γɺ౔ث・ੴثΛలࣔέʔε̏ݸʹ෼͚ͯҨ੻આ໌ͷύωϧͱͱ΋ʹࡇΓձ৔
ʹలࣔͨ͠ɻ

４．成果報告会ʢࣸਅ 1�ʣ
ɹฏ੒ �4 ೥݄̎ �5 ೔ʹాลࢢຽ૯߹ηϯλʔʹ
ԙ͍ͯɺ੒Ռใࠂձʮۙࣗـಈंಓೆ৳ʹ൐͏ൃ
۷ௐࠪͷ੒ՌʯΛ࣮ͨ͠ࢪɻ্෋ాொృ԰৓੻・
ాลࢢീஸాะ・໨࠲Ҩ੻ɺҴ੒ᶘҨ੻ͷௐࠪ੒
Ռͱͱ΋ʹɺཱ໺Ҩ੻ͷௐࠪ੒ՌΛൃදͨ͠ɻۙ
ொଜ͔Βࢢྡ 5� ໊ͷࢀՃ͕͋ͬͨɻ

５．シンポジウム

ɹฏ੒ �5 ೥݄̎ �3 ೔ʹ࿨Վڮؠࢢࢁʹ͋ΔلͷࠃจԽηϯλʔʹԙ͍ͯɺʮ೶ࣾߞձ੒ཱظͷ
໦޻−ཱ໺Ҩ੻Λ͑ߟΔ−ʯͷλΠτϧͰཱ໺Ҩ੻ͷ໦੡඼ʹ͍ͭͯ͑ߟΔγϯϙδ΢ϜΛ։࠵
ͨ͠ɻ໦੡඼ͷऀڀݚͰ͋Δژ౎େֶͷ্ݪਅਓڭतʹجௐߨԋΛ͓͍͠ئɺͦ ͷޙʮ౔ثʯʮ໦
੡඼ʯʮੴثʯͷ෼໺ผͰൃදΛ͓͜ͳ͍ɺ౼࿦ձͰ͸ൃදऀͰཱ໺Ҩ੻΍໦੡඼ͷҐஔ͚ͮʹ
͍ͭͯ౼ٞͨ͠ɻ໿ �� ਺໊ͷࢀՃ͕͋ͬͨձ৔͔Β΋ҙݟ・࣭໰͕͋ΓɺҨ੻ͷॏཁੑ͕࠶ೝ
ࣝ͞ΕͨձͰ͋ͬͨɻ

写真 10　成果報告会
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第Ⅲ章　調査方法

第１節　記録作業
１．基準点・水準点測量

ɹج४఺͸ੈքଌ஍ܥΛ࠲ඪ஋ͱ͢Δ̏جڃ४఺ͱ̐جڃ४఺Λઃஔͨ͠ɻ̏جڃ४఺͸ࠃ౔஍
ཧӃઃஔͷిجࢠ४఺ʮ͢͞Έ̍ʯʮ͢͞Έ̎ʯΛط஌఺ͱͯ͠ɺ(14 ࡞ଌྔڞެ͍͓ͯʹଌ؍
४جڃ४఺͸৽ઃͨ̏͠جڃ४఺͸ௐࠪ۠ͷपғ̏Օॴʹɺ̐جڃΔɻ͍̏ͯ͠ࢪ४࣮ͯ͡ʹۀ
఺Λط஌఺ͱͯ͠ɺௐࠪ۠ʹྡ઀͢ΔՕॴʹ̑Օॴઃஔͨ͠ɻ
ɹ̏ڃਫ४఺ͷඪߴͷج४͸ɺ௚ۙͷҰ౳ਫ४఺ʮ̎̌̍̕ʯͷ࠷৽ͷ੒Ռʢ51ɽදࣔʣΛط
஌఺ͱͯ͠ࠓճ৽ઃͨ̏͠جڃ४఺·Ͱͷ࿏ઢʹ͓͍ͯ؍ଌΛ͓͜ͳͬͨɻ̐ڃਫ४఺ͷඪߴͷ
४఺·Ͱͷ࿏ઢجڃ஌఺ͱͯ͠ɺ৽ઃͨ̐͠ط४఺ͷ੒Ռʢ51ɽදࣔʣΛجڃઃ̏ط४͸ɺج
ଌΛ͓͜ͳͬͨɻ؍͍͓ͯʹ
ɹҎ্ͷଌྔۀ࡞͸ɺઐ໳ऀۀʢࣜגձࣾ΢Τείʣʹҕୗ͓ͯ͜͠ͳͬͨɻ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
２．実測・写真撮影ʢࣸਅ 11ʣ
ɹݕग़ͨ͠Ҩߏ΍Ҩ෺ͷग़౔ঢ়گɺҨߏͳͲͷ౔૚Λ࣮ଌ・ਤԽ͠ɺࣸਅࡱӨΛ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻ
ɹฏ໘࣮ଌਤ͸ௐࠪ۠̍Λௐࠪһ͕ଌྔਤԽ
ʢ̨ʹ̍���ʣ͠ɺௐࠪ۠̎ʙ̑Λۭࣸߤਅଌ
ྔͰਤԽʢ̨ʹ 1�5�ʣ͍ͯ͠Δɻ͜ͷ΄͔Ҩ
഑ஔਤʢ̨ʹ̍�1��ʣɺௐࠪ۠น໘౔૚ਤߏ 	4
ʹ 1���
ɺ֤Ҩߏฏ໘・அ໘ਤɺҨ෺ग़౔ঢ়
ଶ 	 ̨ʹ 1�1�・1���
 ͳͲ͕͋Γɺओʹํ؟
ࢴ 	 ̖̎
 ੒͍ͯ͠Δɻ࡞ʹ
ɹࣸਅ͸̐ʷ̑൛ϞϊΫϩ・Ϧόʔαϧɺ̒
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第Ⅳ章　調査の成果

第１節　基本層序（図４）
　調査では、基本的な土層として第１～８層に区分している。第１層は現在の耕作土・表土で、
第２層が現在の水田床土とともに旧耕作土である。第２層は灰黄褐色シルトを基調とし、箇所に
よっては厚く堆積し、２～３層に分層が可能である。機械掘削時に採集した施釉陶器（332）な
どから江戸時代から近・現代にかけての水田耕作土であると想定できる。第３層は調査区全体に
広がる層位で、10YR3/1 黒褐色を基調とし、部分的に分層可能である。色調により第２・４層
とは明確に分けることが可能で、メルクマールとなりうる層である。調査では第３層までを機械
掘削しているが、採集した瀬戸美濃系陶器（331）などから中世後半頃に帰属すると考えられる。
第４層は灰黄色シルトを基調とし、包含層として人力掘削した層位で、瓦器（330）などが出土
することから中世前半頃の層位とすることができる。第５層は部分的に存在しないが、黒褐色シ
ルトを基調とし、出土遺物から古墳時代後半頃の層位であると考えられる。また、第５層が存在
しない範囲では、第４層にも古墳時代の遺物が多く含まれている。第６層は主に古墳時代前期か
ら弥生時代中期の遺物を含んでいるが、地山面が下がる東方では第６層は分層が可能で、上層（第
６－１層）には主に弥生時代末から古墳時代初頭頃の遺物が含まれている。第３層以下第６層ま
でが水平堆積をしていることからも水田に伴う耕作土層であると考えられる。第７層は西方での
み確認している層位で、水田層であるか明らかでないが、上位の層と同様に水平堆積をしており、
弥生時代前期の遺物を含んでいる。第８層は地山（無遺物層）で、基本的にオリーブ灰（細砂混
りの）シルトとなるが、地山が高く箇所では礫層となっている。地山は下流となる南に向かって
は緩やかに下り、東に向かって大きく落ち込んでいる。また、調査区１・２と調査区３の間を走
る現在の町道付近が高く、西に向かっても下っている。これらのことからも、平野部の東と西の
山際に谷（自然流路）が存在していたことが窺え、東側は旧周参見川の本流が流れてことが想定
できる。
　遺構検出は第４層下面で行ったのをはじめ、調査区４－ 1 では第６層下面と第７層下面で、調
査区４－ 2 では第６－１層下面でおこなっている。
 

第２節　遺構
１．調査区１（図６、図版２・11）
　町道建設に関わる調査区で、長さ 50 ｍで幅が５ｍと狭いため、検出した遺構の全体像は明ら
かにできなかった。地山面は高く、基本的に第４層下で地山となり、弥生時代から古代にかけて
の遺構が、ほぼ同一面で存在し、各期の溝状遺構・土坑・落ち込みなどが重なって検出できた。
　遺構 101（図６）　調査区の中央付近で検出した浅い落ち込みで、東西は調査区外に伸びている。
検出した規模は南北 18 ｍ、東西 5m で、深さは 20㎝を測る。遺物は弥生時代前期の土器（１・２）
が出土している。
　遺構 102（図６、図版 11）　調査区の北側で検出した土坑で、遺構 106 と重複し、それより新
しい。形状は楕円形を呈し、長さ 3.0 ｍ、幅 1.4 ｍ、深さ 35㎝を測る。土坑内には自然木が横たわっ
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た状態で存在する。遺物は弥生時代後期末頃の土器（４・５）が出土している。
　遺構 103（図６、図版 11）　調査区の北端付近で検出した南北方向に延びる溝状遺構で、遺構
106 を切り込んでいる。幅 1.5 ～ 2.5 ｍ、深さ 50㎝で、断面は舟底状を呈する。土層観察からは
流れ堆積は認められない。遺物は奈良時代の須恵器（8 ～ 11）などが出土しいる。
　遺構 104　調査区の南端で検出した落ち込みで、調査区２に跨っている。東西が調査区域外と
なり全容は不明であるが、南北幅約 10 ｍ、深さ 30㎝を測る。遺物は弥生時代中期の土器（３）
が出土している。
 
２．調査区２（図６、図版３）
　調査区１の南に繋がる調査区である。調査区の北から西にかけては、第４層下面で安定した面
が存在し、南側は一段低くなり、それが調査区４・５の面に繋がり、第５・６・７層が形成され
ている。検出した遺構は、第４層下面で土坑やピット・杭列を、第７層下面で溝状遺構を検出し
ている。
　遺構 201（図６、図版 11）　第４層下面で検出した土坑で、北東側は調査区域外に延びる。平
面形状は楕円形を呈すると考えられ、長さ 1.2 ｍ以上、幅 1.0 ｍ、深さ 10㎝を測る。遺物は古墳
時代後期の須恵器（16・17）などが出土している。
　遺構 203・204（図版３）　遺構 204 は遺構 104 と同一の遺構で、そこから分岐するように
遺構 203 が南に延びている。遺構 203 は幅 2.0 ～ 2.5 ｍ、深さは 30㎝を測り、調査区４の遺構
404・調査区５の遺構 504 に繋がる溝状遺構であるが、南に向かって削平が強く底付近が確認で
きる程度で残存状況は悪い。遺物は遺構 203・204 とも弥生土器（14・15）が出土している。
　遺構 219（図６、図版３）　幅５㎝程度の板状の杭を、北東－南西方向に密集するように打ち
込んだもので、長さ７ｍ延びて南西側が調査区外に続いている。水田の区画に関わる杭列である
と考えられ、第５層に帰属する遺構であると考えられる。
　遺構 216 ～ 218（図版３）　第７層下面で検出した溝状遺構で、幅 20 ～ 50㎝、深さ約 5㎝を測り、
長さは遺構 216 で 11 ｍ以上、遺構 217 で約 7 ｍ、遺構 218 で約 4.5 ｍである。遺物は土器細片
が出土している。検出面からも、遺構の時期は弥生時代前期の可能性がある。
 
３．調査区３（図版４・５）
　町道より東側の調査区で、当初は道路挟んで南側が調査区３－１、北側を調査区３－２として
調査を開始した。その後、調査区３－１の西側で弥生時代前期の遺物を多く含む流路が発見され
たことから、流路が延びる範囲を想定して調査区３－３を設定して調査をおこなった。
　遺構は調査区３－ 1・2 で弥生時代前期の自然流路、弥生時代から古代にかけての自然流路と
堰状遺構、ピットなどを検出した。調査区３－ 2 では遺構は検出できなかった。
　遺構 302（図７・８、図版 12 ～ 16）　調査区３－１・３で検出したもので、平野部西側の山
裾に沿って南流する弥生時代前期の自然流路である。地山面が低い北側では基本層位第７層下で、
地山面が高くなる南側では、基本層位第３層下で検出している。調査区の南では、流れを西方に
変えている。規模は幅が約 15 ｍ、深さ 1.2 ～ 1.5 ｍで、調査区内で約 40 ｍを確認した。底は平坦で、
流れが変わる付近で深くなっている。層位は大きく３層に分かれ、２層は地山と同一のシルトの
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図５　遺構全体図
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A

図６　調査区１・２の遺構
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ブロックを含む層で、一気に埋まった層であると考えられ、これが遺構 313 で削平される部分以
外には広く確認することができ、３層は木屑・葉・木の実・木材等を含む層位である。３層には
細砂・中砂も含まれるが、明確な流れ堆積を示すものでない。１層は弥生時代前期新段階と中段
階の遺物を含み、２層は中段階の遺物がほとんどで、わずかに新段階の遺物が混入し、３層は中
段階の遺物を含む層位となり、３層を中心に弥生土器・突帯文土器・石器・木製品が多量に出土
する。また、３層からは、大量の自然木が横たわった状態で出土しており、これらは直線的に伸
びた広葉樹の中径木が大勢を占めており、ほとんどが樹皮を剥いだ状態となっていた。大きくは
流れに沿うものと、流れに直交するものがあり、基本的に前者の方が下位に位置している。流れ
に直交するものでは、川岸から倒れた状態のものがあり、根が残るものが認められる。ただ、そ
のような材でも樹皮がなく、縁辺部を剥ぎ取ったものもある。現場付近に木材が集積された状況
で、流路に明確な流れが認められないこと、また、平成 24 年度に行われた流路下流部の調査では、
木材がほとんど確認されていないことから、川を堰き止めて貯木施設を構築していた可能性もあ
るが、調査区内では確認できなかった。このほか、流路内で、堅果類や核果の殻が大量に集中す
る箇所を確認している。
　遺構 313（図８、図版 11）　遺構 302 の西側に重複する自然流路で、幅８～ 10 ｍ以上、深さ 0.7
～ 1.0 ｍで、調査区内で約 60 ｍ確認している。遺物は弥生土器や古墳時代から古代にかけての
土師器・須恵器が出土する。地山直上で古墳時代のほぼ完形の須恵器が多く出土し、また、弥生
時代中期の所産と考えられる木製品が破損せずに出土する状況から、流路が弥生時代中期から古
代にかけて、重複して繰り返し流れていたことが窺える。最終的に古代の流れによって大きく抉
られるものの、部分部分に各期の堆積が残っていたと考えることができる。ただ、調査ではこれ
らを分層して掘り下げることができなかった。
　遺構 314（図版 11）　遺構 313 が埋没段階で、流れに沿うように杭を打ち込んだ遺構である。
杭列は直径が 5 ～ 10㎝程度の丸太杭を、真っ直ぐあるいは、やや西側に傾くように打ち込んで
いる。南側は調査区域外に伸び、長さ６ｍを確認している。水量を調節する堰あるいは護岸と考
えられるが、明確な時期は確定できない。
 
４．調査区４・５（図版８～ 10）
　排土置き場を確保するため調査区４・５は別々に調査をおこなっているが一連であり、遺構の
繋がりから同時に記述する。全面で第４層下面において遺構検出をおこなっているが、調査区４
－ 1 では第６層下面、第７層下面、調査区４－２では第６－ 1 層でも遺構検出をおこなっている。
　第４層下面では、水田区画、杭列、畦畔状遺構、落ち込みなどを検出し、第６－ 1 層下面でも
水田状の遺構を第６層下面で弥生時代中期の自然流路、第７層下面で弥生時代以前と考えられる
自然流路を検出している。
　遺構 410・510（図９、図版 11）　第４層下面において検出した水田区画である。このうち、
遺構 410 は調査区４－ 1・５－ 1 に跨るように、遺構 510 はその南に並ぶように位置する。周囲
より 10㎝程度深くなっており、両区画間には畦畔と考えられる幅約 50㎝の高まりが認められる。
規模は遺構 410 で南北 23 ｍ、東西 18 ｍ以上で、遺構 510 は南北 14 ｍ以上を測る。遺物は瓦器
や土師器片などとともに、木製品の有頭棒（797）や曲物（799）が出土している。検出面や出土
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図８　遺構 302・313 断面土層図
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図９　調査区４・５の遺構
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Ҩ෺͔Β൑அͯ͠ɺதੈલ൒ࠒͷҨߏͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻ
遺構 411ʢਤ̕ʣɹୈ̐૚Լ໘ʹ͓͍ͯݕग़ͨ͠ྻߌͰɺҨߏ 41� ͷ๺ଆʹԊ͏Α͏ʹ౦੢ʹ

ҰྻʹฒΜͰ͍Δɻฏ໘Ͱ͸பྻͱͯ͠ݕग़͕ͨ͠ɺஅ໘ਫ਼ࠪͷ݁Ռɺ௚ܘ 1�ᶲఔ౓ͷߌΛଧ
−ͷपғ͕ม৭ͨ͠΋ͷͰ͋ͬͨɻࠪ۠̐ߌΜͩ΋ͷͰࠐͪ 1͔Β̐−̎ʹ͔͚ͯݕग़Ͱ͖ɺߌ
ͷִؒ͸໿ ��7 ʙ 1�� ̼ͰɺԆ௕ 3� ̼֬ೝ͍ͯ͠Δɻ

遺構 412・413ʢਤ൛ 1�ʣ
ɹҨߏ 41� ͸ௐࠪ۠̐− �͔Β̑− ߏग़ͨ͠΋ͷͰɺҨݕ͚͔ͯʹ� 41� ͸෯໿ 5� ʙ 7�ᶲͷؒ
ʹ൘ঢ়ͷߌΛཚࡶʹଧͪࠐΜͩ΋ͷͰɺೆ๺ํ޲ʹ௕͞໿ 5� ̼ʹΘͨͬͯݕग़ͨ͠ɻҨߏ 413
͸Ҩߏ 41� ʹ௚ަ͢Δ౦੢ํ޲ʹԆͼΔܣ൞ঢ়ͷҨߏͰɺ෯ ��7 ̼Ͱ௕໿ �5 ̼֬ೝ͍ͯ͠Δɻ
Ҩߏ 413 ͸Ҩߏ 41�・51� ؒͷܣ൞ͷԆ௕ઢ্Ͱ͋Δ͜ͱ͔Β΋ɺपลʹ͸੔વͱ۠ը͞Εͨਫ
ా͕ฒΜͰ͍ͨՄೳੑ͕͋Δɻ

遺構 405・406・407ʢਤ̕ɺਤ൛ 1�ʣɹௐࠪ۠̐− �Ͱݕग़ͨ͠ਫా۠ըͰ͋ΔɻΘ͔ͣͳ
ΛଌΓɺޙ໛͸Ұล͕̼̓લنͰɺܗΓͰ۠੾ΒΕͨ̏ͭͷ۠ը͔ΒͳΔɻ֤۠ը͸ෆ੔ํ·ߴ
۠ը಺ʹ͸౿ࠐঢ়ͷۼΈ͕पғΑΓଟ͘ೝΊΒΕΔɻܣ൞ͱ͑ߟΒΕΔߴ·Γ͸ɺ෯ 5�ᶲલޙ
ΛଌΔɻ͜ΕΒͷ࣌ظ͸ɺग़౔Ҩ෺ͳͲ͔Β໻ੜ࣌୅ظޙ຤͔ࠒΒݹ෿࣌୅ॳ಄Ͱ͋Δͱ͑ߟΒ
ΕΔɻ·ͨɺपғͷ౔૚ͷଯੵ͕ਫฏͰ͋Δ͜ͱ͔Β΋ɺܣ൞͸ݕग़Ͱ͖ͳ͍΋ͷͷ͘޿ਫా͕
ల։͍ͯͨ͠Մೳੑ͕͋Δɻ

遺構 512ʢਤ 1�ɺਤ൛ 1�ʣɹௐࠪ۠̑− �Ͱݕग़ͨ͠མͪࠐΈͰɺฏ໘ܗঢ়͸ପԁܗΛఄ͢Δɻ
໛͸௕͞ن 13�5 ̼ɺ෯ ��� ̼Ͱɺਂ͞͸ 4�ᶲΛଌΔɻ௕̍͞ʙ̎Nఔ౓ͷ൘ࡐ΍໦͕ࢬଟ͘ग़
౔͓ͯ͠Γɺ౦ଆʹ͸͕ߌଟ͘ଧͪࠐ·Ε͍ͯΔ͕ɺҨߏͷੑ֨͸ෆ໌Ͱ͋ΔɻҨ෺͸ຒ౔͔Β
ਢثܙʢ355ʣ΍౔ثࢣͳͲ͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ·ͨɺམͪࠐΈ಺΍पล͔Β͸౧छ͕ଟ͔ͬͭ͘ݟ
͍ͯΔɻҨ෺͔Β൑அ͔ͯ͠Βݹ୅ͷҨߏͱ͑ߟΒΕΔɻ

図 10　調査区５の遺構
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第３節　遺物
ɹҨߏͳͲ͔Βग़౔ͨ͠Ҩ෺ʹ͸ɺ౔ثɺੴثɺۚଐ੡඼ɺ໦੡඼͕͋Δɻ
１．土器

ɹ౔ثʹ͸ɺ໻ੜ౔ث・ಥଳจ౔ث・౔ثࢣ・ਢࠇ・ثܙ৭౔ثנ・ث・੨࣓・࢈ࠃಃ࣓͕͋ث
Γɺ໻ੜ࣌୅લظҎ߱ۙੈʹ͔͚ͯͷ֤ظͷ౔͕ثग़౔͍ͯ͠ΔɻҨ෺ऩೲίϯςφʢ�8ὙೖΓ 

ʹ �� ശ෼͋Γɺͦͷେ൒͕໻ੜ࣌୅લظͷྲྀ࿏Ͱ͋ΔҨߏ 3�� ͔Βग़౔ͨ͠΋ͷͰ͋Δɻ
A）調査区１ʢਤ 11ɺਤ൛ 17ʣ
ɹҨߏ෼ΛؚΊͨഁย૯਺͸ �51 ఺Ͱɺ໻ੜ࣌୅͔Βݹ୅ͷ౔͕ثଟ͘ɺதੈͷҨ෺͸ग़౔ͯ͠
͍ͳ͍ɻ

図 11　出土遺物・土器１（調査区１・２）
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ņҨߏ 1�1 ͔Β໻ੜ࣌୅લظ৽ஈ֊ͷᆵʢ̍・̎ʣɺҨߏ 1�4 ͔Β໻ੜ࣌୅தظͷᆵʢ̏ʣɺҨߏ
1�� ͔Β໻ੜ࣌୅ظޙ຤ࠒͷᙈʢ̐ʣ・ߴഋʢ̑ʣɺҨߏ 1�5 ͔Β໻ੜ࣌୅ظޙ຤ࠒͷᙈʢ̒ʣ・
ߏഋʢ̓ʣɺҨߴ 1�3 ͔Βඈௗ࣌୅͔Βಸྑ࣌୅ͷਢثܙഋʢ̔ʙ 11ʣ͕ ग़౔͍ͯ͠Δɻ͜ͷ΄͔ɺ
แؚ૚౳͔Β౦ւ஍ํ͔Βͷൖೖ඼ͱ͑ߟΒΕΔ৚ࠟจܥ౔ثᆵʢ1�ʣ΍ਢثܙഋʢ13ʣɺ੡Ԙ
౔ثͳͲ͕͋Δɻ
B）調査区２ʢਤ 11ɺਤ൛ 17ʣ
ɹௐࠪ۠શମͰഁย਺ 1155 ఺ͷग़౔͕͋Γɺ໻ੜ࣌୅͔Βݹ୅ͷ౔͕ثग़౔͠ɺௐࠪ۠̍ಉ༷
ʹதੈͷ౔ث͸ग़౔͍ͯ͠ͳ͍ɻҨ੻಺Ͱ͸໘ੵʹରͯ͠ͷ౔͕ྔثௐࠪ۠̏−̍・̏−̏Λআ
͚͹ଟ͍ௐࠪ۠Ͱɺ·ͨɺൺֱత͍ߴҐஔʹ͋Δ͜ͱ͔Β΋ॅډͳͲ͸֬ೝ͍ͯ͠ͳ͍͕ॅډҬ
Ͱ͸ثͷ౔ظҬͷ௚ۙʹҐஔ͢Δͱཧղ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ໻ੜ࣌୅લॅډ͔ 1� ͷΑ͏ʹᰍମ
෦ͷڥʹஈΛ༗͠ɺதஈ֊ʹؼଐ͢Δ΋ͷ΍ɺͦΕΒʹซ͢ߦΔಥଳจ౔ثͷग़౔͕΍΍໨ཱͬ
͍ͯΔɻ·ͨɺ࣌ظ͸֬ఆͰ͖ͳ͍͕؅ঢ়౔਴͕໿ 7఺ग़౔͓ͯ͠ΓɺूམͷੜۀΛӐ͏ࢿྉͰ
͋Δɻ
ɹҨߏ ��3 ͔Β໻ੜ౔ثᆵʢ14ʣɺҨߏ ��4 ͔Β໻ੜ౔ثʢ15ʣɺҨߏ ��1 ͔Βݹ෿࣌୅ظޙͷ
ਢثܙഋʢ1�ʣ・ߴഋʢ17ʣ͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ·ͨแؚ૚౳͔Β͸໻ੜ࣌୅લظͷᆵʢ18・1�・
�7 ʙ ��ʣɺಥଳจ౔ثʢ�� ʙ ��・3�ʣɺҏ੎஍ํ͔Βͷൖೖ඼ͱ͑ߟΒΕΔѥࣜԕլ઒ᆵʢ�3ʣɺ
໻ੜ࣌୅தظͷᆵʢ�4・�5ʣ・ᙈʢ��ʣɺݹ෿࣌୅ظޙͷਢثܙഋʢ31ʣɺ౔਴ʢ3� ʙ 34ʣͳͲ͕
ग़౔͍ͯ͠Δɻɹ
C）調査区３－１・３－３ʢਤ 13 ʙ �5ɺਤ൛ 17 ʙ �3ʣ

遺構 302、３層出土土器ʢ35 ʙ �3�ʣɹલظͷ
໻ੜ౔ثͱಥଳจ౔ثɺ৚ࠟจʢܥʣ౔ثͳͲ
͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ౔ثछ͸ɺഁ ยͰ͋ͬͯ΋ௐ੔・
จ༷・ද໘ʹ࢒Δεεͷঢ়ଶ΍଻౔ͳͲ͔Β൑
ผ͕ՄೳͰ͋Δɻഁย਺͸ද̍ʹࣔͨ͠Α͏ʹɺ
ʹ̍ثɺ໻ੜ౔͘ߴͷൺ཰͕ث୺ʹಥଳจ౔ۃ
ରͯ͠ಥଳจ౔̕ثͱͳΔɻ໻ੜ౔ث͸ᆵʹݶ
ΒΕɺલظ౔ثͷثछ૊੒Ͱ͋Δᙈ・ു・ߴഋ
͸ͳ͍ɻಥଳจ౔ثʹ͸ਂുɺുɺᆵ͕͋Γɺ
ਂു͕ѹ౗తʹଟ͍͕ɺᆵͷׂ߹΋ଞͷҨ੻Α
Γ͍ߴɻ
ɹਤ 1� ͸ɺ໻ੜ౔ثͱಥଳจ౔ثͷ஍۠ผग़
౔਺Λදͨ͠΋ͷͰ͋Δɻ໻ੜ౔ث・ಥଳจ౔
�େ͖ͳҧ͍͸ͳ͘ɺD1ʹ޲܏ͱ΋ث ۠Λத৺
ʹ౦ଆͷམͪࡍʹଟ͘ग़౔͍ͯ͠Δɻ͜ͷ͜ͱ
͔Β΋ɺ౔ྨث͸্ྲྀ෦͔ΒͰͳ͘ɺ:࣠ 14
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図 12　遺構 302、３層地区別土器分布図
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表１　遺構 302 土器出土点数
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図 13　出土遺物・土器２（調査区３-１・３-３）
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図 14　出土遺物・土器３（調査区３-１・３-３）
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図 15　出土遺物・土器４（調査区３-１・３-３）
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図 16　瀬戸遺跡出土土器
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図 17　突帯文土器の分類
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図 18　出土遺物・土器５（調査区３-１・３-３）
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図 19　出土遺物・土器６（調査区３-１・３-３）
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図 20　出土遺物・土器７（調査区３-１・３-３）
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図 21　出土遺物・土器８（調査区３-１・３-３）
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磨滅している可能性がある。胎土に結晶片岩を含む 133 は搬入品で、長石などを多く含み褐色が
強い 132・134・136 ～ 140 は搬入品の可能性が高い。Ｂ類のように口縁突帯上のみを刻むのは、
畿内周辺部の突帯文土器では通有であるが、立野遺跡の瀬戸タイプではＢ類が逆に希少である。
これらのうち 129 は 93 と同様に口縁部の突帯が２条有するものである。また、136 はキザミが
棒状の原体で押圧するように施される。
　141 ～ 149 は口縁部の突帯上を刻まず、口縁端部のみにキザミを施すもので、これをＣ類とする。
Ｂ類と同様にＡ類に比べ点数は少ないが、胴部突帯が確認できるものに関しては、キザミを有す
る。また、胴部突帯のキザミもＤ字が目立つ。口縁部突帯の断面が三角形を呈する 149 以外は基
本的に突帯が扁平を呈する。形態では 142・143 は胴膨らみである。Ｃ類のように口縁端部のみ
を刻む突帯文土器は、畿内周辺部ではほとんど見られず、A 類が存在する瀬戸内ですら明確で
なく、瀬戸タイプの大きな特徴の一つに数えることができる。また、併行する時期の遠賀川系の
甕が、口縁端部にキザミを施す例が多いことからも、その意匠を瀬戸タイプで採用している可能
性もある。
　150 ～ 177 は口縁部の突帯にキザミを有しないもので、これをＤ類とする。Ａ類同様に点数は
多いが、胴部突帯が確認できるものについては、キザミを有するＤ１類（150 ～ 153）とキザミ
を有さないＤ２類（154 ～ 160）に分けることができる。Ｄ 1 類の胴部のキザミはＤ字あるいは
〇字で施される。155 は口縁部の突帯上にキザミ状の圧痕が認められるが、Ｄ類に含めている。
A ～Ｃ類に比べ、器壁が厚く、口縁部の突帯も幅広で厚いものが多く、突帯下部をナデ調整す
るタイプも見られる。また、152 は突帯下に焼成後に円穴を穿つ。粗いハケ（先割れの板状工具？）
による条痕も数点確認できる。156・159・168・171・176 は胎土に長石を多く含み、突帯の形状
も瀬戸タイプと微妙に異なることから搬入品の可能性がある。154・177 は弥生土器の胎土に類
似し、形態からも瀬戸タイプではない。154 は器壁が極端に厚く、口縁部の突帯位置も端部より
下がった位置に付される。また、177 は頸部が内傾し、ススも目立って付着しないことからも大
型壺の可能性も考えられる。Ｄ類は大阪湾沿岸地域でも一定の出土量があるが、それに比べ立野
遺跡では割合が高い。
　178 ～ 196 は胴部突帯の破片である。182 は突帯が２条連続しており、キザミは 189 と同様に
先割れのヘラ状工具で施される。このうち 182 は胎土に長石等を多く含み、色調からも搬入品と
考えられる。196 はキザミをもたない扁平な帯状の突帯で、他に類例がない。
　197 ～ 201 は１条突帯の深鉢で、小型品である。外面全体にススが付着することからも、2 条
突帯の深鉢のように煮炊きに使われたことが窺える。口縁部が直立あるいは内湾するものがあり、
突帯の形状からも瀬戸タイプを抽出することができない。
　202 ～ 204 は口縁端部下に突帯がない縄文土器系の深鉢で、このうち 202 は頸部付近に突帯を
巡らす。胎土に長石を含み搬入品と考えられる。203・204 は突帯が無い以外は胎土なども瀬戸
タイプの突帯文土器と違いはなく、ススの付着も口縁部外面まで認められる。同様な器形は堅田
遺跡でも認められる。　　　　
　205・206 は突帯を有しないが、胎土からも縄文土器系の浅鉢であると考えられ椀形を呈する。
立野遺跡で確認できるのは２点のみで、深鉢同様に外面全体にススが付着する。　
　207 ～ 220 は突帯文土器の壺である。一定量出土しているものの搬入品も多く、瀬戸タイプの
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図 22　出土遺物・土器９（調査区３-１・３-３）
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− 34 −

図 23　出土遺物・土器 10（調査区３-１・３-３）
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�1� ͸௕ੴ΍֯રੴΛؚΈੜۨ੢࿢͔Βͷൖೖ඼Ͱ͋Δɻ·ͨɺ��8・�1� ΋௕ੴΛଟؚ͘Έɺ৭
ௐ͔Β΋ൖೖ඼ͱ͑ߟΒΕɺᆵͷ໿ ��3 ͕ൖೖ඼ͱͳΔɻ
ɹ��1 ʙ ��7 ͸౦ւ஍ํͷ౔͋ثΔ͍͸౦ւ஍ํͷӨڹΛड͚ͨ౔ثͰɺ��1・���・���・��7 ͸
৚ࠟจ౔ܥثͷม༰ᆵͷՄೳੑ͕͋Δɻ·ͨɺ��3 ʙ ��5 ͸৚ࠟจ౔ثͰɺ��3 ͸ᙈɺ��4・��5
͸ᆵͰɺೋຢ޻۩ʹΑΔ৚͕ࠟ͞ࢪΕΔɻ
ɹ��8 ʙ �3� ͸ಥଳจ౔ثͷఈ෦Ͱɺฏఈʢ��8 ʙ �33・�3�ʣɺؙ ఈʢ�34ʣɺઑఈʢ�35 ʙ �38ʣ͕ ͋Δɻ
�3� ͸ఈ෦͕ް͘ɺ֎໘ͷௐ੔͕ϋέͰ͋Δ͜ͱ͔Β΋໻ੜ౔ث・ᙈͷՄೳੑ΋͑ߟΒΕΔ͕ɺ
ʹΔ͜ͱ͔Βɺ͜͜͢ࡏ΋ଘثԑ෦΍ମ෦ͷഁย͕֬ೝͰ͖ͣɺ·ͨϋέௐ੔͞ΕΔಥଳจ౔ޱ
෼ྨ͍ͯ͠Δɻ��8͸௕ੴ・݁ থยؠɺ�34͸௕ੴ΍ۚӢ฼ɺ�3�͸௕ੴ౳Λଟؚ͘Έൖೖ඼Ͱ͋Δɻ

遺構 302、１・２層ほか出土土器ʢ�4� ʙ �77ʣɹ໻ੜ౔ث・ಥଳจ౔ثͱ΋̏૚ͱ಺༰ʹҧ͍
͕গͳ͘தஈ֊ͷҨ෺͕ओͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻͨͩɺ໌ Β͔ʹ৽ஈ֊ʹҐஔ͚ͮΒΕΔᆵʢ�45・
�4�ʣͷ΄͔ɺ̏૚ʹ͸ͳ͔ͬͨᆵ֖ʢ�4�ʣͳͲ΋ग़౔͍ͯ͠Δɻ
ɹ�4� ͸ԁ൫ঢ়ͷܗঢ়ͰఱҪ෦தԝʹԁ݀Λઠ͍ͬͯΔɻௐ੔͕ஸೡͰɺࠇ৭෺Λృ෍͢Δ͜ͱ
͔Β΋தஈ֊ʹൺఆͰ͖Δɻᆵͷޱԑ෦ʹԁ݀Λઠͭ΋ͷ͕͋ΓɺͦΕʹରԠͨ͠ᆵ֖͕Ұఆྔ
͋ͬͯ΋ྑ͍͸ͣͰ͋Δ͕ɺཱ໺Ҩ੻͔Βͷग़౔͸̍఺ͷΈͰ͋Δɻ·ͨᆵޱԑ෦ �4� ʙ �44 ͸

図 24　出土遺物・土器 11（調査区３-１・３-３）
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20cm0 （S=1/4）
263～275: 遺構 302（１・２層）
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口縁部が発達しておらず、247 は沈線間刺突、248・249 は頸体部の境が明確であることからも中
段階の所産と考えられる。
　突帯文土器もほとんどが前期中段階に帰属するものと考えられ、確実に新段階に下る資料は見
出せない。典型的な瀬戸タイプは少なく 250・251・256・257・259・260 は胎土などから搬入品
と考えられる。253 は突帯下に焼成後、円穴を穿つ。また 261 は、突帯下にヘラ先で線刻を描く。
１条突帯の深鉢 265 は、口縁端部下に扁平な突帯を付し、キザミも口縁端部のみに施す C 類で
あることからも、瀬戸タイプの１条突帯とすべき資料である。266 は胎土に片岩粒を含み搬入品
であるが、外面にススが付着しないことから壺の可能性もある。
　271 は突帯文土器壺の体部で、胴部中位に 2 列の爪形文を施す。胎土から搬入品と考えられる。
274・275 は東日本からの搬入品で、274 は条痕文土器深鉢、275 は浮線文系土器の壺である。
　276 は前期弥生土器壺で、遺構 302 が埋没した後、遺構 313 が流れるまでに堆積した層位から
出土している。口縁端部にキザミがあり、頸部の突帯は上方を強くヨコナデすることで成形され
ている。277 は遺構 302 から出土したが混入遺物と判断した弥生土器である。二股工具により直
線文や波状文が描かれており、東海地方からの搬入品で中期の所産である。
　遺構 313 出土土器（278 ～ 312）　278 ～ 291 は南側のやや深くなった箇所から出土したもので、
弥生時代後期の壺（278）・高杯（279・280）、弥生時代後期末頃の高杯（281・282）、古墳時代前
期の土師器高杯（283 ～ 285）・鉢（286）、古墳時代後期の須恵器杯（287 ～ 291）がある。
　292 ～ 312 は分層して掘り下げたものの、各期の遺物が混在した状況であり、底に張り付いた
状態で原位置を保つと考えられる須恵器杯などもあるが、ほとんどが古代の流れによってかき回
された状態で出土している。弥生時代前期の壺（292）、弥生時代後期の壺（293・294）・高杯（295）、
弥生時代後期末の高杯（296・297）、古墳時代前期の土師器高杯（298）、古墳時代後期の須恵器
杯（299 ～ 303）・土師器甕（304）、古代の須恵器杯（308）・壺（309・310）、土師器甕（304 ～
306・312）・鍋（311）などがある。
　原位置を離れた土器（313 ～ 316）　包含層や側溝などから出土した遺物として、条痕文土器

（313）、浮線文系の土器（314）、須恵器杯（315・316）がある。313 は水神平式の壺で東海地方
からの搬入品である。
D）調査区３－ 2出土土器（図 26、図版 23）
　遺構から出土した遺物はなく、すべて堆積土からの出土である。弥生土器甕（317・318）、須
恵器杯（319・320）・はそう（321）がある。
E）調査区４出土土器（図 26、図版 23）
　遺物の総点数は 1035 点で、東に向かって希少になっている。調査区４－ 1 で２/ ３以上出土
しており、突帯文土器・弥生土器、古墳時代の土師器・須恵器が多い。322 ～ 332 は調査区４－
1、333 ～ 337 は調査区４－ 2、338 ～ 340 は調査区４－ 3 から出土した。遺構からの出土した遺
物はなく、すべて堆積土から出土している。第７層からは突帯文土器深鉢（322 ～ 324）が、第
６層からは弥生土器壺（326）・甕（333・340）・脚台（338）・高杯（327・334・339）・壺蓋（335）
が、第４層からは古代の須恵器杯（328）・壺（329）・古墳時代の高杯（336）、土錘（337）が出
土している。
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図 25　出土遺物・土器 12（調査区３-１・３-３）
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F）調査区５出土土器ʢਤ ��ɺਤ൛ �3ʣ
ɹҨ෺ͷ૯఺਺͸ 17�� ఺Ͱɺ੢୺ͷҨߏ 5�4 ෇ۙͰଟ͘ग़౔͓ͯ͠Γɺ̐۠ಉ༷ಥଳจ౔ث・
໻ੜ౔ثɺݹ෿࣌୅ʹ౔ثࢣ・ਢ͕ثܙଟ͍ɻ341 ʙ 351 ͸ௐࠪ۠̑−̍ɺ35� ʙ 355 ͸ௐࠪ۠
̑− �͔Βग़౔ͨ͠ɻҨߏ 51� ͔Βग़౔ͨ͠Ҩ෺͸ݹ୅ͷਢثܙഋʢ355ʣ͕͋Γɺୈ̑・̒૚
͔Β໻ੜ౔ثᆵʢ343ʣɺݹ෿࣌୅ͷ౔ുثࢣʢ341・34�ʣ・ߴഋʢ345ʣ͕ɺୈ̑૚͔Βݹ෿࣌୅
ͷਢثܙഋʢ35�ʣɺୈ̐૚͔Βݹ෿࣌୅ͷਢثܙഋʢ353・354ʣɺݹ୅ͷ౔ثࢣᙈʢ344ʣ・൫ʢ35�ʣ・
੡Ԙ౔ثʢ34�ʣ・౔਴ʢ347ʣɺثנ࿶ʢ348ʣɺࢁ஡࿸ࡼʢ34�ʣ͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ·ͨɺػց۷
ୈ̏૚͔Β੨࣓࿸ʢ351ʣ͕ग़౔͍ͯ͠Δɻʹ࣌࡟

図 26　出土遺物・土器 13（調査区３-２・４・５）
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２．石器ʢਤ �7 ʙ 3�ɺਤ൛ �4 ʙ �8ʣ
ɹҨߏ಺΍แؚ૚தͳͲ͔Βग़౔ͨ͠ɺఆܗతͳੴثɺണยɺݪੴͳͲΛؚΊͨੴؔث࿈ࢿ͸ɺ
૯఺਺Ͱ ��1� ఺͋Γɺ͜ͷ͏ͪɺ࢖༻Λ໨తͱͨ͋͠Δ͍͸࢖༻ͨ͠ੴྨث͸ 73� ఺ͱͳΔɻ
ੴࡐ͸ɺੴ๮Λআ͘͢΂ͯͷثछͰทؠʢεϨʔτ・೪൘ؠʣ͕࢖༻͞Ε͍ͯΔɻଧ੡ੴثͷੴ
Ͱ͸໿࡯؍؟ͱαψΧΠτ͕͋Δ͕ɺ೑ؠ͸ทʹࡐ �5ˋ͕ทؠͰ࢒Γ͕αψΧΠτͱͳΔɻـ
಺͓Αͼͦͷपล෦ͷ໻ੜҨ੻ɺ΄΅ಉ࣌ظͰ͋ΔాݎҨ੻ͳͲͰ͸ɺଧ੡ੴثʹ͸αψΧΠ
τɺຏ੡ੴثʹ͸݁থยؠ΍ڽփؠͳͲΛଟ༻͍ͯ͠Δͷʹൺ΂ੴࡐબఆʹେ͖ͳҧ͍Λݟग़͢
͜ͱ͕Ͱ͖ΔɻαψΧΠτʹؔͯ͠͸ද໘͕α
αΫϨͩͬͨΑ͏ʹ͑ݟΔಛ௃͔Β߳઒ۚ࢈ࢁ
ͷՄೳੑ͕͘ߴɺ໌֬ʹೋ্࢈ࢁͱ͑ݴΔࢿྉ
͸ͳ͍ɻทؠ͸஍ݩͰ͢࢈Δ΋ͷͰɺݪੴ͸Տ
ੴʹ΋ɺݪɺग़౔ͨ͠ࡍͰௐୡͰ͖ɺ࣮؛΍ւݪ
ຏ໓͕ஶ͍͠ԁ᛽΍ɺ΍΍͕֯͋Δ᛽͕͋Δʢࣸ
ਅ 13ʣɻ৭ௐ͸ࠇ৭Λఄ͢Δ΋ͷ͕ଟ͍͕ɺփ৭
΍ന৭ͷ΋ͷ΋Ұఆྔଘ͠ࡏɺ࣭ࡐ΋Ωϝͷࡉ
͔͍΋ͷ͔Βɺ΍΍ૈ࠭͘ؠʹ͍ۙ΋ͷ·Ͱ༷ʑ
Ͱɺੴࡐͷબఆʹ͸େ͖ͳ߆Γ͕ͳ͔ͬͨΑ͏
ΘΕΔɻࢥʹ

石鏃ʢ35�・3�� ʙ 373・584・5��ʣɹ͢΂ͯଧ੡ͰɺαψΧΠτ੡ͱทؠ੡͕͋Γɺ૯఺਺Ͱ
̕఺ͱಉ࣌ظͷ໻ੜҨ੻ʹൺ΂ۃ୺ʹগͳ͘ɺ΄ͱΜͲ͕ഁଛͨ͠ঢ়ଶͰ͋Δɻ·ͨɺੴ᭲ͱಉ
༷ʹଞͷҨ੻Ͱ͸Ұఆྔͷग़౔͕͋Δੴਲ਼ʹؔͯ͠͸օແͰ͋Δɻੴ᭲ͷ͏ͪɺ35� ͸େܕͰɺ
ઑ಄ثʹ෼ྨ͢΂͖͔΋͠Εͳ͍ɻج෦͕໌Β͔ͳࢿྉͰԜ͕̎ࣜج఺ɺฏ͕̍ࣜج఺ɺತࣜج
͕̍఺Ͱ͋Δɻ࣮֬ʹ໻ੜ࣌୅લظதஈ֊ʹؼଐ͢Δ
ྉ͸ࢿ 37� ʙ 37� ΛؚΊ̐఺ͷΈͰɺತࣜجͷ 5�� ͸
தظҎ߱ͷॴ࢈Ͱ͋Ζ͏ɻ໻ੜ࣌୅લظͷੴ᭲Ͱɺα
ψΧΠτ੡͸̏఺Ͱۚݶʹ࢈ࢁΒΕɺগͳ͍ࢿྉ͔Β
ͷ޲܏Ͱ͸͋Δ͕ɺαψΧΠτͷ઎ΊΔׂ߹͕͍ߴͱ
ൺ΂αψΧΠτͷํ͕Ⴓ։ੑʹؠΔɻ͜Ε͸ɺท͑ݴ
ʹ༏Εɺ͍͔ࡉՃ޻ʹద͍͔ͯͨ͠ΒͰ͋Δͱ͑ߟ
ΒΕɺทؠ੡ͷ΋ͷʹ͍ͭͯ͸ൺֱతௐ੔͕͋·͍ɻ

写真 13　遺跡出土の石器原石

表３　石器組成表

石鏃 磨製
石包丁

磨製
石斧

打製
石斧

楔形
（両極）

石器

削器
刃器 敲石類 台石 砥石 石錘 石棒 小計 石核 原石 不明 剥片 合計

調査区１ 1 1 3 5
調査区２ 0 0 2 3 8 6 1 0 0 0 0 0 0 0 45 65
調査区４ 1 0 1 2 5 16 3 0 2 0 0 0 0 0 68 98
調査区５ 1 1 0 0 7 10 7 0 2 0 0 0 0 2 62 92
調査区３ 6 3 29 40 120 281 128 18 2 1 23 6 10 6 1286 1959

合計 9 4 32 45 140 313 139 18 6 1 23 730 6 11 8 1464 2219
占有率 1.23% 0.55% 4.38% 6.16% 19.18% 42.88% 19.04% 2.47% 0.82% 0.14% 3.15% 100%

遺構 302 5 1 28 36 103 249 107 14 0 1 20 6 9 3 1094 1676
　　３層 4 0 20 19 76 163 94 14 0 0 14 404 6 9 1 734 1154
占有率 0.99% 0.00% 4.95% 4.70% 18.81% 40.35% 23.27% 3.47% 0.00% 0.00% 3.47% 100%

表２　石器の石材（肉眼観察による分類）

サヌカイト 頁岩 砂岩 結晶
片岩 合計

調査区１ 5
調査区２ 5 59 1
調査区４ 3 91 4
調査区５ 7 76 9
調査区３ 78 1693 165 23

合計 93 1924 179 23 2219
占有率 4.19% 86.71% 8.07% 1.04% 100%

遺構 302 68 1450 138 20
　　３層 62 963 115 14 1154
占有率 5.37% 83.45% 9.97% 1.21% 100%
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371 ͸ઌ୺෦͕ඛܗΛఄ͢Δͱ͑ߟΒΕɺಛҟͳܗଶͷੴ᭲Ͱ͋Δɻ
磨製石包丁ʢ374 ʙ 37�・5�5ʣɹ૯਺Ͱ̐఺ग़౔͍ͯ͠Δɻ͢΂ͯทؠ੡Ͱɺ௚ઢਕ൒݄ܗͷ

ଶΛ͍ͯ͠Δ͕ɺग़౔૚Ґ͔Βܗ 374 ͷΈ͕࣮֬ʹ໻ੜ࣌୅લظͱ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͕ɺଞͷ΋
ͷʹ͍ͭͯ͸࣌ݶ͕ظఆͰ͖ͳ͍ɻ374・375・5�5 ͸ፏฏͳԁ᛽Λݚຏͯ͠੒͢ܗΔ͕ɺ37� ͸
ബׂͬͨ͘ണยΛݚຏͯ͠੒͢ܗΔɻ5�5 ͸ඥ͕ͭ̍޸ͰɺରʹͳΔҐஔʹઠ్޸தͷΩζ͕࢒
Γɺ؏௨ͨ͠޸΋̎ܘᶱఔ౓ͰඥΛ௨ͤΔେ͖͞Ͱ͸ͳ͍͜ͱ͔Βɺະ੒඼ͷՄೳੑ͕͋Δɻ·
ͨɺਕ෦͸ҰจࣈͰ͸ͳ͘ɺ4ࣈঢ়ʹ࿷͢ۂΔɻ374 ͸දཪͷ྆ଆʹᏏଧ͕ࠟ͋Γɺਕ෦͕ࣃڒ
ঢ়Λఄ͍ͯ͠ΔɻਕᆝΕͨ͠΋ͷΛ࠶ར༻͍ͯ͠ΔՄೳੑ΋͑ߟΒΕΔɻ͜ͷ΄͔ث࡟・ਕثʹ
෼ྨ͍ͯ͠Δͳ͔ͷԣ௕ͰፏฏͳҰ܈ʢ47� ʙ 475ʣ΍൒෼ʹંଛ͍ͯ͠Δͱ͑ߟΒΕΔ 484 ʙ
48� ͳͲ͕ଧ੡ͷੴแஸͰ͋ΔՄೳੑ͕͋Δɻ

磨製石斧ʢ357・358・377 ʙ 3�7・585ʣɹຏ੡ੴිɺຏ੡ੴිͷະ੒඼・ഁଛ඼ͱ൑அͨ͠΋
ͷ΋ؚΊௐࠪ۠̎Ͱ̎఺ɺௐࠪ۠̏Ͱ �� ఺ɺௐࠪ۠̐Ͱ̍఺ग़౔͓ͯ͠Γɺ͢ ΂ͯทؠ੡Ͱ͋Δɻ
๮ঢ়Ͱਕ෦ͷ෯͕͍ڱᮓঢ়ੴිͱਕ෦ͷ෯͕͍޿ፏฏੴි͕͋Γɺ͢ ΂ͯՃ޻༻ੴිʹ෼ྨͰ͖ɺ
༻్ʹΑΓ͋Δఔ౓ͷ͍࢖෼͚͕ߦΘΕ͍ͯͨͱߟ
͑ΒΕΔɻܗଶతʹ͸ೄจ࣌୅ʹ͋ΔੴිͷܥේͰ
͋ΓɺҴ࡞ͱͱ΋ʹே઱൒ౡ͔Β΋ͨΒ͞ΕΔେ཮
ൎਕੴි・பঢ়ยਕੴි・ፏฏยܕͷଠثຏ੡ੴܥ
ਕੴි͸ग़౔͍ͯ͠ͳ͍ɻͳ͓ɺെි࠾༻ͷ໦੡ฑ
ʢ��5 ʙ ��8ʣ͸ग़౔͓ͯ͠Γɺ૷ண͔޸Β ��5 ͸΍
΍ፏฏͰ͋Δ΋ͷͷɺ���・��8 ͸ଠܕൎਕੴිͷฑ
Ͱ͋Δͱ૝ఆͰ͖ɺݩདྷ͋ͬͨ͜ͱ͸࣮֬Ͱ͋Δɻ
ͨͩɺെි࠾ʹؔͯ͠͸ɺڧ౓తʹทؠͰͳ͘ɺ΋ͬ
ͱ͘ߗ೪Γͷ͋ΔੴࡐͰ͋ͬͨͱਪଌͰ͖Δɻ

図 27　出土遺物・石器１（調査区１・２・３-２）
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写真 14　頁岩の自然礫
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図 28　出土遺物・石器（調査区３-１・３-３）
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ɹຏ੡ੴිͷݪੴ͸ւ඿෦Ͱ࠾औͰ͖Δԁ
᛽ʢࣸਅ 14ʣͰɺ౰ॳ͔ΒੴිͷαΠζʹ
ΒΕΔɻਕ෦͑ߟੴΛબ୒ͨ͠ͱݪ͏߹ݟ
͕ް͍ 377・381 ͳͲͷΑ͏ʹݪੴͷย୺Λ
΋ͷ͕͋ΔҰํͰɺͨ͠ܗຏ͢ΔͷΈͰ੒ݚ
ਕ෦͕ബ͍ 37�・38�・3�� ͳͲͰ͸ย୺Λ
௚઀ଧ๏Ͱׂ͖ܽਕ෦ͷΈݚຏ͢Δ͔ɺ38�
ͷΑ͏ʹ྆ۃଧ๏Ͱॎʹ൒ࡋͯ͠ࡋஅ໘Λݚຏ͍ͯ͠Δɻ
ɹᮓঢ়ੴිͱͯ͠͸ɺ377 ʙ 38�・3�5・3�� ͕͋Γɺ38� ͸ະ੒඼ͷՄೳੑ͕͋Δɻ381・385 ͸
྆໘͔Β͗ݚग़ͨ྆͠ਕʹ͍ۙਕ෦Ͱ͋Δ͕ɺଞ͸ยਕΛجຊͱ͍ͯ͠Δɻ378 ʙ 38� ͳͲ͸ଆ
໘Λݚຏͯ͠໘औΓ͍ͯ͠Δɻഁଛঢ়گ͸ 381 ͕ԣํ޲ʹંଛ͢ΔҎ֎͸ɺઌ୺͔ΒͷিܸʹΑ
Γണ཭͢ΔΑ͏ʹׂΕ͓ͯΓɺ࢖༻ํ๏ͷҧ͍͕͋ͬͨՄೳੑ͕͋ΔɻখܕͷยਕͰ͋Δ͜ͱ͔
Β΋جຊతʹ͸ᮓͱͯ͠ͷػೳ͕͑ߟΒΕɺसܗ༰ثͳͲʹ࢒Δࠟ࡟ͳͲ͔Β΋༰ثͷ಺ଆΛႡ
Γൈ͘ͳͲͷۀ࡞ʹ༻͍ͨͱ૝ఆͰ͖Δɻͦͷͳ͔ʹ͋ͬͯ΍΍େৼΓͷ 377 ͸ ��4 ͷΑ͏ͳි
ฑʹ૷ண͞Εͯखිঢ়ʹ࢖༻͞ΕͨՄೳੑ΋͑ߟΒΕΔɻ
ɹፏฏੴිͱͯ͠͸ 3�� ʙ 3�4・3�8・3�� ͕͋Γɺ3�� ͸ະ੒඼ͱ͑ߟΒΕΔɻ3�� ͸ଆ໘・ج
෦ଆΛݚຏͯ͠໘औΓ͓ͯ͠Γɺܗଶతʹ͸໻ੜ࣌୅ͷፏฏยਕੴිʹ͍ۙɻجຊతʹยਕͰɺ
ഁଛঢ়گ΋ઌ୺͔ΒͷিܸʹΑΓണ཭͢ΔΑ͏ʹׂΕ͍ͯΔ΋ͷ͕ଟ͘ɺᮓঢ়͋Δ͍͸खිঢ়ʹ
��ΒΕΔɻͨͩɺ3�1・3͑ߟͱ͍ͨͯ͠༺࢖ ͸جຊతʹ͸ยਕͰ͋Δ͕ԣํ͔޲ΒিܸʹΑΓ
ંଛ͠ɺ͔͠΋ਕ෦͕ยݮΓ͍ͯ͠Δঢ়͔گΒɺਕ෦Λॎํ޲ʹͯ͠ฑʹ૷ண͠ɺ໦੡඼੡࣌࡞
ͷ෦ࡐͷখׂʹ࢖༻ͨ͠Մೳੑ͕͑ߟΒΕɺ͔ͳΓ࢖༻͞Εͨࡏݱͷිͷ࢖༻ࠟʢࣸਅ 15ʣ͔
Β΋Ӑ͏͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

打製石斧ʢ3�� ʙ 3��・3�8・3�7・4�� ʙ 4�8・58�ʣɹᎢঢ়ͷܗଶΛͨ͠ੴثͰɺ1�ᶲҎԼͷ΋
ͷ͔Β࠷େͰ �7ᶲͷ΋ͷ·Ͱେ͖͞͸༷ʑͰɺ༻్΋Ұ༷Ͱͳ͍ͱ͑ߟΒΕΔɻੴࡐ͸͢΂ͯ
ทؠͰ͋ΔɻҨߏ 3�� ΋ͯͬݶʹ 3� ఺ͷग़౔͕͋Γɺଞͷ΋ͷʹ͍ͭͯ΋ଟ͕͘໻ੜ࣌୅લظ
ɺޙׂͨͬʹଧ๏ͳͲͰԁ᛽Λద౓ͷް͞ۃΔɻ͕྆͋޲܏୺ʹଟ͍ۃΒΕɺ͑ߟଐ͢Δͱؼʹ
௚઀ଧ๏Ͱ੒͓ͯ͠ܗΓɺଆลʹ֊ஈঢ়ണ཭͕ݦஶʹ࢒Δ΋ͷ͕ଟ͍ɻࣗવ໘Λ͢࢒΋ͷ΋ଟ
͍͕ɺجຊతʹ྆໘Ճ޻Λ͍ͯ͠ࢪΔɻਕ෦͸ 4�1・415・41� ͷΑ͏ʹ֎࿷͢Δ΋ͷ΍ɺ41�・
411・417 ͷΑ͏ʹԣҰจࣈͷ΋ͷɺ4��・4�7 ͷΑ͏ʹࣼʹͳͬͨ΋ͷ͕͋Δɻ415 ʙ 417 ͷΑ
͏ͳେܕ඼͸ຊདྷݴΘΕΔΑ͏ʹ౔ງ۩ʢ܃ʣͱͯ͠࢖༻͞Εͨͱ͑ߟΒΕΔɻ415 ͸શମతʹ
ຏ໓ʢ࢖༻ʣ͕ࠟݦஶͰ͋Δ͕ɺฑͷ૷ணࠟ͸໌֬Ͱͳ͍ɻ41�・417 ͸ະ࢖༻඼Ͱɺ͜ͷ͏ͪ
417 ͸ബ͍࡞ΓͰ͋Γɺ࣮ࡍ౔ງʹ଱͑Δڧ౓͕͋Δ͔ٙ໰΋࢒ΔɻҰ෦ຏ੡ͷ 4�� ΛؚΊ 4�1
ʙ 4�4 ͳͲͷখܕ඼ʹ͸ɺਕ෦ͱ͢ΔํʹিܸʹΑΔ͚͕ܽੜ͡ɺج෦ଆʹຏ໓ʢ࢖༻ʣ͕ࠟೝ
ΊΒΕ͜ͱ͔Β΋ɺຊདྷͱ͸࢖ʹ޲ํٯ༻ͯ͠໦ΛׂΔᑹͱͯ͠ར༻ͨ͠ͱ૝ఆ͢Δ͜ͱ΋Ͱ
͖Δɻഁଛঢ়گ͸ɺຏ੡ੴිಉ༷ʹઌ୺෦͔ΒͷিܸʹΑΓத΄ͲͰണ཭͢Δ 41�・413・418・
4�1・4�� ͳͲ΍ɺฏ໘ํ͔޲ΒͷিܸʹΑΓதԝ෇ۙͰંଛ͢Δ 414・41�・4�5・4�� ͳͲ͕͋Γɺ
ಉ͡αΠζͰ΋࢖༻ํ๏ʹҧ͍͕͋ͬͨՄೳੑ͕͋Δɻ

楔形（両極）石器ʢ3�3 ʙ 3�5・4�� ʙ 4��・587・58�ʣɹ୆͋ܗΔ͍͸௕ํܗΛఄ͢Δੴࡐͷ

写真 15　刃部が片減りする石斧（391）と現在の縦斧
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図 29　出土遺物・石器３（調査区３-１・３-３）
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図 30　出土遺物・石器４（調査区３-１・３-３）
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図 31　出土遺物・石器５（調査区３-１・３-３）
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૬ର͢Δลʹ྆ۃଧܸʹΑΔ֊ஈঢ়ണ཭΍௵ΕࠟΛ͢࢒ੴثͰɺੴࡐ͸͢΂ͯทؠͰ͋ΔɻҨ੻
શମͰ 14� ఺ɺҨߏ 3�� Ͱ 1�3 ఺ͱੴثʹ઎ΊΔׂ߹͕͘ߴɺҨ੻಺Ͱͷੴث・໦੡඼੡࡞Λ෺
΋ͷɺҰลͳ͍͢͠࢒੒͞ΕΔ΋ͷ͕ଟ͘ɺଞʹ̐ลʹണ཭ࠟΛܗʹͷ௕ลܗΔɻണ཭͕௕ํޠ
ೋลʹࡋஅ໘Λ΋ͭ΋ͷ͕͋Δɻେ͖͞͸̑ʙ̕ᶲͰɺൺֱతಉ͡αΠζ͕ଗ͍ͬͯΔɻੴࡐΛ
ثͳͲͷੴث࡟ͳΔҰํͰɺͦͷ΋ͷ͕ᑹ΍ʹࡐૉثᕓ΍ੴ࢒ଧ๏Ͱׂ͍ͬͯ͘աఔͰग़ͨۃ྆
ͱͯ͠࢖༻͞Εɺ༻్΋Ұ༷Ͱͳ͔ͬͨͱ͑ߟΒΕΔɻ·ͨɺଧ੡ੴිͷഁย΋ɺᑹܗੴثʹ෼
ྨͨ͠ͳ͔ʹؚ·Ε͍ͯΔՄೳੑ΋͋Δɻେܕͷ 4�� ͸அ໘͕๰਴ܗΛఄ͠ɺ૬ର͢Δ̎ลʹ௵
Ε͕ࠟೝΊΒΕΔɻଞล͸ࡋஅ໘ͱͳ͓ͬͯΓɺੴ֩ͷՄೳੑ΋͋Δɻ

削器・刃器ʢ35�・3��・3�7・4�7 ʙ 45�・588 ʙ 5��・5�7・5�8ʣɹӶརʹͳͬͨลΛਕ෦ͱ͠
ͯར༻ͨ͠ੴثͰɺ྆ۃଧ๏Ͱ෼ׂ͢ΔաఔͰग़ΔണยΛར༻ͨ͠΋ͷʹ͍ͭͯ͸ɺᑹܗੴثͱ
ͷ෼ผ͸೉͍͠ɻੴࡐ͸গྔͷαψΧΠτ͕ೝΊΒΕΔɻҨ੻શମͰ͸ 3�� ఺Λӽ͠ɺશੴثʹ
઎ΊΔׂ߹͕ۃ୺ʹ͘ߴᑹܗੴثͱͱ΋ʹ໦੡඼ͷ੡܎ʹ࡞ΔੴثͱҐஔ෇͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ
௕ํܗ・୆ܗঢ়Λఄ͢Δఆܗͳ΋ͷͱɺෆ੔ܗͳେܕͷ΋ͷͱ͕͋Γɺ໦੡඼ද໘ͷௐ੔ͳͲ༷ʑ
ͳ༻్͕͑ߟΒΕΔɻ௕ํܗͰ࢛पʹௐ੔ࠟΛͷ͜͢΋ͷ͸Ұఆྔ͋Γɺಉ͡αΠζͷ΋ͷ͕ଟ
͍͜ͱ͔Β΋ɺܗঢ়Λҙࣝͯ͠੡͞࡞Εͨ͜ͱ͕Ӑ͑ɺᑹܗੴثͷҰ෦Λੴثૉͨ͠ࡐ৔߹ɺͦ
Ε͔ΒಘΒΕΔੴثͷՄೳੑ͕͋Δɻ511 ʙ 513 ͳͲ͸͘ࡉஸೡʹ੒͕ܗͳ͞Εɺখ౛ͱͯ͠ͷ
ར༻͕͑ߟΒΕΔɻ514 ʙ 53� ͸͕ܗ੔Θͣɺ514 ʙ 5�1 ͸ԁ᛽ΛׂͬͯͰ͖ͨണยΛͦͷ··
ར༻ࣗ͠વ໘Λଟ͘͠࢒ɺଞͷ΋ͷʹ͍ͭͯ΋ෆ੔ܗͷണยΛͦͷ··ར༻͍ͯ͠Δɻ

石匙ʢ537 ʙ 53�ʣɹද̏Ͱ͸ث࡟・ਕثʹΧ΢ϯτ͍ͯ͠Δ͕ɺ௕࣠ํ޲ͷยଆʹখ͞ͳఠΈ
Λ࡞Γग़ͨ͠΋ͷͰɺਕ෦͸௕ลʹܗ੒͞Ε͓ͯΓɺ͍ΘΏΔॎܕੴ࡬Ͱ͋Δɻ̏఺ͷΈ֬ೝ͠
͓ͯΓɺੴࡐ͸ͱ΋ʹทؠͰɺ538 ͸ࣗવ໘͕࢒Δɻ53� ͸ҟܗͰ͋Δ͕ఠΈ͕෇͞Ε͍ͯΔ͜
ͱ͔Βੴ࡬ʹ෼ྨͨ͠ɻ

石核ʢ54� ʙ 543・545ʣɹ͢΂ͯทؠΛࡐݪͱ͍ͯ͠Δɻ54� ʙ 543 ͸௚઀ଧ๏Ͱɺෆఆܕͳണ

図 32　出土遺物・石器６（調査区３-１・３-３）
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図 33　出土遺物・石器７（調査区３-１・３-３）
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図 34　出土遺物・石器８（調査区３-１・３-３）
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図 35　出土遺物・石器９（調査区３-１・３-３）
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ยΛണ཭͍ͯ͠Δ͕ɺಘΒΕΔണยૉࡐ͸খ͘͞ɺͲͷΑ͏ͳੴثΛ໨తͱ͍͔ͯͨ͠ෆ໌Ͱ͋
Δɻ545 ͸྆ۃଧ๏Ͱॎʹ෼ׂ͠ɺߋʹখ͘͞ണ཭Λ͓͜ͳ͍ͬͯΔɻ

敲石類ʢ54�・548 ʙ 57�ʣɹ᛽ͷฏ໘͓Αͼଆ໘ʹᏏଧʹΑΔԜΈ΍͋͹ͨঢ়ͷ௵ΕࠟΛཹΊ
Δ΋ͷͰ͋Δɻେ͖͞͸༷ʑͰɺܗଶ͸΄ͱΜͲ͕ପԁܗͰፏฏΛఄ͢Δɻੴࡐ͸গྔͷทؠ੡
͕͋ΔҎ֎͸ɺ͢΂ͯ࠭ؠͰ͋ΔɻҨ੻શମͰ͸ 13� ఺ɺҨߏ 3�� ͚ͩͰ΋ 1�� ఺Ҏ্ͷग़౔͕
͋Γɺಥग़ͯ͠ଟ͍ᑹܗੴث΍ث࡟・ਕثΛআ͚͹ׂ͍ߴ߹Λ઎ΊΔɻ54� ͸ɺԁܗΛఄ͠ทؠ
੡Ͱ͋Δɻ௵Ε͕ࠟݦஶʹೝΊΒΕɺੴث੡࡞ͷϋϯϚʔͱͯ͠ར༻͞ΕͨՄೳੑ͕͋Δɻ·ͨɺ
େܕͷ 57� ʹ͸ᏏଧࠟҎ֎ʹຏ໘͕ೝΊΒΕΔɻ
ɹฏ໘෦͸ɺதԝ෦ʹͷΈᏏଧ͕ूதͯ͠ԁܗʹԜΉ΋ͷɺதԝ෇ۙʹ͍ڧᏏଧͰɺਂ͍ઢঢ়ͷ
ଧ྾ࠟΛͷ͜͢΋ͷɺ໘ͷൣ͍޿ғʹ؇΍͔ͳᏏଧΛ͍͔ࣔ͢ࡉ఺ঢ়ͷࠟ੻Λ͢࢒΋ͷ͕͋Δɻ
Ҩߏ 3�� ͔Β͸ݎՌྨͷ֪͕ूதͯ͠ग़౔ͨ͠Օॴ͕͋Δ͜ͱͳͲ͔Β΋ɺதԝ෦ͷΈԁ͘ԜΉ
΋ͷʹ͍ͭͯ͸ɺௐཧ۩ͱͯ͠ݎՌྨͷׂ֪Λ͢Δͷʹ༻͍ΒΕͨͱ͑ߟΒΕΔɻ·ͨɺᑹܗੴ
Λ͓͜ͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͕໌Β͔ͳ͜ͱ͔Β΋ɺઢঢ়ͷଧ྾͕ࠟ͋Δ΋ͷ࡞੡ثଟ͘ग़౔͠ੴ͕ث
ʹ͍ͭͯ͸ɺ྆ۃଧ๏ʹΑΔੴث੡࡞ϋϯϚʔͱͯ͠ͷར༻͕͑ߟΒΕΔɻ͜ΕҎ֎ʹ΋໦ࡐΛ
ׂΔࡍͷᑹͷϋϯϚʔͱͯ͠ͷར༻΋૝ఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

石錘ʢ547ʣɹ̍఺ͷΈग़౔͍ͯ͠Δɻ༗ߔੴ਴ʹ෼ྨͰ͖ɺ࠭ؠͷԁ᛽ͷ୹࣠ʹઙ͍ߔΛ΋ͭ
΋ͷͰɺߔ͸શप͍ͯ͠ͳ͍ɻग़౔૚Ґ͔Β໻ੜ࣌୅લؼʹظଐ͢Δͱ͑ߟΒΕɺړ໢༻ͷ਴ͱ
ධՁ͢Ε͹ɺੜۀͷҰ୺ΛӐ͏ࢿྉͰ͋Δɻ

図 36　出土遺物・石器 10（調査区４・５）
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台石ʢ571 ʙ 578ʣɹᏏଧࠟ΍ຏ໘Λ΋ͭੴثͰɺยखͰ͸্࣋ͪ͛ΒΕͳ͍େܕ඼Ͱ͋ΔɻҨ
੻શମͰ 18 ఺͋Γɺͦͷ͏ͪ 14 ఺͕Ҩߏ 3�� ͔Βग़౔͍ͯ͠Δɻ͢΂ͯ࠭ؠ੡Ͱɺፏฏͳ൘ঢ়
ͷੴ͕ଟ͍ɻதԝ෦͕େ͖͘ԜΉ 57� ͳͲ͸ௐཧ۩ͱͯ͠ɺଞͷ΋ͷʹ͍ͭͯ΋ੴث੡޻࡞۩ͱ
ͯ͠ɺᏏੴͱηοτͱͯ͠༻͍ΒΕͨͱ͑ߟΒΕΔɻ·ͨɺ577 ͳͲͷΑ͏ʹํபঢ়Ͱຏ໘Λ΋
ͭ୆ੴʹؔͯ͠͸ɺຏ੡ੴිͷݚຏʹ΋༻͍ΒΕͨͱ૝ఆͰ͖Δɻ

砥石ʢ5�1・5��・���ʣɹຏ໘Λ΋ͭ୆ੴΛআ֎ͯ͠ɺҨ੻શମͰ̒఺Ͱɺ࣮֬ʹ໻ੜ࣌୅લظ
ͱ͢Δࢿྉ͸ͳ͍ɻਤࣔͨ͠΋ͷ͸ܗঢ়͔Β΋మ࢖ʹث༻͞Εͨͱ͑ߟΒΕΔɻ
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601：調査区 3-3
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図 37　出土遺物・金属製品
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４．木製品

　木製品は、遺構 302 の第３層から製品・未成品・原材が多量に出土した。共伴する土器等から、
弥生時代前期中段階の流路内の一括資料として評価できる。このほか、弥生時代中期から古代ま
での流路堆積を含む遺構 313 と、中世の水田耕作層とみられる５区第４層からも木製品が出土し
ている。
　木製品・木片・自然木サンプルは仮に付けた登録番号で 876 点分出土している。保存処理を行っ
た木製品・原材は 184 点（w001 ～ w184）あり、木製品や原材とみられる破片等を加えて 196
点の遺物（604 ～ 799）を実測した。その他製品破片や木片等を一括した袋を多量に持ちかえっ
て洗浄・精査し（w201 ～ w661）、有用と判断した資料について専門家の協力を得て樹種同定と
木取り方向の確認を行った（WKY184 ～ 499）。また、遺構 302 内に倒れていた自然木の輪切り
サンプルを作成し、樹種と径を記録した（WKY505 ～ 708）。
　これらの木製品の分類は『木器集成図録　近畿原始編』奈良国立文化財研究所編に基本的に準
じるが、類例のないものについては仮の名称を付した。特徴的な製品が多いため加工痕・木目を
出来る限り表現し、期間の許す範囲内で残存状態の良好な面を展開・図化した。
Ａ）遺構 302 第３層出土木製品（図 39 ～ 64、図版 29 〜 39）
　遺構 302 の第３層出土木製品・原材は、弥生時代前期中段階の一括資料であり、172 点図化した。
木製品は遺構 302 東側の落ち際に多く、土器と同様の出土傾向を示している（図 38）。自然木は
同様の傾向を示し流れに平行したものと、岸から流路内に直交して倒れたとみられる根付きのも
のが確認されている。
　３層出土木製品は、工具・農具・狩猟具・食事具・容器・建築部材・木材等に区分できる。
その内訳は、工具６点（斧膝柄・斧直柄・楔状木製品）、農具 53 点（平鍬・広鍬・泥除・刈払具・
竪杵）、狩猟具９点（弓・矢）、食事具７点（匙・竪杓子）、容器 46 点（舟形・鉢・浅鉢状・皿状）、
建築部材 22 点（梯子・柱材・垂木ほか）、その他６点（琴状木製品・俎状木製品ほか）、木材 23
点（丸太材・半裁材・割材・板材）である。
　工具は膝柄横斧の柄（斧膝柄）・直柄縦斧の柄（斧直柄）・楔状木製品がある。
　604 は斧膝柄。サカキの分枝部を用い、全長 40.2㎝。斧台は装着部を欠失するが、前面の段差
部分が若干残存する。斧台装着部付近の横幅は 3.2㎝で、加工用の斧の柄と考えられる。
　605 ～ 608 は斧直柄。モチノキ・カシのみかん割り削り出し材を用いており、頭部はやや歪ん
だ形状を呈している。装着孔の規模・形状から、伐採斧の柄と考えられる。完形品はなく、個々
に残存状態の良好な面を図化した。605・606 は装着孔のくびれ部の握り側が前後に三角形状に
突出する。607 は装着孔のくびれ部の握り側が後ろだけ三角形状に突出しており、その端部に刻
みをいれる。装着孔から頭部先端に向かって、材の形状に左右されたような変形した多角形状に
広がる。２片が別個体の可能性もあるが、並んで出土している。608 は頭部の破片である。
　609 は楔状木製品。長さ 35㎝、直径８㎝の丸太材を半裁し、表面側を斜めに削り落す。使用痕
は認められない。
　農具は平鍬・広鍬・泥除のほか、刈払具・竪杵などが確認できる。
　平鍬はイスノキの板目材を用いて製作しており、標準的な形のものは弥生時代中期以降に各地
でみられる曲柄平鍬と形状が類似する点が注目される。
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図 38　遺構 302 木製品出土位置
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図 39　遺構 302 出土木製品１（斧柄・楔状木製品）
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図 40　遺構 302 出土木製品２（平鍬１）
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柄は広く、軸頭は小さい。617・618 は刃部が短く、摩耗が著しい。618 は柄を欠失する。
　619 ～ 624 は刃部が細長く、狭鍬としての特徴が強い。身はやや厚みがあり、先端はやや薄く
尖る傾向をもつ。軸部は装着面をもつが、軸頭はもたない。619 は全長 36.1㎝、軸部長 14.0㎝、幅 4.4
㎝、刃部長 22.1㎝、刃部幅 7.8㎝、厚さ 1.2 ～ 2.5㎝。624 は全長 60.5㎝、軸部長 23.2㎝、幅 4.0㎝、
刃部長 37.3㎝、刃部幅 6.1㎝、厚さ 2.0 ～ 2.3㎝。
　625 は細長い柄をもった羽子板形を呈する。軸頭は確認できない。樹皮が残存しており、未成
品とも考えられる。
　626 ～ 628 は刃部と軸部が共に曲り、軸頭付近が斜めに切り落とされている。一見不良品に見
えるが、丁寧に加工されており、３点の形状が共通する。軸に柄を装着して使用するのは難しく、
手で直接持って小型のスコップとして使用する方が適している。曲柄平鍬ではなく、鋤の可能性
を考えておく必要があるだろう。626 は軸頭付近が斜めに切り落とされている。627・628 は軸頭
付近が曲り、軸部装着面が平坦になっていない。
　629・630 は製品製作時の残材と推定される。629 は樹皮で、強度がない。630 は刃部の中央が
皿状に窪む破片で、非常に薄く、強度がない。
　631 ～ 634 は全長 50 ～ 56㎝の大型品。軸部は幅広く、軸頭は判然としない。刃部はやや細長
い傾向がみられる。633 は全長 55.9㎝、軸部長 15.9㎝、幅 6.0㎝、刃部長 50.0㎝、幅 13.0㎝、厚さ
２～４㎝。634 は肩部を削り出した段階の未成品であり不整形である。軸の装着面側は平坦に作
られている。
　635 ～ 637 は粗割り段階の未成品と推定している。軸部と刃部に分かれておらず、一方が幅広
い板材状を呈する。635 は両面を調整するほか、軸頭状になった部分が削り出されている。身が
細長いタイプの未成品と認識しているが、既に製品である可能性もある。636 は身が細長いタイ
プの小型品の材、637 は大型品の材と考えられる。
　638 ～ 640 は平鍬の原材。長さ 51 ～ 60㎝、幅 10㎝前後、厚さ２～５㎝の板目取りの辺材で、
木裏（後面）には分枝部や節が残り、木表は粗割り状態である。直径 20㎝前後のイスノキから
切り出しており、中型品の原材に相当する。
　広鍬は柾目材の製品と、板目材の製品・未成品・原材がある。柄を差し込む孔と舟形突起の破
片も含め直柄平鍬の身と考えられるが、先述の平鍬（曲柄平鍬の身）と区別するため広鍬と呼称
する。
　641 ～ 644 はイチイガシの柾目材を用いた広鍬破片である。木目は放射状組織に直行する方向
で図化した。身は厚さ６～８㎜と非常に薄い。641 は柄孔の脇に泥除装着用の穿孔を有する。長
さ 34.5㎝、復元幅 19.5㎝。642 は柄孔付近でくびれ、泥除装着用の穿孔と小突起を有する。643
は泥除け装着用の穿孔と小突起を有する。644 は舟形突起片。
　645 ～ 647 はイチイガシの板目材を用いた広鍬とその未成品。身は厚さ約２㎝とやや厚い。
645 は柄孔の周りにやや丸みのある舟形突起をもち、柄孔の横とやや上方側面近くに泥除装着用
の穿孔を有する。646 は柄孔をあける前の未成品。長さ 40㎝、幅 21㎝、厚さ２㎝で、両面を細
かく面取り調整している。647 は長さ 60㎝、幅 29㎝、最大厚約 10㎝の粗割り段階の原材で、舟
形突起を作るために削り残した部分の上面に樹皮が残存する。
　648 はアカガシの板目材で、広鍬の材である可能性が高い。長さ 42㎝、幅 25㎝、最大厚 10.5㎝で、
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図 41　遺構 302 出土木製品３（平鍬２）
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図 42　遺構 302 出土木製品４（平鍬３）
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図 43　遺構 302 出土木製品５（平鍬４）
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図 44　遺構 302 出土木製品６（広鍬）
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図 45　遺構 302 出土木製品７（泥除）
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ɹ�55 ͸Ұํ͕େ͖͘ɺएۂׯΔ๮ঢ়ࡐɻܗঢ়͔Βמ෷۩ͷࡐݪͷՄೳੑ΋͑ߟΒΕΔ͕ɺϢζ
Ϧϋଐͷਊؙ࣋ଠࡐͰ͋Δ఺͕ �53・�54 ͱ͸ҟͳ͍ͬͯΔɻ
ɹ�5� ͸Ϋϫͷ๮ঢ়ࡐɻҰ୺ʹ͸ፘΓ͕͋Γɺଞํͷ୺෦͸ؙΈΛ΋͍ͬͯΔɻ௕͞ 81ᶲɺஅ໘
1�� ʙ 1�4ᶲͷପԁܗΛ͓ͯ͠Γɺ೶۩ͷฑͷՄೳੑΛ͍ͯ͑ߟΔɻ
ɹ୦٩͸ɺπόΩଐͷਊؙ࣋ͪ໦Λ༻͍ͯ࡞ΒΕ͍ͯΔɻ
ɹ�57・�58͸୦٩ɻ࢒ଘ཰͸5�ˋҎԼͰ͋Δɻ�57͸અଳ͕͋Γɺൺֱత໘औΓͷ੻͕͍ͯͬ࢒Δɻ

図 46　遺構 302 出土木製品８（刈払具ほか）
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٩ͷઌ୺ʹ͍ۙ෦෼Ͱͷ௚ܘ͸ 4�5ᶲɻ�58 ͸અଳ
͕ͳ͍΋ͷͱਪఆ͞Εɺ࢒ଘ௕ �1ᶲɺ٩෦࠷େܘ
͸ݱঢ়Ͱ ���ᶲʷ 7�5ᶲͷପԁܗͱͳΔɻ
ɹ๰৫۩͸ɺ෍ૹ۩ʢ͋Δ͍͸ܦૹ۩ʣ͕͋Δɻ
ɹ�5� ͸෍ૹ۩ɻ࢒ଘ௕໿ 4�ᶲɺ෯໿̒ᶲɺް͞
໿ 1�3ᶲͷαΧΩ੡ຝ໨ࡐͰɺଆ໘ͷҰ୺͕ܗ֯ࡾ
ͷಥঢ়Λͳ͢ɻ࢒ଘ͢ΔҰ୺ʹ͸ઢ͕͋ࠁΓɺઢ
Γྲྀਫ໲ঢ়ͷ΋ͷΛҙ͍ࣝͯͨ͠Մೳۂͷ୺͕ࠁ
ੑ΋͋Δɻઢࠁͷ͋Δ໘͔Βͳ͍໘΁খ͞ͳஈࠩ

͕͍͍ͭͯΔɻ੡඼ͷҰ୺͸๮ঢ়ͷಥ͕͋ىΔ͕ંଛ͓ͯ͠Γɺଞํͷ୺෦͸શମ͕ࣦ͍ܽͯ͠
Δɻ·ͨɺຊମͷย໘ʹ͸௚ઢతͳই͕ଟ਺͞࢒Ε͍ͯΔɻ
ɹङྌ۩ʢ͋Δ͍͸෢ثʣ͸ɺ͕͋ٷΔɻΠψΨϠͷਊؙ࣋ͪ໦ͳ͍͠࡟Γग़͠ࡐΛ༻͍͍ͯΔɻ
ϚΩଐͷٷঢ়ͷ๮΋ग़౔͍ͯ͠Δ͕ɺՃ͕ࠟ޻ͳ͘ɺࣗવ໦ͷՄೳੑ΋͍ߴɻ
ɹ��� ʙ ��7 ͸ٷɻ��� ʙ ��5 ͸ิڧͷͨΊ਑༿थथൽͷඥΛ͖ר෇͚ɺࠇ৭ͷ࣫Ͱݻண͢Δɻ
��� ͸ܗ׬඼Ͱɺ௕͞ 1�5ᶲɻ௚ܘ͸ ���ᶲͰ͋ΔɻҰ୺͸΍΍ઑΓؾຯʹ࡞ΓྠݭΛ͔͚΍͘͢
͠ɺผͷҰ୺͸ತܗঢ়ͷٷኤ෦෼Λ࡞Γग़͢ɻݱঢ়Ͱ֎൓͢Δ໘ͷதԝʹ๮ඉͱΈΒΕΔ௜ઢ͕
͋Δ͕ɺݭΛுͬͨঢ়ଶͰ͸๮ඉͷ͋Δ໘͕಺࿷໘ʹͳΔ࿷ٷͰ͋ͬͨՄೳੑ΋͑ߟΒΕΔɻܗ
ঢ়͸্Լର৅Ͱ͸ͳ͘ɺ্௕Լ୹ͱͳ͍ͬͯΔ΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻ��1・��� ͸ٷͷҰ෦Ͱɺ୺
෦͕ઑΔܗঢ়Λఄ͠ɺஅ໘͸ପԁܗͰɺ๮ඉ͸֬ೝͰ͖ͳ͍ɻ��3 ͸ٷͷதԝ෇ۙͷഁยɻ��4・
��5 ͸ٷͷҰ෦Ͱɺ୺෦͸੾ΓࠐΈΛઃ͚ɺ๮ඉͱΈΒΕΔ௜ઢ͕֬ೝͰ͖Δɻ���・��7 ͸੡࡞
్্඼ͳؙ͍͠໦ٷɻ୺෦͸੾ΓࠐΈΛઃ͚Δɻ��� ͸थൽ͕ൣ޿ғʹ࢒ଘ͍ͯ͠Δɻ
ɹ৯ࣄ۩͸ɺԣउ࡬・ࢠͱ୦ฑउͷฑͱΈΒΕΔ੡඼͕͋Δɻ
ɹ�71 ʙ �74 ͸ԣउ͋ࢠΔ͍͸࡬ɻΫεϊΩͷׂࡐͳ͍͠ਊ࣋ͪࡐΛԣ໦औΓ͍ͯ͠Δɻ�71 ͸
େ͖ͳପԁܗͷ਎෦ͷޱԑ͔ΒҰஈ௿͍ҐஔʹɺਫฏʹฑΛऔΓ෇͚Δԣउࢠɻද໘͸໘औΓޙɺ
΄΅ฏ্͛࢓ʹ׈ΒΕ͍ͯΔɻ௕͞ ��ᶲɺ෯ 1�ᶲɺਂ͞ 7�5ᶲͰ͋Δɻ�7� ͸ԣउࢠͳ͍͠सܗ
༰ثͷະ੒඼Ͱ͋Δ͕ɺҰ୺͕ฑͷΑ͏ʹ৳ͼΔܗঢ়Λ͍ͯ͠ΔɻૈׂΓޙɺ಺ႡΓΛͤͣʹਫ
ʹਁ͍ͯͨ͠΋ͷͱΈΒΕɺ෗৯͕ਐΜͰ͍Δɻ�73 ͸εϓʔϯঢ়ͷ࡬ɻ࡬෦ͱฑ෦͕ਫฏʹଓ

図 47　遺構 302 出土木製品９（杵）
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図 48　遺構 302 出土木製品 10（布送具）
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図 49　遺構 302 出土木製品 11（弓）
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͖ɺද໘͸໘औΓ͕͞࢒Ε͍ͯΔɻ
�74 ͸Ϩϯήঢ়ͷ࡬ͷະ੒඼ɻ಺Ⴁ
Γ͕ߦΘΕΔલஈ֊ͷ΋ͷͱ͑ߟΒ
ΕΔɻ
ɹ��8 ʙ �7� ͸୦ฑउͷฑͱਪఆ͞
ΕΔ੡඼ഁยɻϚΩଐͷ൘໨ࡐͳ͍
͠ਊແ࡟Γग़͠ࡐΛ༻͍Δɻ��8 ͸
ฑͷ௕͕͞ �5ᶲͰɺஅ໘ܗ͸͔ͳ
Γബ͍ପԁܗΛఄ͢Δɻฑ಄͸྆୺
্͕ํʹ৳ͼΔܗͰɺࠨӈࣼΊ্͔
ΒઢࠁΛ͢ࢪɻਤԽ໘͸എ໘ͱਪఆ
͞ΕΔ໘Ͱɺथൽ͕࢒ଘ͍ͯ͠Δɻ
ฑउ෦͸෇͚ࠜͰׂΕ͍ͯΔɻ���
͸ ��8 ͱಉλΠϓͷฑͱΈΒΕɺฑ಄ͷ྆୺෦ͱฑउ෦ׂ͕Ε͍ͯΔɻฑ͸ ��8 ΑΓްΈͷ͋Δ
ପԁܗͰɺ྆໘ͷதԝͱԼ෦ʹࠁΈ໨ঢ়ͷઢ͕֬ࠁೝͰ͖Δɻ�7� ͸ฑͷഁยɻ��8・��� ͱܗঢ়
ΒΕΔɻ͑ߟͰ͋Γɺ୦ฑउͷฑͷՄೳੑ͕ࡐΔϚΩଐͷ൘໨͢ࣅྨ͕
ɹ༰ث͸सܗɺുܗɺઙുܗɺܗࡼͷ༰ثͱ͑ߟΒΕΔ੡඼・ະ੒඼͕͋Δɻ͢΂ͯΫεϊΩ੡
Ͱ͋Δɻ
ɹ༰ث͸ɺसߴ・ܗു・ܗ୆෇͖ുܗͷ΄͔ɺઙുܗࡼ・ܗͷ੡඼・ະ੒඼・͕͋ࡐݪΔɻ
ɹ�75 ʙ 7�1 ͸सܗ༰ثɻ௚ܘ 1� ʙ 1�ᶲͷΫεϊΩͷਊ࣋ͪ͋ࡐΔ͍͸ਊΛ֎ͨ͠൒ࡐࡋΛԣ
໦औΓͨ͠ࡐΛ༻͍͍ͯΔɻࡐݪ͸΍΍᧞ؙͨ͠ۂଠࡐͰɺथൽ͕࢒ଘ͢Δɻࡐݪͷ্໘Λฏୱ
ʹ͠ɺଆ໘Λ੒͓͓ͯ͠ܗΑͦͷܗঢ়Λͭ͘Γɺͦͷޙɺ্໘ΛႡΓൈ͖ɺޙ࠷ʹബ͘ฏ࢓ʹ׈
্͛ͯ੡඼Λ࡞Δɻ੡඼͸໦औΓํࠨʹ޲ӈ͞ΕͨପԁܗͰ͋Δ͕ɺΘ͔ͣͳ͕ΒҰ୺͕ઑΓɺ

図 50　遺構 302 出土木製品 12（竪杓子）
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図 51　遺構 302 出土木製品 13（横杓子・匙）
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図 52　遺構 302 出土木製品 14（舟形容器１）
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図 53　遺構 302 出土木製品 15（舟形容器２）
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΋͏Ұ୺ؙ͕ΈΛଳͼͨसܗΛఄ͍ͯ͠Δɻसܗͷࡇ᛾۩͋Δ͍͸ɺӷମΛٟ͍஫͙͋Δ͍͸ҿ
ΉͨΊͷػೳతͳܗঢ়ͱ΋͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻਤ͸্໘ͱԣஅ໘ͷ΄͔ɺ࢒ଘঢ়ଶͷྑ޷ͳଆ
໘・ॎஅ໘ΛਤԽͨͨ͠Ίɺसܗͷઌ୺෦͸Ұఆํ޲ʹ͸͍͚ͯ޲ͳ͍ɻ
ɹ�75ʙ�85͸੡඼ͰɺՃ͕ࠟ޻ए࢒ׯΔ͕ɺബखͰฏ࡞ʹ׈ΒΕ͍ͯΔɻ�75ʙ�77͸খܕͷ੡඼ɻ
�75 ͸௕͞ 1��4ᶲɺ෯ 5��ᶲɺ͞ߴ 3�5ᶲɻ�77 ͸ബखͰɺฏ্͛࢓ʹ׈ΒΕ͍ͯΔɻ�78 ʙ �84 ͸
ඪ४తͳ੡඼Ͱɺ௕͞ ��ᶲɺ෯ 1�ᶲɺ̑͞ߴᶲɺް̍͞ᶲલޙͷେ͖͞Ͱ͋ΔɻՃ͕ࠟ޻एׯ
ΒΕ͍ͯΔɻ�84࡞ʹ׈Δ͕ɺബखͰฏ࢒ ͸ஸೡʹ্͛࢓ΒΕͨ੡඼Ͱ͋Δ͕ɺׂΕͨഁยΛथ
ൽ੡ͷඥͰ݁ΜͰิम͓ͯ͠Γ஫໨͞ΕΔɻ�85 ͸େܕͷ੡඼ɻ௕͞ 3�ᶲΛӽ͑ɺ֎໘ʹ͸थൽ
ଘ͢Δɻ࢒͕
ɹ�8� ʙ ��� ͸सܗ༰ثͷະ੒඼ɻ�8� ʙ �8� ͸಺໘͕ႡΓൈ͔Ε͍ͯΔ͕ɺްखͰՃݦ͕ࠟ޻
ஶʹ࢒Δɻ�87 ͸࡬ͷՄೳੑ΋͑ߟΒΕΔɻ�8� ͸େܕ඼Ͱ͋Δɻ��� ʙ ��� ͸্໘ͷႡΓൈ͖
͕গͳ͍ɻ��3 ʙ ��� ͸্໘͕ฏୱͰႡΓൈ͔Ε͍ͯͳ͍ɻ��3・��4 ͸தܕ඼ɺ��5・��� ͸େ
඼Ͱ͋Δɻܕ
ɹ��7 ʙ 7�1 ͸सܗ༰ثͷࡐݪɻ��7・��8・7�� ͸தܕ඼ͷࡐݪɺ���・7�1 ͸େܕ඼ͷࡐݪͱߟ
͑ΒΕΔɻथൽͳ͍͠थൽͷണ཭͕ࠟ࢒Γɺएؙͨ͠ۂ۶ׯଠࡐͰ͋Δɻ
ɹ7�� ͸ുͱࡐݪɻ൒ܗٿͳ͍͠ɺसܗΛఄ͢Δ༰ثͷഁยͰ͋Δɻޱԑ෦ͱఈ෦ʹ௜ઢΛ΋ͪɺ
ബखͰਫ਼ྑʹ্͛࢓ΒΕΔɻ7�3 ͸ുঢ়ͷ੡඼Λ࡞Δ͜ͱ͕ՄೳͳࡐݪͰ͋Δɻ
ɹ7�4 ʙ 7�� ͸ߴ୆෇͖ുͱͦͷࡐݪɻ7�4 ͸ޱԑ෦ยɺ7�5 ͸ߴ୆ͷ෇͍ͨఈ෦ยͰ͋Δɻಉ
ҰݸମͷՄೳੑ΋͑ߟΒΕɺܘޱ 5�ᶲߴɺ ୆ܘ 15ᶲͷ੡඼ͱ෮͞ݪΕΔɻ7�� ͸ᚅঢ়෦ͷഁยͰɺ

図 54　遺構 302 出土木製品 16（鉢形容器）
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ఈ෦ʹ૬౰͢Δ෦෼͕ް͘ɺߴ୆෇͖ുͷࡐݪͷՄೳੑ͕͑ߟΒΕΔɻ
ɹ7�7 ʙ 71� ͸༗޸ઙുͱਪఆ͞ΕΔ੡඼ɻ௕͕࣠ ��ᶲ୆ͱ΍΍খͿΓͰɺପԁܗͷઙുঢ়Λఄ
͢Δɻ಺֎໘ͷՃࠟ޻͸ݦஶͰɺް͞͸̍ᶲఔ౓Ͱ͋Δɻ7�7 ͸௕࣠ �8ᶲɺ୹࣠ �3ᶲɺ͞ߴ ���
ᶲͷࡋ಄ପԁਲ਼ܗΛ͓ͯ͠Γɺൃ۷ௐࠪ࣌ʹ͸ఈ෦ʹ͕ͭ̎޸։͍͍ͯͨͱ͍͏ɻ7�8・7�� ͸
ఈ෦͕ഁଛ͓ͯ͠Γɺ޸Λ༗͍͔ͯͨ͠ෆ໌Ͱ͋Δɻ7�7・7�� ͸ఈ෦ͷҰ෦͕୸Խ͠ɺ7�8 ͸΍
΍ࠇ৭ຯΛଳͼ͍ͯΔɻ71� ͸ 7�7 ʙ 7�� ͷࡐݪɻ௕࣠ 38ᶲɺ୯࣠ 31ᶲɺ͞ߴ 1�ᶲɻ্໘͸൘

図 55　遺構 302 出土木製品 17（浅鉢形容器）
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目材の辺材を樹木から剥ぎ取ったかのような形状をしており、内窪みの断面Ｕ字形を呈する。
　711 ～ 720 は大皿（皿形容器）。711 はやや小型で浅く、薄手で平滑に仕上げている。長軸方
向が 35㎝である。712 ～ 718 は標準的な製品で、長軸方向が 35 ～ 50㎝。712 は長軸 47㎝、短軸
43㎝、高さ 7.4㎝、厚さ１㎝前後。別に出土した２片が接合している。713 は口縁部がやや厚いが、
平滑に仕上げられている。714 は長軸方向の両端に加工痕が残り、中央部に節が多数みられる。
715 は腐食・摩耗が進む。716 ～ 718 は破片資料。719・720 は皿状容器の原材と考えられ、クス
ノキから厚さ３㎝程度の楕円形の板目材を取っている。
　建築部材等の部材は、梯子・柱のほか、各種棒状の部材がある。残存部の特徴から構造部材・
有頭棒、棒としているが、仮の名称である。
　721 は梯子。長さ 177㎝、幅 11㎝で、片面に３段のステップを設けている。下から 40㎝、46㎝、
40㎝、52㎝となり、段差が大きい。下端背面の設置面には黒色処理が施され、上端背面には突
起が付く。722 は直径 14㎝の柱材とみられ、端部は黒色処理が施される。723 は有頭棒。724 ～
739 はマキ属の棒状材で、垂木等の建築部材が大半を占めると推定される。725 は断面径がやや
楕円形を呈し、728 は長さが 146㎝であり、農具の柄の可能性も考えられる。730 は上端に受け
部を作り、下端は杭状に尖る。731・734・736 には樹皮が残存している。735 は有頭棒。740 は
両端が細くなる棒状製品。長さ 230㎝。741 は中央部が緩く彎曲する棒状製品。残存長 198㎝。
　その他は、用途不明の製品が多数あり、木錘状・琴状・俎状などの特徴的な製品も含まれている。
　742 はイスノキ製の有頭棒。平鍬の柄よりも細く、平坦面がない。743 ～ 745 は木錘状の木製品。
743・744 はマキ属製、745 はクスノキ製。木錘の可能性があるほか、棒状製品のひとつとも考
えられる。746はクワ属の割材の棒状木製品。断面は隅丸三角形に近く、端部の面がやや拡張する。
長さは不明であるが、同一個体の両端と推定される。付近からは 659 等が出土している。747 は
サカキ製の棒状木製品。一端は割れた有頭棒状をしており、もう一端は樹皮を巻きつけ漆を塗っ
ている。７点の破片となり、長さは 41㎝以上。径 1.3㎝で真っすぐな棒状を呈しており、矢の可
能性も考えられる。750 は琴状の木製品。長さ 40㎝、幅 13㎝、厚さ 1.5㎝のスギの板目材を使用し、
狭端面に１か所、広端面に２か所の突起を有する。表面は粗く、孔はなく、琴の未成品の可能
性が考えられる。751 は俎状の木製品。長さ 43㎝、幅 19㎝、厚さ 1.4㎝のクスノキ製の板目材を
使用し、若干の褶曲や凹凸がある。両端部中央に孔を有し、一部が炭化する。表面に製品製作
と無関係と思われる多数の擦痕がある。752 はヒノキ製の棒状製品。６㎝×３㎝の長方形の棒状
部から一転が柄のように伸びている。割れと腐食により本来の長さは不明であるが、建築部材
の可能性が考えられる。
　木材は、丸太材・半裁材・割材・板材・有孔板材と区分できる。各種製品の原材については、
ここでは扱わない。
　753 ～ 756 はマキ属の丸太材で表面には樹皮が残されている。長さは 24 ～ 44㎝、直径は６～
10㎝である。一端は全体が面取りされているが、他端は中央が繋がった状態で折り取った割れ口
を残している。757 はアカガシ亜属のみかん割削り出し材。取上げ時には表面に樹皮が付着して
いた。758 ～ 762 は半裁材。758 はマキ属の半裁材で、753 ～ 756 の丸太材から 609 の楔状木製
品を製作する途中の段階の原材とも考えられる。759 はヒサカキの半裁材。長さ 65㎝、直径 13㎝。
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図 56　遺構 302 出土木製品 18（皿形容器１）
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図 57　遺構 302 出土木製品 19（皿形容器２）
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図 58　遺構 302 出土木製品 20（建築部材１）
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図 59　遺構 302 出土木製品 21（建築部材２）
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図 60　遺構 302 出土木製品 22（建築部材３）
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7�� ͸αΧΩͷ൒͋ࡐࡋΔ͍͸ׂࡐɻ௕͞ 8�ᶲɺ௚ܘ 1�ᶲɻ7�1 ͸λΠϛϯλνόφͷ൒ࡐࡋɻ
௕͞ �8ᶲɺ௚ܘ 1�ᶲɻ7�� ͸ΞΧΨγѥଐͷ൒ࡐ࠿ɻ௕͞ 33ᶲɺ௚ܘ 1�ᶲɻ
ɹ7�3 ʙ 77� ͸൘ࡐɻ7�3 Ҏ֎͸εΪ੡Ͱɺ͜ͷ͏ͪ 7�7 ʙ 77� ͸༗޸൘ࡐͰ͋Δɻ
ɹ7�3 ͸ϜΫϩδͷຝ໨ࡐɻຝ໨Ͱશ໘͕୸Խ͍ͯ͠Δɻ௕͞ 43ᶲɺ෯ 11ᶲɺް͞ 1�8ᶲͰ͋Δɻ
7�4 ʙ 7�� ͸εΪͷ൘໨ࡐɻ֨ن͸༷ʑͰ͋Δ͕ɺ൘໨औΓͰڞ௨͍ͯ͠Δɻ7�4 ͸௕͞ ��ᶲɺ
෯ 18ᶲɺް͞ 3�7ᶲɻૅ൘ͷՄೳੑ͕͑ߟΒΕΔɻ7�5 ͸௕͞ 54ᶲɺ෯ 11ᶲɺް͞ ���ᶲɻҰ୺
ʹԁܗͷፘΕ͕͋Γɺ༗޸൘ࡐͰ͋ͬͨՄೳੑ΋͋Δɻ7�� ͸ɺ௕͞ 1�4ᶲɺ෯ 11ᶲɺް ͞ ���ᶲɻ

図 61　遺構 302 出土木製品 23（その他製品）
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図 62　遺構 302 出土木製品 24（丸太材・割材・半裁材）
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図 63　遺構 302 出土木製品 25（板材）
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ɹ7�7 ʙ 77� ͸༗޸൘ࡐɻຝ໨・௥͍ຝ໨・൘໨ͷ΋ͷ͕͋Δɻ
7�7 ͸ຝ໨औΓͷ൘ࡐͰॎํ޸̎ʹ޲Λ༗͢Δɻද໘Λ໘औ
Γ͠ɺް ΈΛҰఆʹ͍ͯ͠Δɻ77�͸௥͍ຝ໨Ͱ̍޸Λ༗͢Δɻ
൘ࡐͱׂࡐͷதؒతͳܗঢ়Λ͍ͯ͠Δɻ7�8・7��・771・77�
͸൘໨औΓͷ൘ࡐͰ͋Δɻຊདྷͷ௕͞͸ ��ᶲҎ্ͱΈΒΕɺ
Ұରͱͳ͍ͬͯΔ΋ͷ͕ଟ͍ɻᑹ޸ೝͰ͖ɺ͕̎֬޸̏・̎
ࠟ͸֬ೝͰ͖ͳ͍͕ɺׂΓͱͬͨΑ͏ͳૈ͍ঢ়ଶΛ͓ͯ͠Γɺ
൘ͷްΈ͸ҰఆͰ͸ͳ͍ɻ
ɹ773 ʙ 775 ͸ͦͷଞͷ໦ࡐɻ773 ͸ΫεϊΩͷ൘໨औΓͷล
Έɺ෗৯͠ۼͷதԝͷΈ͕ࡐෆ໌Ͱ͋Δɻ͔ࡐ࢒͔ࡐݪɻࡐ
͍ͯΔɻ774 ͸ΫεϊΩͷ൘໨औΓͷ൘ࡐɻ໘औΓΛͯ͠ฏ
ୱʹ͓ͯ͠Γɺ෯໿ ��ᶲɺް͞໿̑ᶲɻ775 ͸εμδΠͷᚅ
෇ۙͷׂࡐɻෆࣗવͳܗঢ়Λ͓Γɺ͜ΕΛࡐݪͱ͢Δ੡඼΋
֬ೝ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ
ɹ·ͨɺ࣮ଌର৅֎ͱͨ͠εΪ・ϚΩ・ΫεϊΩͷ੡඼・ࡐ
ͱਪఆ͞ΕΔഁยͷ΄͔ɺπϒϥδΠ・εμδΠ・ΞΧΨγ
౳ͷࣗવ໦͕ଟྔʹग़౔͍ͯ͠ΔɻݎՌྨͱͯ͠͸ɺΠνΠ
Ψγ・πϒϥδΠ・Φχάϧϛͷ΄͔ɺΫϦ΍τν͕֬ೝ͞
Ε͍ͯΔʢ઒࡚・ࠑদ ��11ʣ·ͨɺαϧϊίγΧέ͕̏఺ग़
౔͍ͯ͠Δɻ
Ｂ）遺構 302 第２層、第１層出土木製品ʢਤ �5ɺਤ൛ 3�ʣ
ɹҨߏ 3�� ͷୈ̎૚͸౔͔ثΒΈΔͱɺ໻ੜ࣌୅લظதஈ֊ͷҨ෺͕΄ͱΜͲͰ৽ஈ֊ͷҨ෺͕
Θ͔ͣʹࠞೖ͢Δ૚ɺୈ̍૚͸໻ੜ࣌୅લظ৽ஈ֊ͱதஈ֊ͷҨ෺ؚΉ૚Ͱ͋Δɻ
ɹ77�・777 ͸Ҩߏ 3�� ͷୈ̎૚͔Βग़౔ͨ͠ɻ
ɹ77� ͸ώϊΩͷ൘໨औΓͷ൘ࡐɻ௕͞ 155ᶲҎ্ɺ෯̔ᶲɺް̍͞ᶲɻୈ̏૚ͷεΪ൘ΑΓ΋

図 64　遺構 302 出土木製品 26（その他部材）
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図 65　遺構 302 出土木製品 27
（第２層出土遺物）
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図 66　遺構 313 出土木製品１
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図 67　遺構 313 出土木製品２
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Խ͞Εͨ੡඼ͱਪଌ͞ΕΔɻશ໘͕୸Խ͍ͯ͠Δɻ֨ن
ɹ777 ͸εΪͷପԁܗ൘ঢ়੡඼ɻ1�ᶲʷ̔ᶲʷ 1�8ᶲɻपғΛ໘औΓ͍ͯ͠Δɻ༻్͸ෆ໌Ͱɺ
શ໘୸Խ͍ͯ͠Δɻ
ɹ͜ͷ΄͔ɺϚΩଐ・ΫεϊΩͷ೩͑͞͠΋ग़౔͓ͯ͠Γɺୈ̎૚ग़౔໦੡඼ͷಛ௃ͱ͑ߟΒ
ΕΔɻसܗ༰ثย΋ग़౔͍ͯ͠Δ͕ɺຊདྷୈ̏૚ʹؼଐ͢Δ΋ͷͱ΋͑ߟΒΕΔɻୈ̍૚͔Β
͸εΪ൘ࡐɺΫϫ൒ࡐ࠿ͳͲ͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ
Ｃ）遺構 313 出土木製品ʢਤ ��・�7ɺਤ൛ 3�・4�ʣ
ɹҨߏ 313 ͸Ҩߏ 3�� ͷ্૚ʹ͋Δࣗવྲྀ࿏Ͱɺ໻ੜ࣌୅த͔ظΒݹ୅ʹ͔͚ͯͷҨ෺͕ग़౔͠
͍ͯΔɻ໻ੜ࣌୅͔Βݹ୅·Ͱͷଟ਺ͷ໦੡඼͕ࠞͯ͠ࡏग़౔͍ͯ͠Δɻ
ɹ778 ͸ΠεϊΩ੡ฏ܃Ͱɺ෗৯͕ஶ͍͠ɻҨߏ 313 ͕Ҩߏ 3�� ͷ̏૚Λ࡟ΓࠐΈɺҨ෺͕ࠞೖ
ͨ͠΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻ77�・78� ͸௚ฑ܃޿ɻΠνΠΨγͷຝ໨・௥ຝ໨ࡐΛ༻͍Δɻ77� ͸ฑ
Λࠩ͠ࠐΉಥ͕ىԼʹ৳ͼɺଆ໘͸େ͖͘ހΛඳ͍ͯፘΕΔɻ78� ͸ਕઌͷഁยͰ͋Δɻ781 ͸
ԣ໦औΓͰɺ௕͞ࡐɻΫεϊΩͷׂ࡬ 4�ᶲͷେܕ੡඼Λ࡞Γग़͍ͯ͠Δɻද໘͸ฏ׈Ͱɺ਎ͱ
ฑ͕Ұମతʹ࡞ΒΕ͍ͯΔɻ78� ͸ත୻Λ໛͔ͨ͠࡬ɺ࡬ͷະ੒඼ɻΫϫଐͷਊ࣋ͪ࡟Γग़͠ࡐ
Λ༻͍ɺฑͷઌ୺ʹܗٿ෦͕औΓ෇͖ɺ্໘ʹԁ޸Λ༗͢Δɻ783 ͸খܕӓͱ͑ߟΒΕΔഁยɻ
ΫεϊΩͷਊؙ࣋ͪ໦ࡐΛ༻͍͍ͯΔɻ784 ͸࢛ࢠ߹٭ͷ਎ɻΫϫଐͷԣ໦औΓࡐΛ༻͍ͨਫ਼੡
඼Ͱɺ௕͞ �4ᶲɺ෯ 15ᶲɺ͞ߴ 11ᶲɻฏ໘ପԁܗͷ྆୺ʹඥ޸ಥىΛ΋ͪɺޱԑ෦ͷ಺ଆΛߴ
͘͢Δɻ785 ͸ํܗ൫ɻεΪͷ൘໨ࡐΛ༻͍ɺ�8ᶲʷ 14ᶲʷ̐ᶲͷૈ੡඼Λ࡞Δɻఈ͸ฏୱͰɺ
௕ลͷޱԑ෦಺ଆΛ͘͢ߴΔɻ78� ͸ਂുܗ༰ثɻΫεϊΩͷԣ໦औΓͰɺޱԑ෦ܘ ��ᶲɺ͞ߴ
15ᶲɻ༰ثͷத͔Β޿༿थथൽͷ൘ঢ়͕ࡐग़౔͍ͯ͠Δ͕ɺผ͔ࡐෆ໌ɻ787 ͸εΪ੡ͷ൘ɻ௕
͞ �1ᶲɺ෯̓ᶲɻ788 ͸ݐங෦ࡐͷ಄෦ͱΈΒΕΔഁยɻϚΩଐͷਊؙ࣋ͪ໦Λ༻͍Δɻ಄෦ͷ
൒໘Λ࡟Γམ͢ɻ78� ͸εΪͷ൘໨ࡐɻ7�� ͸ΫεϊΩͷ൘໨ࡐɻਤͷࠨลʹፘΓͱᑹ͕ࠟΈΒ
ΕΔɻ൘ࡐΛऔͬͨޙͷԑล෦ͷࡐ࢒ͱ΋͑ߟΒΕΔɻ7�1 ͸Ұ୺͕୸Խͨ͠๮ɻώϊΩ੡ͷ൘
໨ࡐͰ͋Δɻ7��͸໦ඉɻ313ͷݞ෦ʹຒ·ͬͨঢ়ଶͰग़౔ͨ͠ɻΫεϊΩͷ൘໨ࡐΛ༻͍͓ͯΓɺ
௕͞ 17�ᶲɺ෯ �8ᶲɺ͞ߴ 1�ᶲɻ಺໘͸ྲྀਫʹΑΓ૫ͤɺ෗৯ͨ͠Α͏ͳঢ়ଶΛఄ͢Δɻ7�3 ͸
ϚΩଐͷ๮ঢ়ࡐɻ௕͞ 1�8ᶲɺ௚̐ܘᶲͷਊؙ࣋ͪ໦Ͱ͋Δɻ7�4 ͸ϚΩଐͷؙଠࡐɻ௕͞ ��ᶲɺ
௚ܘ 1�ᶲͷਊؙ࣋ͪ໦ɻ7�5 ͸ΠψΨϠͷ๮ঢ়ࡐɻ௕͞ 81ᶲɺ௚̕ܘʙ 1�ᶲɻஅ໘ପԁܗͷ޿
͍໘ͷ྆୺ʹۙ͘ʹɺፘΓΛೖΕΔɻ޻۩ࠟ͸໌ྎ
Ͱ͋Δɻ7�� ͸ϠϚϏϫͷࡋஅ్த඼ɻ௕͞ ���ᶲɺ
௚ܘ 1� ʙ 1�ᶲͰɺ͔̏ॴʹ࢒ʹྎ໌͕ࠟ۩޻Δɻ
ɹ̖̎૚͔Β 77�・781・78�・7��ɺ̗̎૚͔Β
787ɺ̗̏૚͔Β 785・78�・7�3ɺ্૚͔Β 145ɺத
૚͔Β 78�ɺԼ૚͔Β 783ɺఈ͔Β 7�5 ͕ग़౔ͯ͠
͍Δɻ
Ｄ）調査区５第４層出土木製品ʢਤ �8ɺਤ൛ 4�ʣ
ɹௐࠪ۠̑ͷୈ̐૚͔Β7�7ʙ7��͕ग़౔͍ͯ͠Δɻ
ɹ7�7 ͸ݐங෦ࡐͱ΋͑ߟΒΕΔ༗಄๮ͰɺΞϫϒ
Ωͷਊؙ࣋ͪ໦ࡐΛ༻͍Δɻ௚̐ܘᶲͰɺՃࠟ޻͸
໌ྎɻ7�8 ͸εΪͷ൘໨ࡐΛ༻͍ͨฑɻ7�� ͸ώϊ
Ω੡ͷԁ൫ɻ͛ۂ෺ͷఈ൘ͱ͑ߟΒΕΔɻ

図 68　調査区５－１第４層出土木製品
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第Ⅴ章　まとめ

ɹௐࠪͰ͸ɺਫా۠ը・ྻߌ・ࣗવྲྀ࿏ͳͲͷҨݕ͕ߏग़͞ΕɺҨ෺Ͱ͸໻ੜ࣌୅લ͔ظΒதੈ
ʹ͔͚ͯͷ֤ظͷ౔ྨثͳͲ͕ग़౔͠ɺௐࠪ۠෇ۙͰ௕ظʹΘͨͬͯूམ͕Ӧ·Ε͍ͯͨ͜ͱ͕
໌Β͔ʹͳͬͨɻूམͷॅډҬ͸ɺ୦݀ݐ෺ͳͲ͕ݕग़͞Ε͍ͯͳ͍͜ͱ͔Β໌Β͔Ͱͳ͍͕ɺ
ௐࠪ۠̍・̎෇͔ۙΒௐࠪ۠̐・̑ͱௐࠪ۠̏ͷؒͷொಓʹԊ͏෇͕ۙपลͰ͸࠷΋͘ߴɺҨ෺
΋ͦͷपลʹूத͍ͯ͠Δ͜ͱΛࠜڌʹ͢Ε͹ɺொಓʹԊ͏ௐࠪ۠෇ۙͰɺ୦݀ॅډͳͲ͸͢Ͱ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ·ͨɺௐࠪ۠̐・̑෇ۙͰ͸ɺ໻ੜ࣌୅Ҏ߱࿈໖ͱਫా͕͑ߟฏ͞Εͨͱ࡟ʹ
Ӧ·Ε͍ͯͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻ
ɹௐࠪ۠̐− �ͷԼ໘Ͱݕग़ͨ͠ਫా۠ը͸ɺ໻ੜ࣌୅࣌୅ظޙ຤͔Βݹ෿࣌୅ॳ಄ࠒͷ΋ͷͰ
͋Δɻ౰֘ظͷ࿨ՎݝࢁͰͷਫాݕग़ྫ͸গͳ͘ɺͦͷҰ୺ΛӐ͏ࢿྉͱͳΔͱͱ΋ʹɺ࠷ೆ୺
ͷਫాҨߏͷҐஔ͚ͮ΋Ͱ͖Δɻதੈͷਫా͸ɺํܗͰ੔વͱ۠ը͞Ε͍ͯͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻݱ
ͷਫా͸ɺত࿨ࡏ 3� ೥୅ʹ۠ը͞Εͨ΋ͷͰ΋ͷͰ͋Δ͕ɺதੈͷஈ֊ͰɺͦΕͱ࣠ํ޲Λ΄
΅ಉ͘͢͡Δਫా͕੔વͱฒΜͰ͍ͨ͜ͱʹͳΔɻ
ɹௐࠪʹ͓͍ͯ࠷΋େ͖ͳ੒Ռ͸ɺ໻ੜ࣌୅લظͷࣗવྲྀ࿏Ͱ͋ΔҨߏ 3�� ͷ̏૚͔Β໦ࡐͳͲ
ͱͱ΋ʹ౔ث・໦੡඼・ੴثͳͲ͕ଟྔʹग़౔ͨ͜͠ͱͰ͋Δɻ౔ث͸ݝԼݹ࠷ஈ֊ͷ໻ੜ౔ث
ͱೄจ౔ثͷܥේʹ͋Δಥଳจ౔ثͰ͋Γɺ໦੡඼͸ɺ༰ث΍೶۩・޻۩ͳͲଟछଟ༷Ͱɺ੡඼
΍੡࡞աఔͷ΋ͷ͕͋Γɺྲྀ࿏ͷ๣Ͱ໦੡඼Λ੡͍ͨͯ͜͠࡞ͱ͕໌Β͔ʹͳͬͨɻੴثʹ͸໦
੡඼ΛՃ͢޻Δຏ੡ੴි΍ث࡟ͳͲ΋͋Γɺ͜ΕΒͷ੡࡞Λ͍ͨͯͬ͜ߦͱ΋൑໌ͨ͠
ɹ͜͜Ͱ͸ɺ౔ث・ੴث・໦੡඼・ूམʹΘ͚ͯपลҨ੻ͷ੒ՌΛ౿·͑࡯ߟΛՃ͍͑ͨɻ
１．土器

弥生土器の時期ɹҨߏ 3�� ͷ̏૚͸ɺ্෦Λ஍่ࢁյʹ൐͏ͱ͑ߟΒΕΔ̎૚ʹ෴ΘΕΔ͜ͱ
͔Βɺྲྀ࿏ग़౔ͷҨ෺ͱͯ͠͸Ұׅੑ͕͍ߴɻ
ɹ໻ੜ౔ثͰ͸ 4�・4�・5� ͸ޱԑ෦͕ൃୡ͠ɺ4� ʹؔͯ͠͸෯޿ͷ࡟ग़ಥଳ্ʹଟ৚ͷ௜ઢΛ
ըจ༷͕ଳঢ়จ༷Խ͢ΔͳͲɺ΍΍৽͍༷͠૬Λఄ͢Δɻ·ͨɺ��・�7۠͠ࢪ ʹ͍ͭͯ΋৽͠
͍ಛ௃Λ΋ͭ΋ͷͷɺଞͷࢿྉʹ͍ͭͯ͸ޱԑ෦͕୹͘ɺ·ͨޱ・ᰍ・ମͷ͕ڥൺֱత໌ྎͰ۠
ըจ༷Λ΋ͭͳͲલظதஈ֊ͷಛ௃Λ༗͍ͯ͠
Δͱ͑ݴΔɻ
ɹݝԼͰݹ࠷ஈ֊ͷ໻ੜ౔ث͸ాݎҨ੻΍ಙଂ
஍۠Ҩ੻ͳͲͰग़౔͍ͯ͠ΔɻాݎҨ੻͸໻ੜ
࣌୅લظʹ૎Δ੨ಔثͷர͕ܕग़౔ͨ͠ू߼؀
མͱͯ͠ஶ໊Ͱ͋Δ͕ɺ੒ཱ౰ॳͷूམ͸߼؀
Λ΋ͨͣɺদ٠ཬࣜॅډͳͲͰߏ੒͞ΕΔɻݹ
खͷ౔ث͸͜ͷ࣌ظͷॅډ΍౔޵ɺ͋Δ͍͸؀
Ҩ੻ాݎ΁ͷࠞೖҨ෺ͱͯ͠ग़౔͍ͯ͠Δɻ߼
ͷ౔ثΛฤ೥ͨ͠ͷ͕ਤ �� Ͱ͋Δ͕ɺ̍ాݎ
ᰍ・ମ・ޱԑ෦͕୹͘ɺޱ͸ᆵͷظͱͨ࣌͠ظ
ͷྎ໌͕ڥͰஈ͋Δ͍͸ᶗछ࡟ग़ಥଳ͋Δ͍͸ 図 69　堅田遺跡の土器編年
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ᶘछ࡟ग़ಥଳʢಥଳ্ʹগ৚ͷ௜ઢΛҾ͘ʣ・௜ઢͳͲͰ۠ը͢Δɻᙈ͸ᰍ෦ʹஈΛ༗͢Δ΋ͷ
΍ແจͷ΋ͷ͕͋Γɺ௜ઢ͸̎৚·ͰͰɺ௜ઢؒࢗಥ΋͜ͷ࣌ظʹଘ͢ࡏΔɻظ̍ాݎ͸ओͨΔ
ஈ֊ͷऴΘݹྉ΋͋Δ͜ͱ͔ΒࢿҰׅ޵ग़ಥଳ͕൐Θͳ͍౔࡟ʹதஈ֊લ൒ͰɺͦΕظલ͕ظ࣌
ΓࠒΛؚΊ͍ͯΔɻظ̎ాݎͷᆵ͸ɺظ̍ాݎಉ༷ʹޱ・ᰍ・ମ෦ͷڥΛ௜ઢ΍ᶘछ࡟ग़ಥଳͰ
۠ը͢Δ͕ɺஈʹΑΔ۠ը͕ͳ͘ͳΔɻޱԑ෦͸̍ظʹൺ΂΍΍௕͘ͳΔɻ௜ઢͰͷ۠ը͸͓͓
ΉͶ ・̎̏ ৚Ͱɺ࡟ग़ಥଳ্ͷ௜ઢ΋͓͓ΉͶ̏৚·ͰͰ͋Δɻᙈ͸̍ظͱେ͖ͳҧ͍͸ແ͍͕ɺ
ஈΛ࣋ͭλΠϓ͕ແ͘ͳΓɺ௜ઢͷ਺΋গ৚͕ଟ͍ɻظ̎ాݎ͸தஈ֊ޙ൒Ͱɺ̎ظ·Ͱ͸ᆵͷ
۠ըจ༷͕͋Γɺޱ・ᰍ・ମ෦ͷ͋ྎ໌͕ڥΔ͍͸ൺֱత໌ྎͳ࣌ظͱ͢Δɻ·ͨɻظ̏ాݎ
Ͱ͸ᆵͷ۠ըจ༷͕ଳঢ়จ༷Խ͠ɺޱԑ෦΋௕͘৳ͼΔΑ͏ʹͳΓɺᙈ΋ಉ༷ʹޱԑ෦͕ൃୡ͠ɺ
ᰍ෦ͷ௜ઢ΋ଟ৚Խ͢Δɻ
ɹࠓҰ౓ɺཱ໺Ҩ੻ͷ໻ੜ౔ثΛΈΔͱɺ35・4� ͳͲޱᰍ෦͕ڥஈͷᆵ͸͋Δ΋ͷͷɺ35 ͸ᰍ
ମ෦͕ڥ௜ઢͰ۠ը͞Ε͓ͯΓɺޱԑ෦΋΍΍௕͘ͳ͍ͬͯΔɻᰍମ෦ͷڥ͸ɺஈͰ۠ը͢Δ
53・57ɺ͋Δ͍͸໦༿จͳͲͷจ༷Λ͢ࢪᆵ͸༷͍ݹ૬Λ΋ͭҰํͰɺ4�・5� ͳͲͷଘ͔ࡏΒ
ཱ໺Ҩ੻ͷ໻ੜ౔ث͸ɺాݎҨ੻ͷݹ࠷ஈ֊ͷ΋ͷΑΓ͸΍΍ԼΓɺޙظ̍ాݎ൒͔Β̏ాݎ
෯͕͋ΓɺओͨΔ࣌ظͷ࣌ࠒதஈ֊ͷத΄Ͳ͔Β৽ஈ֊ͷॳΊظΕ͹લ͑׵͍ݴɺࠒͷॳΊظ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ͑ߟ൒Ͱ͋Δͱޙ֊தஈ͕ظ

土器の組成ɹલظ໻ੜ౔ثͷثछߏ੒͸ᆵ・ᙈ・ു・ߴഋͷ΄͔ᙈ֖・ᆵ֖ͳͲ͕͋Δɻཱ
໺Ҩ੻Ͱ͸ɺᆵҎ֎ͷثछ͕ͳ͘ɺࣽਬ͖ʹ͸ಥଳจ౔ث・ਂുΛ࢖༻͍ͯ͠ΔɻాݎҨ੻΍
ಙଂ஍۠Ҩ੻Ͱ΋ɺಥଳจ౔ث͸࢖༻͍ͯ͠Δ΋ͷͷɺ໻ੜ౔ثͷᙈ΍ു͸͓ͯͬ࢖Γɺ΄΅
ಉ࣌ظͰ͋Γͳ͕Βཱ໺Ҩ੻Ͱ͸໻ੜ౔ثᙈΛ࢖Θͳ͍ɺ໻ੜจԽΛड͚ೖΕΔʹ͋ͨͬͯ͸
ಥଳจ౔߆ʹثΓثछͷफ़ผΛ͓͜ͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻ
ɹද̍ʹ΋͋ΔΑ͏ʹɺཱ໺Ҩ੻ͷ໻ੜ౔ثͱಥଳจ౔ثͷൺ཰͸̍ɿ̕Ͱ͋Δɻ͋͘·Ͱ΋
ഁย఺਺Ͱ͋Γɺ࣮ࡍͷݸମ਺Λࣔ͢΋ͷͰͳ͍͕ɺஷଂΛ໨తͱ͢Δᆵͷ਺ΑΓɺࣽਬ͖ʹ

ాݎͷ਺͕ଟ͍ɻද̐͸ുਂ͏࢖
Ҩ੻ͷ͔߼؀Βग़౔ͨ͠౔ثͷू
Ͱɺ఺਺ͷ೺Ѳ͸͢΂ͯ઀߹Λܭ
ऴ͑ͨ࣌఺Ͱɺޱԑ෦ͷ̍�8 ଘ࢒
͢Δ΋ͷΛ̍఺ͱͯ͠਺͍͑ͯΔɻ

表４　堅田遺跡の土器組成

壺
甕

（深鉢） 鉢 高杯 甕蓋 壺蓋 合計
遠賀川

総　数 617 545 (260) 69 6 24 19 1280
占有率 48.2% 42.6% (47.7%) 5.4% 0.5% 1.9% 1.5% 100.0%

図 70　堅田Ⅰ期の土坑資料（左：堅田遺跡・右：徳蔵地区遺跡）
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ాݎҎલͷ࡟۷߼͸؀ظग़౔Ҩ෺ͷ࣌߼؀ ·ॳ಄ظΒத͔ࠒஈ֊຤ݹͰͰɺ·ظ̐ాݎΒ͔ظ1
Ͱͷ࣌ظ෯Λ΋ͭɻᙈͷதʹ͸ԕլ઒ࣜͷᙈҎ֎ʹಥଳจ౔ുਂث΍ాݎҨ੻Ͱଟ͘ݟΒΕΔل
ҏܕᙈ΍ࣈ̡ٯঢ়ޱԑᙈͳͲಥଳจ౔ثͷܥේʹ͋Δ౔ث΋ؚΜͰ͍Δ͕ɺᆵͱᙈͰ͸ɺᆵͷํ
͕ଟ͍݁Ռ͕ग़͍ͯΔɻཱ໺Ҩ੻ͷΑ͏ʹഁย఺਺Λ਺͑ͨ΋ͷͰͳ͍͜ͱ͔Β΋ಉ͡ςʔϒϧ
ͰൺֱͰ͖ͳ͍͕ɺूํܭ๏Ͱੜ͡ΔଟগͷࠩޡΛࠩ͠Ҿ͍ͯ΋ɺ྆Ҩ੻Ͱ͸૊੒ʹେ͖ͳҧ͍
͕ଘ͢ࡏΔ͜ͱʹͳΔɻͪͳΈʹాݎҨ੻ͷᙈͰ͸ɺ໻ੜ౔ثᙈΑΓಥଳจ౔ുਂث΍ಥଳจ౔
಺తͳ༷૬ـͳͲ͸ثɺ໦੡඼΍ੴ͍ߦΛ͍ͪૣ͘࢈ͷੜثේʹ͋Δᙈͷํ͕ଟ͘ɺ੨ಔܥͷث
ఄ͢ΔूམͰ͋ͬͯ΋ೄจ৭͕Ұ૟͞ΕΔ͜ͱ͸ͳ͍ɻ੉ށҨ੻Ͱ΋લظͷ໻ੜ౔ثᙈ͕ใ͞ࠂ
Ε͍ͯͳ͍͜ͱ͔Β΋ɺ࿨ՎݝࢁͰ͸ೆʹ͍͘΄Ͳ໻ੜ࣌୅લظʹಥଳจ౔ثΛ͘ߴ͕߹ׂ͏࢖ɺ
Θͳ͍஍ҬͰ͋ͬͨՄೳੑ͕͋Δɻ࢖ᙈΛث໻ੜ౔ʹظఆ͢Ε͹໻ੜ࣌୅લݶʹೆ஍Ҭل

突帯文土器ɹ੉ށλΠϓͷಥଳจ౔ث͸ɺాݎҨ੻͕ॴ͢ࡏΔ೔ߴ઒ྲྀҬ͔Β࿨Վݝࢁͷೆ୺
෦ʹ͔͚ͯ෼෍͢Δɻਤ 7� ʹ΋͋ΔΑ͏ʹాݎҨ੻Ͱ͸ɺظ̍ాݎʹൺఆͨ͠ॅډ・౔޵Ұׅ
൐ͬͯग़౔͍ͯ͠Δɻ·ͨɺʹثҎ߱ͷ໻ੜ౔ظ̎ాݎྉͰ͸ࢿ޵λΠϓ͸ͳ͘ɺ౔ށྉʹ͸੉ࢿ
ಙଂ஍۠Ҩ੻Ͱ΋ظ̍ాݎʹซ͢ߦΔͱ͑ߟΒΕΔ̗۠౔51・�5・44・̕޵ ͷࢿྉʹ੉ށλΠ
ϓ͸ݟग़ͤͣɺᶘ۠ 1� −ᶅ۠چՏ઒ୈ̔૚Ͱظ̍ాݎʹซ͢ߦΔগྔͷ໻ੜ౔ثͱɺᶙ۠ 13 −
ᶃ۠چՏ઒̍Ͱɺظ̎ాݎʹซ͢ߦΔ໻ੜ౔ثͱग़౔͍ͯ͠Δɻ੉ށҨ੻Ͱ͸ɺظ̍ాݎʹซߦ
͢Δ໻ੜ౔ثͱ੉ށλΠϓ͕ڞ൐͓ͯ͠Γɺ੉ށλΠϓ͕தஈ֊લ൒ஈ֊ʹଘ͢ࡏΔ͜ͱ͸࣮֬
Ͱ͋Δ͕ɺ࣌ࠩظͷ͋ΔҨ෺͕ࠞ͢ࡏΔچՏ઒ࢿྉ͸͓͖ͯ͞ాݎҨ੻΍ಙଂ஍۠Ҩ੻ͷ౔ࢿ޵
ྉΛੵۃతʹධՁ͢Ε͹ɺ੉ށλΠϓ͸લظதஈ֊લ൒ʹଟ͘ͳ͘ɺ੝͢ߦΔͷ͸લظதஈ֊ޙ
൒Ͱ͋Δ͜ͱ͕ಋ͖ग़͞ΕΔɻͱ͢Ε͹ɺཱ໺Ҩ੻ͷ໻ੜ౔ثͱಥଳจ౔ثͷڞ൐ؔ܎΋ૉ௚ʹ
ཧղ͢Δ͜ͱ͕ՄೳͰ͋Ζ͏ɻ
ɹ໻ੜ౔ثͱซ͢ߦΔ࣌ظͷಥଳจ౔ثͰɺޱԑ෦͕֎൓͠ಥଳ͕ਨԼ͢Δͷ͸௕ࣜݪͷଐੑͰ
͸ͳ͘ɺ೻ຏ΍Ѩ೾ͳͲ౦෦੉ށ಺ʹଟ͘ΈΒΕΔɻ·ͨɺใจʹ͓͍̖ͯྨ・̙ྨͱͨ͠ࢿྉ
΋ಉ͡஍Ҭʹଟ͘෼෍͍ͯ͠Δɻ੉ށλΠϓ͸ɺޱԑ෦͕֎൓͠ɺ̖ྨ・̙ྨ͕ଟ͍͜ͱͰ͸౦
෦੉ށ಺஍Ҭͷಛ௃Λ΋ͭ͜ͱʹͳΔɻ੉ށλΠϓͷେ͖ͳಛ௃͸̘ྨ͕Ұఆྔ͋Δ͜ͱͰɺ·
ͨɺ΄ͱΜͲ͕ޱԑ୺෦ʹ઀ͯ͠ಥଳΛ෇͢͜ͱɺઑఈ͕͋Δ͜ͱ΋ಛ௃ͱͯ͋͛͠Δ͜ͱ͕Ͱ
͖Δɻ੉ށλΠϓ͕ޱԑ෦ʹ઀ͯ͠ಥଳΛ෇͢ͷ͸ɺ೪౔઀߹ࠟΛੜ͔ͨ͠ޱԑ෦ஈΛ΋ͭॳ
ᙈͷҙঊͱཧղ͢Δثԑ୺෦ʹͷΈΩβϛΛ΋ͭͷ͸໻ੜ౔ޱԑ෦͕֎൓͠ޱ�ᆵɺثͷ໻ੜ౔ظ
ͱɺ੉ށλΠϓͷ੒ཱ͕لೆ஍ҬͰ໻ੜ౔ثͷ৘ใΛಘͯ
Ҏ߱Ͱ͋Δͱ૝૾͢Δ͜ͱ΋Ͱ͖Δɻ
ɹాݎҨ੻ͷᙈʢࣽਬ͖۩ʣ͸ଟछଟ༷Ͱɺ໻ੜ౔ثᙈɺ
੉ށλΠϓҎ֎ʹ΋໻ੜ౔ثᙈͱಥଳจ౔ثͷં஭΍ൖೖ
඼ͷᙈͳͲ 1� छ༨ΓΛݟग़͢͜ͱ͕Ͱ͖Δɻલظதஈ֊
͔Β৽ஈ֊ʹ͔͚ͯلҏܕᙈʢ૆ܗʣΛ͸͡Ίͱͯ͠ಥଳ
จ౔͕ثಥଳΛୀԽ͍ͤͯ͘͜͞ͱ΋Θ͔͓ͬͯΓɺαΠ
ζ΋খܕԽ͠Ұ৚ಥଳͰ໻ੜᙈͱಉఔ౓ͷେ͖͞ʹͳΔɻ
੉ށλΠϓ΋ಥଳ͕௿͘ɺ·্ͨԼΛφσΔ͜ͱͰޱԑ෦
͕ංް͢Δఔ౓ͷࢿྉΛాݎҨ੻Ͱ΋ݟग़͢͜ͱ͕Ͱ͖

図 71　片山遺跡突帯文土器
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Δɻਤ 71 ͷΑ͏ͳยࢁҨ੻ग़౔ࢿྉ͕৽ஈ֊ʹҐஔ͚ͮΒΕΔ੉ށλΠϓͰ͋Δͱ͑ߟΒΕɺ
ཱ໺Ҩ੻Ͱ΋ɺ̍૚͔Βग़౔͍ͯ͠Δ �5� ͳͲ͸৽͍͠ಛ௃Λ΋͍ͬͯΔͱ͕ࣄ͏ݴͰ͖Δɻͱ
͜ΖͰɺݝԼͰ͸લظͷஈ֊Ͱଟछଘࣽͨ͠ࡏਬ͖۩ʢᙈʣ͕தظલ༿ʹͳΔͱɺلҏܕᙈͷΈ
ʹͳΔݱ৅͕͓͜Γɺ໻ੜ౔ثᙈ΍ଞͷಥଳจ౔ثͷܥේʹ͋Δᙈ͸ແ͘ͳΔɻಉ࣌ʹلҏܕᙈ
λΠϓΛ͸͡Ίͱ͢Δଞͷಥށ஍ʹ·Ͱ֤஍ʹӡ͹ΕΔΑ͏ʹͳΔ͕ɺͦΕͱͱ΋ʹ੉֤ـ͕ۙ
ଳจ౔ث͸ফ໓ͨ͠ͱ͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

土器からみる弥生文化の伝播と交流ɹ໻ੜ࣌୅
લظͷҨ੻͸ɺҴ࡞ʹదͨ͠ԭੵฏ໺पลʹల։
͢ΔΑ͏ʹͳΔɻلϊ઒ྲྀҬͰ͸தྲྀҬͷڮຊࢢɺ
͞Βʹ͸ಸྑݝ·Ͱ૎ͬͯલظͷҨ੻͕ଘ͢ࡏΔ
͕ɺ࿨Վݝࢁͷத෦・ೆ෦Ͱ͸ւۙ͘؛ͷԭੵฏ
໺ʹूத͠ɺՏ઒ͷதྲྀҬ・্ྲྀҬʹ͸Ҩ੻͸ଘ
ͷҨ੻͸Տ઒ͷதྲྀظޙ・ͳ͍ɻೄจ࣌୅த͠ࡏ
Ҭʹൺֱతଟ͘ల։͢Δ͕ɺೄจ࣌୅൩ظ຤͔ࠒ
Β໻ੜ࣌୅ʹ͔͚ͯ͸Ұసͯ͠ւۙ͘؛ʹूத͢
ΔΑ͏ʹͳΔɻ·ͨɺ͜ͷ࣌ظʹ͓͓ΑͦҴ࡞ʹద͞ͳ͍൒ౡ෦΍ౡቦ෦ɺւ඿෦ʹ΋ଟ͘ͷҨ
੻͕Ӧ·ΕΔɻ൒ౡ෦΍ౡቦ෦ͷҨ੻ʹ͍ͭͯ͸ɺړ࿑Λੜۀʹ͢ΔूམҎ֎ʹ΋ަқʹؔΘΔ
ूམͱଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ࣮͜ࡍͷ࣌ظͷҨ੻ʹ͸ଟ͘ͷൖೖ඼͕ݟΒΕɺւΛհͯ͠ൃ׆ʹަ
ΘΕ͍ͯͨͱଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻߦ͕ྲྀ
ɹ࿨Վݹ࠷ݝࢁஈ֊ͷ໻ੜ౔ث͸ɺ࿨Վࢁத෦ͷ༝ྑொҥಸҨ੻・ాݎҨ੻・ಙଂ஍۠Ҩ੻ɺೆ
෦ͷ੉ށҨ੻・ཱ໺Ҩ੻Ͱग़౔͢ΔͷΈͰɺݝԼ࠷େن໛ͷԭੵฏ໺Λ΋ͭلϊ઒ฏ໺΍ͦͷप
ล෦ɺ͍ΘΏΔل๺஍Ҭ͔Β͸ग़౔͍ͯ͠ͳ͍ɻ͜ͷ͜ͱ͔Βɺॳظݱͷ໻ੜ౔͋ثΔ͍͸໻ੜ
จԽ͸ɺل๺஍ҬΛܦ༝ͤͣೖ͖ͬͯͨɺ͑׵͍ݴΕ͹لҏਫಓΛ౉࢛͔ͬͯࠃΒ࿨Վݝࢁத・
ೆ෦஍Ҭʹೖ͖ͬͯͨͱ͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔɻلҏਫಓͷೖޱͰ͋Δಙౡוݝੜాິͱ࿨Վݝࢁ
೔ϊ࡚ޚͷؒ͸ڑ཭͕୹͘ɺؒʹ͸ҏౡ΋ଘ͠ࡏɺൺֱత༰қʹધͰҠಈͰ͖ͨͱ૝ఆͰ͖ɺ೔
ϊ࡚ޚͷۙ͘ʹ͸ҥಸҨ੻΍ాݎҨ੻ཱ͕஍͢Δɻ֤Ҩ੻Ͱ͸݁থยؠΛؚΉ౔͕ثଟ͘ग़౔͢
Δ͕ɺͦͷதʹ͸ಙౡ͔Βӡ͹Εͨ΋ͷ΋ଘ͢ࡏΔͱ͑ߟΒΕɺฏ੒ �4 ೥౓ʹߦΘΕͨยࢁҨ
੻ͷௐࠪͰ΋ಙౡ࢈ͱ͑ߟΒΕΔಥଳจ౔͕ثग़౔͍ͯ͠Δɻཱ໺Ҩ੻΍ಙଂ஍۠Ҩ੻Ͱ͸ੜۨ
੢࿢࢈ͷಥଳจ౔ث΋ग़౔͍ͯ͠Δ͕ɺ੉ށλΠϓ͕౦෦੉ށ಺ͷಛ௃Λ΋ͪ߹Θ͍ͤͯΔ͜ͱ
͔Β΋ɺՏ಺ׁपล෦ΑΓ͕ܨ͍ڧΓ͕Ӑ͑ɺ࿨Վݝࢁೆ෦ͷ໻ੜจԽͷ੒ཱʹ͸౦෦੉ށ಺ɺ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ͑ߟଟ෼ʹ͋ͬͨͱ͕ڹ஍ํͷӨࠃ࢛
ɹҨߏ 3�� ͔Βग़౔ͨ͠౔ثʹ͸ɺ֯રੴ΍݁থยؠΛؚΉ౔ثҎ֎ʹ΋଻౔͔Β໌Β͔ʹൖೖ
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図 72　弥生文化の伝播と交流
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していたことが窺える。
２．石器

　石材　立野遺跡の石器の特徴は、石材として地元産の頁岩を多用していることがあげられる。
頁岩は周辺で容易に採取できる石材で、加工も比較的簡単であるが、強度的には砕けやすい・剥
離しやすい性質であって、出土した磨製石斧や打製石斧に多くの破損品がある。畿内やその周辺
部では、打製石器にはサヌカイト、磨製石斧や石包丁には結晶片岩や凝灰岩などを利用するが、
立野遺跡では、それらのほとんどに頁岩を利用している。搬入土器が多くあることから、決して
閉鎖的な集落ではなく、結晶片岩の石棒も出土していることからも産地と交流ルートを持たな
かった訳ではない。日置川上流域に所在する縄文時代前期末から晩期まで続く田辺市嶋野遺跡で
も、石器のほとんどが頁岩であり、和歌山県南部地域では縄文時代以降、強いてサヌカイトなど
他所の石材を利用しなかったと考えられる。この状況は、弥生時代中期に至っても続き、日置川
下流に位置する白浜町大古Ⅱ遺跡でも、サヌカイトなど他産地の石材の割合が少なく、頁岩製の
石器の他、砂岩製の石斧や石包丁などもある。やはり和歌山県南部の新宮市八反田遺跡でも頁岩
の割合が高く、砂岩製の石鏃も作られており、地元で調達できる石材を奔放に使っていることが
窺える。堅田遺跡や徳蔵地区遺跡では、打製石斧などに頁岩製の資料があるものの、石鏃などは
サヌカイト、石包丁には結晶片岩を用いており、和歌山県北中部と南部とでは石材選定に大きな
違いがある。このことは、弥生時代前期において、弥生土器甕を使用せず突帯文土器を使用する
範囲と重なるものである。
　サヌカイトの点数は少ないが、肉眼観察ではほとんどが金山産である。やはり肉眼観察の結果
であるが、堅田遺跡でもサヌカイトの約 75％が金山産で、少ない資料ながら徳蔵地区遺跡の弥
生前期の住居でも約 67％が金山産である。大阪湾沿岸では、弥生時代前期の一時期に限って金
山産の割合が高くなることが報告されているが、それらに比しても極端に多い割合を占めている。
土器の項でも触れたように古い段階の弥生土器と同じように蒲生田岬－日ノ御崎のルートで金山
産のサヌカイトあるいは石棒などがもたらされたと考えるのが妥当であろう。
　石器組成　表５でも明らかなように、他の弥生集落と比べ立野遺跡の石器組成で窺えることは、
石鏃が極端に少なく石錐が出土していない、石包丁が少ない、石斧では伐採斧がなく加工斧が多
量にある、打製石斧が多い、それに削器・刃器・楔形石器が極端に多いことなどがあげられ、表

表５　石器組成の比較

石鏃 中型 
尖頭器

大型 
尖頭器

打製　 
石斧

磨製 
石包丁

伐採 
石斧

柱状 
石斧

扁平石斧
石錐 石匙 削器・ 

刃器
楔形 ( 両 
極 ) 石器

石棒 
石刀扁平 鑿状

立野 5 0 0 36 1 0 0 28 0 3 247 103 20
堅田 85 4 2 4 11 24 9 3 2 29 0 40 11 12
野上中南 75 0 0 0 1 2 0 0 0 9 0 1 0 0
太田・黒田１ 43 2 1 0 14 2 5 2 0 3 0 7 4 0
太田・黒田２ 71 11 9 0 35 9 9 2 2 37 7 57 0 0
西飯降Ⅱ 44 6 5 18 14 0 2 0 0 15 0 18 18 0
立野遺跡　遺構 302（すさみ町　弥生前期）　表３の遺構 302 全体の点数を計上　石棒は破片数で、実数は５点程度か
堅田遺跡（御坊市　弥生前期）御坊市教委・御坊市文化財調査会 2002『堅田遺跡－弥生前期集落の調査－』　　チャート製の石錐 1033 点は除外している
野上中南（海南市　弥生時代中期前葉）（財）和歌山県文化財センター 2005b　『野上中南遺跡－半島振興道路奥佐々阪井線道路改良工事に伴う発掘調査報告書－』
太田・黒田１　市 23 ～ 43 次（和歌山市　弥生時代前期末～中期）高橋方紀 1999「太田・黒田遺跡の石器組成」『紀伊考古学研究』２（紀伊考古学研究会）
太田・黒田２　県１次（和歌山市　弥生前期末～中期）( 財 ) 和歌山県文化財センター 2007『太田・黒田遺跡（県１次）』
中飯降Ⅱ遺跡（かつらぎ町　弥生時代中期～後期）（公財）和歌山県文化財センター 2012『中飯降遺跡・西飯降Ⅱ遺跡・加陀寺前経塚・大谷遺跡・重行遺跡　　 
　－一般国道 24 号京奈和自動車道（紀北東道路）改築事業に伴う第２次～第７次発掘調査報告書－』
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には表れていないが敲石類が多いのも特徴である。
　弓は８点出土しているが、前期に帰属する石鏃は５点と弓より少ない状況で、この内容から端
的に導き出されるのは、集落では狩猟をほとんどおこなっていない、また、弓は集落内での使用
分だけでなく交易品として作られていた可能性が高いということである。また、石錐は１点も出
土していないが、木や皮の穿孔など石鏃以上に生活に密着したものであるのに出土しないことに
は疑問が残る。
　太型蛤刃石斧の斧柄や、伐採斧の使用痕がある木製品の未成品などは出土しているが、伐採斧
自体は出土していない。また、流路には大径木の材木はなく、大径木の半裁材・みかん割材も出
土していない。このことから、立野遺跡では伐採斧を使う工程をおこなわず、大きな素材の調達
は他所でおこない、それを運び込んで、貯木した中・小径からは得られた素材とともに木製品を
製作していたことが窺える。また、加工斧の出土が多いのは、やはり木製品の製作をおこなって
いたことに起因するもので、小型の鑿型石斧・扁平石斧等細かい加工に適したものが多い。
　打製石斧は、大きいものに関しては本来言われているように畑作農耕などの土堀具として利用
されたと考えられるが、小型の製品については、木工に係る道具であった可能性が考えられる。
　削器・刃器・楔形石器が突出して多いのは木製品の製作に用いられたからで、また、楔形石器
が多いのに関しては主に木製品製作に使用する削器などの製作をおこなっていた一面も考えら
れ、木材を割る際の楔のハンマーや石器を割るのハンマーとして敲石が使用されたと考えられる。
　以上のように立野遺跡の石器組成は木材加工用の石器に偏重することからも一般的な弥生集落
ではなく、木製品製作に特化した集落であり、その傍らに農耕をおこない、一部狩猟もおこなっ
ていたと判断することができる。
 
３．木製品

　立野遺跡の木製品には、樹種・木取り・器種の上で他の遺跡にみられない特徴が確認される。
　平鍬（曲柄狭鍬）にイスノキ製の板目取り、各種容器にクスノキの横木取りの材を使用した製
作工程の分かる資料があり、直柄広鍬にも板目取りの製品・未成品がみられる。みかん割り材や
柾目材の未成品がほとんどみられないことからも、基本的に大径木や中径木の伐採を行わず、立
ち木から直接辺材を剥ぎ取って製品を製作していた可能性が考えられる状況である。幅の狭い鍬
や、楕円形・舟形の容器が多い理由は、立ち木の径に左右されたからであるとも考えられる。伐
採斧が出土せず、地元で採取される頁岩製の楔形石器が多量に出土する状況も、これに対応する
のであろう。
　また、これらの木製品は土器や石器と器種分化していたものと考えられる。イスノキ製の平鍬
は石鍬と共伴しており、木製品で硬い土を開墾する必要はなかったものと推定される。弥生時代
中期以降に広くみられる形状の平鍬のほか、狭鍬としての特徴の強い身の細長い製品や大型品が
あり、一度開墾された後の畑を耕すものや、水田耕作、水田の畦塗りといった各種作業に適した
形状の鍬を製作したものとも考えられる。
　クスノキ製の容器についても、突帯文系の深鉢・甕形土器（鍋）、弥生土器壺と共伴している。
木製品は、浅鉢や高杯に代わる容器として存在していたものと推定され、小型の舟形容器、大型
の高台付き深鉢、有孔浅鉢、大皿に器種分化していたものと考えられる。なお、クスノキの横木
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写真 16　籾殻痕のある土器（35）　
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５．最後に

　土器・石器・木製品の内容は、縄文時代から弥生時代に移行する過渡期を示すものであるとと
もに、和歌山県南部地域と言う地域性を顕すものでもある。当地に於いて、どのように弥生文化
を受け入れたかを示す好資料であるとともに、農具がどのように変化していったか、木製品の木
取り、樹種選定は地域性なのか、あるいは時代を顕すものかなど、当該期の木工を考える上では
重要な発見であると言える。
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図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝
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㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

1 図 11 弥生土器 
壺

１ 
E10・11 101 － 4.2 

以上 － 頸部
20% 7.5YR8/3 浅黄橙 頸部 2 条の貼付突帯　突帯上押圧

キザミ　布状のものを使用か？
反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期新段階

2 図 11 
図版 17

弥生土器 
壺

１ 
E10 101 － － － － 肩部ハケ地に沈線 4 条 1㎜前後の長石等中量　金雲母あ

り　搬入品　弥生時代前期

3 図 11 
図版 17

弥生土器 
細頸壺

１ 
E11 104 (21.0) 5.0 

以上 － 口縁部 
10%

外 5YR6/4 にぶい橙 
内 7.5YR5/3 にぶい褐

口縁部内湾気味・端部上方に面・
端部下円形浮文・凹線 4 条以上　

反転復元　1㎜までの砂粒少量　
弥生時代中期

4 図 11 弥生土器 
甕

1 
E11q21 102 (18.0) 12.7 

以上 － 20% 5YR7/4 にぶい橙 口縁部強く外傾　端部は尖り気味
体部の最大径は上位

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代末

5 図 11 弥生土器　
高杯

１ 
E10q21・

22
102 － 6.3 

以上 － 脚柱部 
100% 10YR8/4 浅黄橙

中空　細く裾部に向かって緩やか
に広がる　全体的に磨滅　調整不
明

反転復元　1㎜前後の砂粒少量　
弥生時代末

6 図 11 
図版 17

弥生土器 
甕

1 
E11

105 
褐灰粘土 (14.6) 5.0 

以上 － 口縁部 
15% 7.5YR7/4 にぶい橙 口縁部外傾・端部は丸い　体部外

面斜め平行タタキ
反転復元　1 ～ 5㎜の長石・赤色
砂粒多い　弥生時代末

7 図 11 
図版 17

弥生土器　
高杯

１ 
E10 105 － 6.1 

以上 － 脚柱部 
100% 10YR8/4 浅黄橙 中実　中位やや膨らむ　外面ヘラ

ミガキ　円穴 3 箇所？
反転復元　1㎜前後の長石・クサ
リ礫少量　弥生時代末

8 図 11 須恵器 
杯蓋

1 
E11q20・

21

103 
淡灰粗砂

礫
(12.2) 2.25 

以上 － 25% N7.5/ 灰白 口縁端部は肥厚　かえりは短い　
天井日は平坦気味

反転復元　胎土緻密　外面自然釉
飛鳥時代

9 図 11 
図版 17

須恵器 
杯蓋

1 
E10q20

103 
上面 (15.0) 2.5 － 35% N5/ 灰 口縁端部下方に折り曲げ　平らな

天井部中央に擬宝珠様のつまみ 反転復元　胎土密　奈良時代

10 図 11 須恵器 
杯身

１ 
E11q20・

21

103 
淡灰粗砂

礫
(14.0) 5.2 (10.2) 15% N4/ 灰

平坦な底部端に小さな高台・端部
は下面で接する　口縁部は外傾し
端部は尖り気味

反転復元　胎土緻密　奈良時代

11 図 11 
図版 17

須恵器 
杯身

1 
E10q20

103 
上面 － 1.4

以上 (10.2) 底部 
45% N6/ 灰 平坦な底部端に外傾する高台・端

部は内側で接する
反転復元　長石の微砂粒多い　高
台内スス付着　奈良時代

12 図 11 
図版 17

条痕文土器
壺

１ 
E10 － － － － 10YR6/4 にぶい黄橙 外面細い二又工具による条痕 1㎜前後の長石等多量　金雲母含

む　搬入品　弥生時代中期

13 図 11 須恵器 
杯身

1 
中央部 (14.0) 3.4 (8.0) 20% 2.5Y6/1 黄灰～ 2.5 Ｙ

7/2 灰黄
底部は平坦　体部・口縁部は直線
的に外傾

反転復元　胎土良　焼成不良・軟
質　奈良時代

14 図 11 
図版 17

弥生土器 
壺

2 
E11s10 203 (16.4) 3.8 

以上 － 口縁部 
20% 10YR7/3 にぶい黄橙 口縁部外反・端部外方に面　外面

ハケ・ユビオサエ
反転復元　1㎜前後の長石・頁岩
多量　搬入品　弥生時代前期　

15 図 11 弥生土器 
壺

2 
E11s8 204 － 3.2 

以上 (6.4) 底部 
15%

7.5YR7/4 にぶい橙～
7.5YR6/2 灰褐

反転復元　1㎜前後の砂粒少量　
弥生時代中期

16 図 11 
図版 17

須恵器 
杯蓋

2 
E11q10 　 (13.0) 3.9 － 35% N6/ 灰 天井部は丸みを呈し、口縁部は下

方に向かう　端部は丸い
反転復元　1 ～ 3㎜の長石少量　
古墳時代後期

17 図 11 
図版 17

須恵器 
高杯

3-3 
F11q10 201 － 3.6 

以上 9.0 脚部
90％ 2.5YR7/4 浅黄

脚柱部ラッパ状に開き、裾部横方
向に開く　端部上方に拡張・外方
に面

反転復元　胎土密　古墳時代

18 図 11 弥生土器 
壺

2 
E11r8 (16.0) 5.0 

以上 － 口縁部 
10% 10YR8/3 浅黄橙 口縁部外反　端部丸い 反転復元　1㎜前後の砂粒多量　

弥生時代前期

19 図 11 弥生土器 
壺

2 
E11s11 － － － － 外 10YR7/3 浅黄橙 

内 10YR5/1 褐灰 頸体部境段　外面ヘラミガキ 1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期中段階

20 図 11 突帯文土器
深鉢

2 
E11s11 － － － － 10YR8/2 灰白 口縁部強く外反　端部下垂下る突

帯　キザミなし　　
1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期　

21 図 11 突帯文土器
深鉢

2 
E11r9 － － － － 7.5YR4/2 灰褐 胴部突帯　断面低い三角形　突帯

上Ｖ字キザミ
1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期　

22 図 11 
図版 17

突帯文土器
深鉢

2 
E11r9

オリーブ
灰粘土 － － － － 外 10YR3/1 黒褐 

内 7.5YR5/3 にぶい褐
胴部突帯　断面垂下る三角形　キ
ザミなし　外面板状工具によるハ
ケ状ナデ

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期　

23 図 11 
図版 17

弥生土器 
壺

2 
E11r9 　 － － － 頸部 

10%
5YR7/6 橙～ 7.5YR6/4
にぶい橙

頸部貼付突帯上押圧状キザミ　頸
体部境不規則な沈線 3 条以上

1㎜までの長石多量　弥生時代前
期　搬入品　亜式遠賀川？

24 図 11 
図版 17

弥生土器 
壺

2 
E11s10 　 (12.8) 8.0 

以上 － 口縁部 
15%

外 5YR7/4 にぶい橙～
7.5YR8/3 浅黄橙　
内 7.5YR8/4 浅黄橙

口縁部は内湾・端部は上方に面　
外面凹線４条

反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量
弥生時代中期

25 図 11 
図版 17

弥生土器 
壺

2 
E11r10 5・6 層 － － － － 外 7.5YR7/4 にぶい橙 

内 10YR6/2 灰黄褐 頸部下板目簾状文 3 条以上 1㎜前後の砂粒中量　弥生時代中
期　

26 図 11 弥生土器 
甕

2 
E11s10 　 (20.0) 5.1 

以上 － 口縁部
25%

外 10YR7/3 にぶい黄橙 
内 10YR6/2 灰黄褐

口縁部くの字に屈曲・端部上方へ
拡張　体部外面ハケ

反転復元　1㎜前後の長石等中量
弥生時代中期

27 図 11 弥生土器 
壺

2 
E11s10 　 － 5.2 

以上 17.2 底部 
20%

外 10YR7/2 にぶい黄橙 
内 10YR6/2 灰黄褐 外面平行タタキ 反転復元　胎土密　弥生時代中期

28 図 11 弥生土器 
壺

2 
E11s10 5・6 層 － 5.8 

以上 8.4 底部 
100%

外 7.5YR6/4 にぶい橙・
7.5YR3/1 黒褐　
内 N3/ 暗灰

外面ヘラミガキ　内面ハケ 一部反転復元　1㎜前後の頁岩等
中量　弥生時代中期

29 図 11 弥生土器 
壺

2 
E11r9 　 － 3.5 

以上 (9.8) 底部 
100% 10YR6/3 にぶい黄橙 器壁厚い　中央やや窪む 一部反転復元　1 ～ 2㎜の頁岩多

量　弥生時代前期

30 図 11 突帯文土器
深鉢

2 
E11r9 　 － 4.4 

以上 4.6 底部 
100%

外 7.5YR6/3 にぶい褐
内 2.5Y3/1 黒褐 底部は小さい　内外面ナデ

一部反転復元　1㎜前後の長石・
石英等多量　搬入品？　弥生時代
前期

31 図 11 須恵器 
杯蓋

2 
E11q12 4 層 (12.0) 2.7 

以上 － 口縁部 
10％ N6/ 灰 口縁部外傾　端部丸い 反転復元　胎土密　古墳時代

32 図 11 
図版 17 土錘 2 

E11r12 5・6 層 長 4.5 
以上

径 
1.6

孔径 
0.3 80% 7.5YR7/3 にぶい橙 管状　中央やや膨らむ 1㎜までの砂粒少量

33 図 11 土錘 2 
E11s10 面精査 長 5.0 

以上
径 
1.5

孔径 
0.4 80% 10YR7/3 にぶい黄橙 管状　中央やや膨らむ 1㎜までの砂粒少量

34 図 11 
図版 17 土錘 2 

E11s10 面精査 長 4.8 
以上

径 
1.4

孔径 
0.3 80% 7.5YR7/3 にぶい橙 管状　中央やや膨らむ 1㎜までの長石・赤色砂粒少量

35 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-3 
F11a19

302 
3 層 15.0 25.7 8.4 65％ 10YR6/2 灰黄褐　

10YR3/1 黒褐
口頸部境段　頸体部境 1 条の沈線
外面ヘラミガキ　黒班あり　黒色
物塗布　口縁部内面に籾殻痕　

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期中段階

36 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-3 
F11a20

302 
3 層 (14.4) 7.9 

以上 － 口縁部 
20%

外 10YR6/2 灰黄褐 
内 N3/ 暗灰

頸部長く口縁部は短く外傾　端部
丸味を帯びる　内外面ヘラミガキ

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期中段階

37 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11c17

302 
3 層 (16.4) 3.5 

以上 － 口縁部 
15%

外 10YR4/2 灰黄褐 
内 10YR5/3 にぶい黄褐

口縁部外反　端部外方に面　内外
面ヘラミガキ　

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

土器一覧表（１）
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38 図 13 
図版 17

弥生土器？
壺

3-3 
F11d18

302 
3 層 (11.0) 5.4 

以上 － 口頸部 
25%

外 7.5YR7/4 にぶい橙 
内 10YR7/3 にぶい黄橙

頸部長く口縁部は短く外反　端部
は丸い　外面ヨコ方向ヘラミガキ
　内傾接合

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

39 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11d14

302 
3 層 (13.0) 3.9 

以上 － 口縁部 
20% 10YR7/2 にぶい黄橙 口縁部強く外反　端部外方に面　

外面縦方向ヘラミガキ
反転復元　1 ～ 3㎜前後の砂粒多
量　弥生時代前期中段階

40 図 13 弥生土器 
壺

3-1 
F11c16

302 
3 層 (11.8) 2.9 

以上 － 口縁部 
15%

10YR4/2・10YR5/2
灰黄褐

口縁部短く外反　端部は丸い　口
頸部境は段　外面横方向ヘラミガ
キ

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期中段階

41 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11a21

302 
3 層 (17.0) 3.3 

以上 － 口縁部 
15%

外 5 ＹＲ 4/1 褐灰 
内 10 ＹＲ 8/2

口縁部短く外反　端部外方に面　
口頸部境段または沈線　内外面ヘ
ラミガキ　外面黒色物塗布

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

42 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11d16

302 
3 層 (14.4) 3.4 

以上 － 口縁部 
20%

外 10YR3/1 黒褐 
内 10YR4/2 灰黄褐

口縁部短く外反　端部外方に面　
口頸部境沈線 2 条以上　内外面ヘ
ラミガキ　外面黒色物塗布

反転復元　1㎜前後の長石等多量
弥生時代前期中段階

43 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-1 
F11c16

302 
3 層 (13.0) 3.9 

以上 － 口縁部 
15%

外 5YR3/1 黒褐 
内 5YR5/3 にぶい赤褐

口縁部短く外反　端部は丸い　口
頸部境は 1 条の沈線　内外面ヘラ
ミガキ　外面黒色物塗布

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

44 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11c19

302 
3 層 (17.0) 5.5 

以上 － 口縁部 
10%

外 10YR3/1 黒褐 
内 10YR4/2 灰黄褐

口縁部外反　端部丸い　紐穴二個
一　口頸部境 3 条の沈線間に刺突
文　外面ヘラミガキのち黒色物塗
布　内面ヘラミガキ

反転復元　1㎜前後の長石等多量
弥生時代前期中段階

45 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-1 
F11b17

302 
3 層 (15.6) 8.2 

以上 － 口頸部 
70%

外 10YR6/2 灰黄褐 
内 10YR5/2 灰黄褐

口縁部は外反　端部は丸い　口頸
部境は削出突帯　突帯上沈線１条
内外面ヘラミガキ　

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

46 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-3 
F11d15

302 
2・3 層 (17.0) 8.0 

以上 － 口縁部 
30% 10YR3/1 黒褐 口縁部強く外反　端部肥厚し丸い

頸部に貼付突帯
反転復元　1㎜前後の長石等多量
金雲母混　搬入品　弥生時代前期

47 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-1 
F11c16

302 
3 層 － 6.7 

以上 － 頸部 
20%

外 10YR2/1 黒 
内 7.5YR5/1 褐灰

口頸部の境削出突帯　口縁部内外
面・体部外面ヘラミガキ　外面黒
色物塗布

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

48 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-1 
F11b17

302 
3 層 － 7.5 

以上 － 頸部 
10%

外 7.5YR4/2 灰褐 
内 7.5YR3/1 黒褐

口頸部境沈線 2 条以上　沈線下ヘ
ラ先による区画文様

反転復元　1㎜前後の長石等多量
金雲母混　46 と胎土同じ？　搬
入品　弥生時代前期

49 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-3 
F11c21

302 
3 層 － 8.0 

以上 － 頸部 
70% 7.5YR4/2 灰褐

頸部から口縁部にかけて外反　頸
部幅広の削出突帯上に 5 条の沈線
端部下に紐穴　外面全体ヘラミガ
キ

反転復元　1 ～ 2㎜の長石・石英・
角閃石多量　搬入品　弥生時代前
期

50 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11d15

302 
3 層 (27.0) 3.8 

以上 － 口縁部 
10% 以下

外 10YR3/1 黒褐 
内 10YR4/1 褐灰

口縁部長く強く外反　端部外方に
面　外面ハケのちヘラミガキ

反転復元　1 ～ 2㎜前後の砂粒多
量　弥生時代前期

51 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-3 
F11d16

302 
3 層 － 11.7 

以上 － 体部 
10%

外 10YR3/1 黒褐 
内 10YR5/3 にぶい黄褐

口頸部境削出突帯　頸体部境段　
内・外面丁寧なヘラミガキ

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期中段階

52 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-3 
F11d15

302 
3 層 － 10.2 

以上 － 頸部 
10%

外 10YR3/1 黒褐 
内 10YR6/2 灰黄褐

口頸部境削出突帯　突帯上沈線　
頸体部境段　段下間隔を空けて沈
線 2 条以上　外面ヘラミガキのち
黒色物塗布

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

53 図 13 
図版 18

弥生土器 
壺

3-3 
F11c19

302 
3 層 － 12.9 

以上 － 体部 
10%

外 10YR5/2 灰黄褐 
内 10YR4/1 褐灰

頸体部境段　外面ヘラミガキ　内
面板状工具ナデ

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期中段階

54 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11d14

302 
3 層 － 5.1 

以上 － 頸体部境 
10% 以下

外 N3/ 暗灰 
内 10YR6/2 灰黄褐

頸体部境段　段下沈線 2 条以上　
外面ヘラミガキのち黒色物塗布　

反転復元　1 ～ 2㎜前後の砂粒中
量　弥生時代前期中段階

55 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-3 
F11d14

302 
3 層 － 5.6 

以上 － 頸体部境 
10%

外 7.5YR3/1 黒褐 
内 10YR4/1 褐灰

頸体部境段　段下沈線１条　外面
ヘラミガキのち黒色物塗布　

反転復元　1㎜前後の砂粒少量　
弥生時代前期中段階

56 図 13 弥生土器　
壺

3-3 
F11c18 

302 
3 層 － 4.4  

以上 － 頸体部境 
20%

外 10YR4/1 褐灰　N2/
黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

頸体部境削出突帯　突帯上沈線 1
条　外面ヘラミガキ　段をヘラミ
ガキで際取　黒色物塗布

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

57 図 13 
図版 17

弥生土器　
壺

3-3 
F11a21

302 
3 層 － 6.0 

以上 －
頸体部境 

10%
以下

外 10YR3/1 黒褐 
内 N2/ 黒

頸体部境段　外面ヘラミガキ　段
はヘラミガキで調整

反転復元　1 ～ 3㎜の長石・0.5
㎜以下の金雲母等含む　搬入品　
弥生時代前期中段階

58 図 13 
図版 17

弥生土器 
壺

3-1 
F11c16

302 
3 層 － 7.2 

以上 －
頸～体部 

10％
以下

外 N2/ 黒 
内 7.5YR4/2 灰褐

頸体部境削出突帯　突帯上沈線１
条　外面ヘラミガキ・黒色物塗布

反転復元　1㎜前後の長石等多量
に含む　弥生時代前期中段階

59 図 13 弥生土器 
壺

3-3 
F11e16

302 
3 層 － 10.2 

以上
頸体境 
10%

外 10YR7/2 にぶい黄橙
内 1N4/ 灰

頸体部境沈線 3 条　内外面ヘラミ
ガキ

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期

60 図 13 
図版 18

弥生土器 
壺

3-3 
F11d16

302 
3 層 － 14.6 

以上 － 体部 
15%

外 10YR5/2 灰黄褐 
内 10YR6/3 にぶい黄橙

頸体部境細い沈線 3 条　外面ヘラ
ミガキ

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

61 図 14 
図版 18 

弥生土器 
壺

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 N3/ 暗灰 頸部羽状文？　黒色物塗布 1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期中葉

62 図 14 
図版 18 

弥生土器 
壺

3-1 
F11c19

302 
3 層 － － － － 外 10YR5/2 灰黄褐 

内 10YR6/3 にぶい黄橙
頸体部境段下・有軸木葉文　外面
ヘラミガキ

1 ～ 3㎜の長石等中量　弥生時代
前期中葉

63 図 14 
図版 18 

弥生土器 
壺

3-3  
F11c19

302 
3 層 － － － － 外 10YR5/2 灰黄褐 

内 10YR7/2 にぶい黄橙 頸体部境段下沈線・無軸木葉文 1㎜前後の長石等多量　弥生時代
前期中葉

64 図 14 
図版 18 

弥生土器 
壺

3-3 
F11a20

302 
3 層 － － － － 外 10YR5/1 褐灰 

内 10YR7/2 にぶい黄橙
頸体部境　沈線間刺突文　内外面
ヘラミガキ

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期中葉

65 図 14 
図版 18

弥生土器 
壺

3-3 
F11a21

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR4/2
灰黄褐 
内 10YR7/2 にぶい黄橙

体部肩の貼付突帯上に押圧文　黒
色物塗布

1㎜前後の砂粒多量　亜式遠賀
川？　弥生時代前期

66 図 14 
図版 18

弥生土器 
壺

3-3 
F11c20

302 
3 層 － － － － 外 10YR3/1 黒褐 

内 10YR2/1 黒
体部肩のキザミ目突帯下に幅広の
沈線　黒色物塗布

1㎜までの長石等多量　金雲母含
む　搬入品　亜式遠賀川？　弥生
時代前期

67 図 14 
図版 18

弥生土器　
壺

3-3 
F11d16

302 
3 層 － 5.6 

以上 －
体部 
10%
以下

外 10YR4/2 灰黄褐 
内 10YR7/2 にぶい黄橙

体部上位多条沈線を刺突で区切る 
外面ヘラミガキ

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

68 図 14 
図版 18 

弥生土器 
壺

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 7.5YR3/1 黒褐 

内 10YR7/2 にぶい黄橙
体部内外面ヘラミガキのち黒色物
塗布　朱彩

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

69 図 14 弥生土器 
壺

3-3 
F11c21・

22
302 
3 層 － 6.3 

以上 (11.0) 底部 
50%

外 10YR2/1 黒 
内 10YR6/2 灰黄褐

外面ハケ・ヘラミガキ　内面ナデ・
ヘラミガキ

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

70 図 14 
図版 18 弥生土器壺 3-3 

F11d17
302 
3 層 － 4.8 

以上 10.4 底部 
80%

10YR6/2 灰黄褐　N2/
黒

平底　外面ハケヘラミガキ・ハケ
内面ヘラミガキ

一部反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒中
量　弥生時代前期

71 図 14 
図版 18 

弥生土器 
壺

3-3 
F11d16

302 
3 層 － 3.5 

以上 11.2 底部 
100%

外 N3/ 暗灰 
内 N4/ 灰

外面ヘラミガキのち黒色物塗布　
内面ナデ

1 ～ 7㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

72 図 14 
図版 18

弥生土器 
壺

3-3 
F11c17

302 
3 層 － 9.5 

以上 7.6 底部 
100%

外 10YR3/1 黒褐 
内 1N2/ 黒 内外面丁寧なヘラミガキ

一部反転復元　1 ～ 5㎜の長石・
角閃石等中量　搬入品　弥生時代
前期

土器一覧表（２）
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番号

図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝

高さ 
㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

73 図 14 弥生土器 
壺

3-3 
F11c19

302 
3 層 － 6.6 

以上 8.5 底部 
100%

外 10YR2/1 黒 
内 10YR6/2 灰黄褐 外面ヘラミガキ　内面ナデ 一部反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多

量　弥生時代前期

74 図 14 弥生土器壺 3-3 
F11e16

302 
地山直上 － 4.5 

以上 10.4 底部 
100%

外 10YR56/2 灰黄褐
10YR3/1 黒褐　
内 10YR7/2 にぶい黄褐

外面ハケのちヘラミガキ　黒色物
塗布

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

75 図 14 弥生土器 
壺

3-1 
F11 ｃ

16
302 
3 層 － 2.6 

以上 4.2 底部 
100%

外 N2/ 黒 
内 10YR6/2 灰黄褐

外底部平坦　外面ヘラミガキ・ナ
デ　内面板状工具ナデ　外面黒色
物塗布

一部反転復元　1㎜前後の砂粒多
量　弥生時代前期

76 図 15 突帯文土器
深鉢

3-1・3 
F11b18・

c18
302 
3 層 (35.8) 16.0 

以上 － 10%
外 10YR4/1 褐灰　N2/
黒 
内 10YR3/1 黒褐　

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　小
V・D 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の長石等中量
弥生時代前期

77 図 15 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11 ｄ

18
302 
3 層 (34.0) 11.8 

以上 － 口縁部 
10%

外Ｎ 2/ 黒　 
内 7.5 ＹＲ 7/3 にぶい
橙

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　小
V 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

78 図 15 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11 ｄ

16
302 
3 層 (35.0) 22.5 

以上 － 10% 外 N2/ 黒　 
内 10YR5/3 にぶい黄褐

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　小
V・大 D 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
スス付着　弥生時代前期

79 図 15 
図版 18 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 (30.4) 12.8 

以上 － 口頸部 
10%

外 10YR6/2 灰黄褐　N2/ 黒 
内 10YR6/3 にぶ黄橙

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　大
小 V キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

80
図 15 

図版 18 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 (39.0) 15.0 

以上 － 口縁部 
10%

外 10YR3/1 黒褐　N2/
黒 
内 10YR4/2 灰黄褐

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　大
小 V 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

81 図 15 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11 ｄ

17
302 
3 層 (37.0) 10.2 

以上 － 口縁部 
25%

外Ｎ 2/ 黒　Ｎ 3/ 暗灰 
内 7.5YR7/3 灰にぶい
橙

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　小
V 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

82 図 15 
図版 18 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c15

302 
3 層 (24.0) 12.5 

以上 － 10% 外 N3/ 暗灰　N2/ 黒 
内 10YR2/1 黒

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　V
字キザミ　外面スス

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期

83 図 15 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 (28.5) 16.1 

以上 － 口頸部 
15% 10YR7/4 にぶい黄橙　 2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　V

字キザミ　
反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期

84 図 15 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 (25.0) 9.4 

以上 － 10％ 
以下

外 10YR7/4 にぶい黄橙
N2/ 黒　内 10YR7/3
にぶい黄橙

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　V
字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

85 図 15 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a21

302 
3 層 (25.0) 8.6 － 10％ 

以下

外 10YR4/1 褐灰　
10YR7/3 にぶい黄
橙　内 N3/ 暗灰　
7.5YR6/4 にぶい橙

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　V・
D 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の長石等中量
弥生時代前期

86 図 15 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c19

302 
3 層 (32.0) 6.0 

以上 － 口縁部 
10% 10YR4/1 褐灰　N2/ 黒 2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　V・

D 字キザミ　外面スス
反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

87 図 15 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 (25.0) 5.2 

以上 － 口縁部 
10%

外 N2/ 黒 
内 10YR7/3 にぶい黄橙

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　V
字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

88 図 15 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d15

302 
3 層 － － － － 10YR7/3 にぶい黄橙

A 類　瀬戸タイプ？　突帯上櫛状
工具縦長 D 字・口縁端部 V 字キ
ザミ　内外面条痕顕著　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

89 図 15 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 N2/ 黒
A 類　瀬戸タイプ？　口縁端部 O 字・
突帯上小 D 字キザミ　内外面スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

90 図 15 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR6/3 にぶい黄橙
A 類　瀬戸タイプ？　口縁端部・
突帯上 D 字キザミ　外面条痕顕著
　外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

91 図 15 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　10YR7/1 灰白 

内 10YR4/1 褐灰
A類　瀬戸タイプ　口縁端部V字・
突帯上 D 字キザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期

92 図 15 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR7/3 にぶい黄橙
A 類　瀬戸タイプ？　突帯上櫛状
工具縦長 D 字・口縁端部 D 字キザ
ミ　内外面条痕顕著　外面スス

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期　

93 図 15 
図版 18 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR8/2 灰白
A 類　瀬戸タイプ？　口縁部 2 条
の突帯　突帯上小 D 字キザミ

1 ～ 3㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

94 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b17

302 
3 層 (52.0) 19.0 

以上 － 10% 
以下

外 10YR7/3 にぶい黄橙 
内 10YR7/3 にぶい黄橙

2 条突帯　A 類　瀬戸タイプ　口
縁部外反　突帯上・口縁端部小 D
字キザミ　外面スス　　

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期

95 図 18 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 (36.0) 4.6 

以上 － 口縁部 
10%

外 10YR7/3 にぶい黄橙
N2/ 黒 
内 10YR7/3 にぶい黄橙

A 類　突帯断面三角　突帯上・口
縁端部小 D 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 5㎜前後の砂粒多
量　弥生時代前期

96 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c20

302 
3 層 (36.0) 6.4 

以上 － 口縁部 
20%

外 N2/ 黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

A 類　突帯断面三角形　口縁端
部・突帯上細かい V 字キザミ　突
帯下直線状の線刻　外面スス付着

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
中山Ｂ式　弥生時代前期

97 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b18

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR2/1 黒
A 類　端部より下がった位置にご
く低い突帯　口縁端部 V 字・突帯
上 D 字キザミ

1㎜前後の長石等多量　搬入品？
弥生時代前期　

98 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b18

302 
3 層 － － － －

外 N3/ 暗灰　10YR8/3
浅黄橙　 
内 10YR8/3 浅黄橙

A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上小 V 字・D 字キザミ　外面
スス

1 ～ 5㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

99 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c19

302 
3 層底 － － － － 外Ｎ 2/ 黒 

内 10YR7/3 にぶい黄橙
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上小 V 字キザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期

100 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒　 

内 10YR7/3 にぶい黄橙
A 類　瀬戸タイプ？　口縁より下がっ
た位置に低い突帯　口縁端部・突帯上
D 字キザミ　頸部下で屈曲　外面スス

1 ～ 5㎜前後の砂粒中量　弥生時
代前期　

101 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c22

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR5/3 にぶい黄褐
A 類　端部下垂下る断面三角形の
突帯　口縁端部小 V 字・突帯上Ｏ
字キザミ　

1 ～ 2㎜の長石・クサリ礫多量　
搬入品？　弥生時代前期　

102 図 18 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b18

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 7.5YR6/4 にぶい橙
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上小 V 字キザミ　外面スス

1 ～ 5㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

103 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b18

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR7/2 にぶい橙
A 類　瀬戸タイプ　突帯上・口縁
端部縦長 D 字キザミ　外面スス

1㎜の前後の砂粒中量　弥生時代
前期

104 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c18

302 
3 層 － － － － 外 N3/ 暗灰　 

内 10YR5/2 灰黄褐
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部 D
字・突帯上 V 字キザミ　外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

105 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 － － － － 外 N3/ 暗灰　 

内 10YR8/2 灰白
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部 V
字・突帯上 D 字キザミ　外面スス

1 ～ 3㎜の長石等多量　弥生時代
前期

106 図 18 
図版 18

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b18

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR4/1 褐灰
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 V 字キザミ　外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

107 図 18 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR5/2 灰黄褐
A 類　瀬戸タイプ　突帯上・口縁
端部 D 字キザミ　　　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

土器一覧表（３）
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番号

図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝

高さ 
㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

108 図 18 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR4/2
灰黄褐 
内 10YR7/2 にぶい黄橙

A 類　口縁端部付近の接合痕を突
帯状に成形　突帯上・口縁端部 V
字キザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期

109 図 18 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR5/2 灰黄褐
A 類　端部より下がった位置に低い突帯
突端部 V・D 字、突帯上 D 字キザミ

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

110 図 18 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11a19

302 
3 層 － － － － 10YR6/2 灰黄褐 A 類　瀬戸タイプ　突帯上・口縁

端部 V 字キザミ　　　　
1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期

111 図 18 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c22

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR6/3 にぶい黄橙
A 類　108 と類似　口縁端部・突
帯上 V 字キザミ 1㎜の砂粒中量　弥生時代前期　

112 図 18 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR7/3
にぶい黄橙 
内 10YR8/3 浅黄橙

A 類　瀬戸タイプ　突帯上・口縁
端部 V 字キザミ　外面スス　　

1 ～ 2㎜の砂粒中量　弥生時代前
期

113 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d14

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒　 

内 10YR4/2 灰黄褐
A 類　瀬戸タイプ　突帯上・口縁
端部 V 字キザミ　外面スス　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

114 図 18 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 10YR7/1 灰白 

内 10YR5/1 褐灰
A 類　瀬戸タイプ　突帯上・口縁
端部 V 字キザミ　　　

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

115 図 18 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 10YR5/1 褐灰 A 類　瀬戸タイプ　口縁端部 V

字・突帯上縦長 D 字キザミ　　　
1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

116 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c18

302 
3 層 － － － － 外 10YR3/1 黒褐 

内 10YR3/1 黒褐
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 V 字キザミ　　　

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期　

117 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b18

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒 

内 10YR6/3 にぶい黄橙
A 類　瀬戸タイプ？　口縁端部 V
字・突帯上線刻状キザミ　外面ス
ス　　

1 ～ 2㎜の砂粒中量　弥生時代前
期　

118 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c22

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒 
内Ｎ 4/ 灰　2.5 Ｙ 5/1
黄灰

A 類　瀬戸タイプ？　口縁端部・
突帯上 D 字キザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

119 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒　 

内 10YR5/2 灰黄褐
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 D・V 字キザミ　外面スス　

1 ～ 2㎜前後の砂粒多量　弥生時
代前期　

120 図 18 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR3/1 黒褐
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 V 字キザミ　外面スス　

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

121 図 18 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b18

302 
3 層 － － － － 10YR4/1 褐灰　N3/ 暗

灰
A 類　瀬戸タイプ？　口縁端部 D
字・突帯上線刻状キザミ

1㎜前後の長石等多量　弥生時代
前期

122 図 18 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c19

302 
3 層 － － － － 外 10YR6/1 褐灰 

内 10YR5/2 灰黄褐
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 D・V 字キザミ　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

123 図 18 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c18

302 
3 層 － － － － 外 10YR2/1 黒 

内 10YR6/2 灰黄褐
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 D・V 字キザミ　外面スス　

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期

124 図 18 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c21

302 
3 層 － － － － 外 10YR2/1 黒 

内 10YR7/2 にぶい黄橙
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部 V
字・突帯上 D 字キザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒少量　弥生時代前
期　

125 図 18 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 10YR8/2 灰白 

内 10YR8/2 灰白
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 V 字キザミ　　　

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

126 図 18 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR6/2 灰黄褐
A 類　瀬戸タイプ　口縁端部・突
帯上 V 字キザミ　外面スス　　

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期　

127 図 18 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b18

302 
3 層 (46.0) 12.6 

以上 － 10％ 
以下 10YR7/4　にぶい黄橙 2 条突帯　B 類　瀬戸タイプ　口

縁突帯・体部突帯上 V 字キザミ　
反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
磨滅著しい　弥生時代前期　

128 図 18 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 (23.0) 12.8 

以上 － 20% 外 10YR4/2 灰黄褐 
内 10YR3/2 黒褐

2 条突帯　B 類　突帯断面丸みを
帯びる　口縁・体部突帯上線状キ
ザミ　体部下半ハケ　

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒少量　
弥生時代前期

129 図 19 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR8/2 灰白
B 類　口縁部 2 条の突帯　突帯上
D 字キザミ　外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

130 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR7/3
にぶい黄橙 
内 10YR7/3 にぶい黄橙

B 類　端部下薄く粘土を貼付　突
帯上 V 字キザミ　外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

131 図 19 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 N3/ 暗灰
B 類　断面三角形の突帯　突帯上
縦長 D 字キザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

132 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d14

302 
3 層 － － － －

外 N3/ 暗灰　 
内 N3/ 暗灰　10YR3/2
黒褐

B 類　端部下垂下する断面三角形
の突帯　突帯上 D 字キザミ　外面
スス

1 ～ 2㎜の長石等多量　弥生時代
前期

133 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b18

302 
3 層 － － － － 外 5YR6/6 橙 

内 7.5YR7/4 にぶい橙
B 類　端部下断面丸みを帯びる突
帯　突帯上 D 字キザミ

1 ～ 3㎜の砂粒多量　結晶片岩含
む　搬入品弥生時代前期　

134 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR4/3 灰黄褐
B 類　瀬戸タイプ？　突帯上小 O
字キザミ　外面スス　　　

1 ～ 2㎜の長石等多量　弥生時代
前期

135 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c22

302 
3 層 － － － － 外 2.5Y7/2 灰黄 

内 10YR7/3 にぶい黄橙
B 類　瀬戸タイプ　突帯上 V・D
字キザミ

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

136 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11e16

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒 

内 10YR4/2 灰黄褐
B 類　端部下断面丸みを帯びる突
帯　突帯上押圧状キザミ　内外面
ハケ状工具調整　外面スス　　

1㎜前後の長石・石英等多量　搬
入品　弥生時代前期　

137 図 19 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR4/2 灰黄褐
B 類　端部下断面三角形の突帯　
突帯上 D 字キザミ　外面スス

1㎜前後の長石・石英等中量　搬
入品　弥生時代前期

138 図 19 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d17

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR5/3 にぶい黄橙
B 類　端部下やや垂下する断面三
角形の突帯　突帯上 V 字キザミ　
外面スス

1 ～ 2㎜の長石等中量　搬入品？
弥生時代前期

139 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d17

302 
3 層 － － － －

外Ｎ 2/ 黒　10YR3/1
黒褐 
内 10YR4/1 褐灰

B 類　端部下やや垂下する断面三
角形の突帯　突帯上 V 字キザミ　
外面スス

1㎜前後の長石等多量　搬入品？
弥生時代前期　

140 図 19 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d15

302 
3 層 － － － － Ｎ 3/ 暗灰　

B 類　端部下やや垂下する断面三
角形の突帯　突帯上 D 字キザミ　
外面スス　外面粗い条痕　　

1㎜前後の長石等多量　搬入品　
弥生時代前期　

141 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 (41.0) 14.3 

以上 － 口縁部 
10%

外内 10YR4/2 灰黄褐　
N3/ 暗灰　
内 10YR6/3 にぶい黄褐　
10YR3/1 黒褐

2 条突帯　C 類　瀬戸タイプ　D
字キザミ　

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

142 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 (18.6) 13.6 

以上 － 10%
外 10 ＹＲ 7/2 にぶい
黄橙　Ｎ 3/ 暗灰　
内Ｎ 2/ 黒

2 条突帯　C 類　瀬戸タイプ？　
頸部から口縁部内傾　D 字キザミ
　

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

土器一覧表（４）
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番号

図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝

高さ 
㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

143 図 19 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 (28.0) 7.6 

以上 － 口頸部 
15%

外 7.5YR8/3 淡黄橙 
内 N2/ 黒

2 条突帯　瀬戸タイプ　D 字キザ
ミ　外面スス　

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

144 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 (33.0) 6.6 

以上 － 口縁部 
15%

外 7.5YR7/4 にぶい橙　
N2/ 黒　
内 10YR7/3 にぶい黄橙

C 類　瀬戸タイプ　突帯幅広い　
V 字キザミ外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

145 図 19 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 － － － － 外 N3/ 暗灰　 

内 N4/ 灰
C 類　瀬戸タイプ　V 字キザミ　
外面スス　　　

1 ～ 2㎜の長石等多量　弥生時代
前期

146 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c20

302 
3 層 － － － －

外Ｎ 2/ 黒　10YR3/1
黒褐　
内 10YR3/1 黒褐

C 類　瀬戸タイプ　D 字キザミ　
外面スス　

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

147 図 19 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR6/2 灰黄褐
C 類　瀬戸タイプ　V 字キザミ　
突帯下ヘラ描文　外面スス　

1㎜前後の砂粒中量　弥生時代前
期

148 図 19 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 N4/ 灰
C 類　瀬戸タイプ　V 字キザミ　
外面スス　　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

149 図 19 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR5/2 灰黄褐
C 類　断面三角形の突帯　D 字キ
ザミ　外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

150 図 19 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b16

302 
3 層 (46.0) 22.0 

以上 － 10%
外 10YR7/2 にぶい黄橙
N2/ 黒　内 10YR3/1
黒褐　10YR4/2 灰黄褐

2 条突帯　D １類　瀬戸タイプ　
D 字キザミ　外面スス

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期

151 図 19 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 (40.0) 16.5 

以上 － 20% 外 N2/ 黒　 
内 10YR5/3 にぶい黄褐

2 条突帯　D １類　瀬戸タイプ　
D 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒少量　
弥生時代前期

152 図 20 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11e14

302 
3 層 (36.0) 11.8 

以上 － 口縁部 
10%

外Ｎ 3/ 暗灰　 
内 10 ＹＲ 7/3 にぶい
黄橙

2 条突帯　D1 類　瀬戸タイプ　D 字
キザミ　胴部上半板状工具による条痕
　口縁突帯下円穴　外面スス

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期

153 図 20 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d17

302 
3 層 (37.0) 17.1 

以上 － 10%
以下

外Ｎ 2/ 黒　Ｎ 3/ 暗灰 
内 10 ＹＲ 5/2 灰黄褐
10 ＹＲ 3/1 黒褐

2 条突帯　D1 類　瀬戸タイプ　
O 字キザミ　外面ヘラ先による条
痕　外面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

154 図 20 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 (26.0) 11.5 

以上
10%
以下

外 N2/ 黒　10YR6/1 褐灰
内 10YR6/2 灰黄褐

2 条突帯　D2 類　口縁端部より
下がった位置に突帯　器壁厚い

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代

155 図 20 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 (24.0) 8.9 

以上 － 口縁部 
15%

外 N2/ 黒 
内 10YR5/3 にぶい黄褐

2 条突帯　D2 類　瀬戸タイプ　
口縁突帯外面浅い疑似キザミ　外
面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

156 図 20 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 (32.6) 11.6 

以上 － 口頸部 
15%

外 10YR4/2 灰黄褐　
N2/ 黒　
内 10YR4/2 灰黄褐

2 条突帯　D2 類　断面三角形の
突帯　外面スス付着

反転復元　1 ～ 3㎜の長石等多量
搬入品　弥生時代前期

157 図 20 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 (30.0) 11.0 

以上 － 10% 
以下

外 10YR7/3 にぶい黄橙
N2/ 黒　
内 7.5YR7/4 にぶい橙

2 条突帯　D2 類　瀬戸タイプ　
ハケ状の粗い条痕　外面スス

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期

158 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17 

302 
3 層 (43.0) 18.7  

以上 － 口縁部 
20%

外 10YR5/2 灰黄褐　 
内 10YR4/2 灰黄褐　 2 条突帯　D2 類　瀬戸タイプ　 反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量

弥生時代前期

159 図 20 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c18・

19
302 
3 層 (42.0) 19.3 

以上 － 10%
外 N2/ 黒　10YR3/1
黒褐内 10YR2/1 黒　
10YR4/2 灰黄褐

2 条突帯　D2 類　端部下扁平な
突帯  外面スス

反転復元　1 ～ 5㎜の長石等多量
搬入品？　弥生時代前期

160 図 20 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c18

302 
3 層 (31.0) 11.3 

以上 － 口縁部 
10%

外 10YR6/2 灰黄褐 
内 10YR4/1 褐灰

2 条突帯　D2 類　瀬戸タイプ　
　　

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

161 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR5/3 にぶい黄橙 D 類　瀬戸タイプ　外面スス　　 1 ～ 3㎜の砂粒中量　弥生時代前
期

162 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d14

302 
3 層 － － － － 外 2.5Y3/1 黒褐 

内 10YR8/2 灰白
D 類　瀬戸タイプ？　突帯幅広い
外面スス　　

1 ～ 3㎜の砂粒中量　弥生時代前
期

163 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 10YR5/2 灰黄褐 D 類　瀬戸タイプ　外面スス　　 1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

164 図 20 
図版 19

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c16

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒 

内 10YR7/3 にぶい黄橙
D 類　瀬戸タイプ？　外面スス　
　

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

165 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11e13

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒　 

内 10YR4/2 灰黄褐
D 類　瀬戸タイプ？　突帯は肥厚
する程度　　外面スス　　

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

166 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d18

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒　10YR6/3 にぶい黄橙

内 10YR6/3 にぶい黄橙
D 類　瀬戸タイプ？　突帯は幅広
で　外面スス　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

167 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － － － － 外 10YR6/3 にぶい黄橙 10YR4/2

灰黄褐　内 N3/ 暗灰 D 類　瀬戸タイプ　　　 1㎜前後の長石等多量　弥生時代
前期

168 図 20 
図版 19 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d20

302 
3 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒　 

内 7.5YR4/2 灰褐
D 類　垂下する断面三角形の突帯
外面スス　

1 ～ 3㎜の長石等多量　搬入品か
弥生時代前期　

169 図 20 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c17

302 
3 層 － － － － 外 N3/ 暗灰 

内 10YR6/2 灰黄褐
D 類　瀬戸タイプ？　端部下扁平
な突帯　外面スス　　

1 ～ 2㎜の砂粒中量　弥生時代前
期　

170 図 20 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c18

302 
3 層 － － － － 外 10YR6/3 にぶい黄橙 

外 10YR5/2 灰黄褐 D 類　瀬戸タイプ　　　 1 ～ 2㎜前後の砂粒多量　弥生時
代前期　

171 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c17

302 
3 層 (35.0) 15.9 

以上 － 20%
外 10YR5/2 灰黄褐　
N2/ 黒　内 10YR4/2
灰黄褐

2 条突帯　D 類　端部下扁平な突
帯　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量
搬入品？　弥生時代前期

172 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 (34.6) 15.7 

以上 － 10% 
以下

外 10YR5/2 灰黄褐　
N2/ 黒　内 10YR5/2
灰黄褐

2 条突帯　D 類　瀬戸タイプ　外
面スス

反転復元　1 ～ 5㎜の長石等多量
弥生時代前期

173 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 (33.0) 13.8 

以上 － 10%
外 10YR7/2 にぶい黄橙
N2/ 黒　内 10YR4/1
褐灰　10YR4/2 灰黄褐

2 条突帯　D 類　瀬戸タイプ　外
面スス

反転復元　1㎜前後の長石等中量
弥生時代前期

174 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 (33.0) 14.4 

以上 － 口縁部 
10%

外 N2/ 黒　
内 10YR6/3 にぶい黄橙
N3/ 暗灰

2 条突帯　D 類　瀬戸タイプ　外
面スス

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期

175 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c17

302 
3 層 (33.0) 10.3 

以上 － 口縁部 
10%

外 N2/ 黒 
内 10YR5/3 にぶい黄褐

2 条突帯　D 類　瀬戸タイプ　粗
いハケ状条痕　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

176 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 (36.0) 8.8 

以上 － 口縁部 
20%

外 N2 黒 
内 10YR1.7/ 黒 D 類　瀬戸タイプ？　外面スス 反転復元　1 ～ 5㎜の長石等多量

搬入品？　　弥生時代前期　

177 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d14

302 
3 層 (35.0) 7.7 

以上 － 口縁部 
10% 10YR7/2 にぶい黄橙　 D 類　口縁部強く外反　　大型

壺？
反転復元　1 ～ 5㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

178 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － 4.9 

以上 － 体部 
10%

外 N1.5/ 黒　内
10YR3/1 ～ 2/ １　暗
灰～黒

2 条突帯　D 字キザミ　体部上半
ハケ状の条痕　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

179 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 － 10.0 

以上 －
体部 
10%
以下

外 10YR7/2 にぶい黄橙　
N3/ 暗灰　内 10YR5/3 に
ぶい黄橙　N3/ 暗灰

2 条突帯　V 字キザミ　外面スス 反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

土器一覧表（５）
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図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝

高さ 
㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

180 図 21 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c19

302 
3 層 － 10.3 

以上 － 体部 
10％

外 N2/ 黒 
内 N3/ 暗灰 2 条突帯　D 字キザミ　外面スス 反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　

外面スス付着　弥生時代前期　

181 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
3 層 － 13.5 

以上 － 体部 
10%

外 10YR7/2 にぶ黄橙　
N2/ 黒 
内 10YR4/2 灰黄褐　
N2/ 黒

2 条突帯　V 字キザミ　外面スス 反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期

182 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d14

302 
3 層 － － － － 外 10YR5/3 にぶい黄褐 

内 10YR4/1 褐灰
2 条突帯胴部　胴部 2 条の突帯　
先割れの工具で D 字キザミ　外面
ハケ

長石多量に含む　角閃石？　搬入
品　弥生時代前期

183 図 21 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c20

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 2.5Y4/1
2 条突帯胴部　D・V 字キザミ　
胴部下半ハケ　外面スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

184 図 21 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 － － － －

外 N3/ 暗灰　内
10YR5/3 にぶい黄橙・
10YR3/1 黒褐

2 条突帯胴部　D 字キザミ　外面
スス　

1 ～ 3㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

185 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR8/2
灰白 
内 10YR8/2 灰白

2 条突帯胴部　D 字キザミ　外面
スス

1 ～ 3㎜の砂粒多量　弥生時代前
期　

186 図 21 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d14

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 N3/ 暗灰
2 条突帯胴部　D 字キザミ　外面
スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

187 図 21 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c20

302 
3 層 － － － － 外 10YR7/2 にぶい黄褐 

内 10YR3/1 黒褐
2 条突帯胴部　O 字キザミ（押圧）
　外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

188 図 21 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 － － － － 外 N3/ 暗灰～ N2/ 黒 

内 10YR6/3 にぶい黄橙
2 条突帯胴部　D 字キザミ　外面
スス

1 ～ 3㎜の砂粒中量　弥生時代前
期

189 図 21 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d14

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒　内
10YR6/4 にぶい黄橙・
10YR3/2 黒褐

2 条突帯胴部　先割れ工具による
D 字キザミ　外面スス

1 ～ 3㎜の長石等多量　弥生時代
前期

190 図 22 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c18

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒　10YR8/2

灰白　内 10YR8/2 灰白
2 条突帯胴部　V 字キザミ　外面
スス

1㎜までの砂粒多量　弥生時代前
期　

191 図 22 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c20

302 
3 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR7/2
にぶい黄橙 
内 N2/ 黒　10YR6/2
灰黄褐

2 条突帯胴部　D 字キザミ　外面
スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

192 図 22 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c15

302 
2 層 － － － － 外 10YR5/2 灰黄褐 

内 10YR4/1 褐灰 2 条突帯胴部　キザミなし　 1 ～ 2㎜の長石等多量　弥生時代
前期

193 図 22 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 － － － －

外 2.5Y5/1 黄灰　N4/
灰 
内 2.5Y4/1 黄灰

2 条突帯胴部　縦長 D 字キザミ　
外面スス

1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

194 図 22 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 N4/ 灰
2 条突帯胴部　D 字キザミ　外面
スス

1 ～ 3㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

195 図 22 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 － － － － 外 5Y4/1 灰 

内 N3/ 暗灰
2 条突帯胴部　V 字キザミ　外面
スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

196 図 22 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 － － － － 2.5Y3/1 黒褐 2 条突帯胴部　突帯は薄く粘土を

貼付　キザミなし　
1 ～ 5㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

197 図 22 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
3 層 (19.0) 6.6 

以上 － 口縁部 
10% 以下

外 7.5YR4/1 褐灰　N2/ 黒 
内 N3/ 暗灰

1 条突帯　B 類　断面半円状の突
帯　D 字キザミ　外面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の長石等中量
弥生時代前期

198 図 22 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a21

302 
3 層 (12.0) 3.0 

以上 － 口縁部 
10%

外Ｎ 1.5/ 黒 
内 7.5YR4/1 褐灰

1 条突帯　D 類　帯状の低い突帯
外面スス

反転復元　1㎜までの砂粒中量　
弥生時代前期

199 図 22 
図版 20 

突帯文土器
深鉢

3-3  
F11b18

302 
3 層 － － － 口縁部 

10%
外 N2/ 黒　10YR6/1
褐灰　内 10YR5/1 褐灰

1 条突帯　D 類　垂下する扁平な
突帯　外面スス

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期

200 図 22 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b21

302 
3 層 (18.0) 6.7 

以上 － 口縁部 
15%

外 7.5YR6/4 にぶい橙
N2/ 黒 
内 7.5YR6/4 にぶい橙

1 条突帯　D 類　突帯は肥厚する
程度　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

201 図 22 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 18.6 5.0 

以上 － 10％ 
以下

外 N2/ 黒　 
内 7.5YR5/2 灰褐

1 条突帯　D 類　垂下する扁平な
突帯　外面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

202 図 22 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
3 層 (32.0) 7.1 

以上 －
口縁部 
10%
以下

外 N2/ 黒 
内 10YR3/1 黒褐

口縁部外反　端部は丸く突帯は無
頸部付近断面三角形の突帯　外面
スス

反転復元　1㎜程度の長石等中量
搬入品　弥生時代前期

203 図 22 
図版 20

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c17

302 
3 層 (24.0) 2.9 

以上 －
口縁部 
10%
以下

外 N2/ 黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

口縁部強く外反　外端面 O 字キ
ザミ　端部外面突帯無　外面スス

反転復元　1㎜までの砂粒多量　
弥生時代前期

204 図 22 
図版 20

突帯文系土
器　深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 (24.0) 3.2 

以上 － 口縁部 
10%

外 N2/ 黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

口縁部強く外反　口縁端部外方に
面　外面スス

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期　

205 図 22 突帯文土器
鉢

3-3 
F11c19

302 
3 層 (15.0) 8.1 

以上 － 口縁部 
20%

外 10YR4/1 褐灰　N2/
黒 
内 10YR4/1 褐灰　

体部から口縁部内湾　端部丸く　
外面ハケ状工具による条痕　外面
スス　

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期

206 図 22 突帯文土器
鉢

3-3 
F11b22

302 
3 層 (15.0) 6.0 

以上 － 口縁部 
15%

外 10YR5/2 灰黄褐　
N2/ 黒 
内 10YR7/4 にぶい黄橙

口縁部内湾ぎみに外傾　端部尖り
気味　外面スス

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

207 図 22 
図版 20

突帯文土器
壺

3-3 
F11b18

302 
3 層 (14.4) 17.8 

以上 － 口頸部 
30%

外 10YR5/2 灰黄褐
10YR3/1 黒褐　内
10YR3/2 黒褐 

頸部から口縁部やや外傾　端部外に
垂下する断面三角形の突帯　突帯上
D 字キザミ　頸部ヘラミガキ状条
痕　体部下から上へのヘラケズリ

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期

208 図 22 
図版 20

突帯文土器
壺

3-1 
F11c16

302 
3 層 (15.0) 7.2 

以上 － 口縁部 
25%

外 N2/ 黒 
内 10YR3/1 黒褐

頸部直立気味　口縁部外反　端部
外面に垂下する断面三角形の突帯
口縁端部 V 字・突帯上 D 字キザ
ミ　外面条痕・スス

反転復元　1㎜前後の長石等多量
搬入品？　弥生時代前期

209 図 22 
図版 20

突帯文土器
壺

3-3 
F11a20

302 
3 層 (10.4) 12.2 

以上 － 口縁部 
95%

外 10YR5/2 灰黄褐　 
内 10YR5/2 灰黄褐　
N2/ 黒

口頸部ほぼ直立　端部外面断面三
角形の無キザミ突帯　体部外面条
痕 ( ヘラケズリ )

反転復元　1 ～ 5㎜大の長石・片
岩中量　搬入品　弥生時代前期

210 図 22 
図版 20

突帯文土器
壺

3-3 
F11a20

302 
3 層 (13.2) 5.8 

以上 － 口縁部 
25%

外 10YR8/1 灰白 
内 7.5YR7/3 にぶい橙

頸部から口縁部かけて外反　口縁
端部外面扁平な突帯　端部・突帯
上に V 字キザミ

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

211 図 22 突帯文土器
壺

3-1 
F11b18

302 
3 層 (13.5) 4.7 

以上 － 口縁部 
20%

外 10YR5/2 灰黄褐　
N2/ 黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

口頸部やや外傾　端部下断面三角
形の突帯　突帯上先割れの工具に
よる D 字キザミ　

反転復元　1 ～ 10㎜の長石・片
岩等含む　搬入品　弥生時代前期

212 図 22 
図版 20 

突帯文土器
壺

3-3 
F11d15

302 
3 層 (14.0) 4.6 

以上 － 口縁部 
15％ 5YR6/6 橙 口縁部強く外反　端部下扁平な突

帯　突帯上 D 字キザミ　籾殻痕？
反転復元　1 ～ 3㎜の長石・片岩
等多量　弥生時代前期

213 図 22 突帯文土器
壺

3-3 
F11a20

302 
3 層 (14.0) 2.6 

以上 － 口縁部 
15% 5YR7/6 橙 口縁部強く外反　端部下扁平な突

帯　突帯上 D 字キザミ　
反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量
弥生時代前期

土器一覧表（６）
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番号

図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝

高さ 
㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

214 図 22 突帯文土器
壺

3-1 
F11b17

302 
3 層 (13.4) 5.6 

以上 － 口縁部 
10% 7.5YR5/2 灰褐

口頸部外反　端部外面幅広で扁平
な突帯　突帯上キザミ　頸部外面
条痕

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

215 図 22 突帯文土器
壺

3-3 
F11d16

302 
3 層 (13.0) 6.0 以

上 － 口縁部 
50％

外 10YR5/2 灰黄褐　 
内 10YR4/2 灰黄褐

口縁部強く外反　端部より下がっ
た位置に突帯　口縁端部・突帯上
V 字キザミ　頸部蔓巻

反転復元　2 ～ 3㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

216 図 22 
図版 20

突帯文土器
壺

3-1 
F11b18

302 
3 層 (14.0) 6.7 

以上 － 口縁部 
25%

外 5YR4/2 灰褐　N2/
黒 
内 10YR4/2 灰黄褐

頸部直立気味　口縁部外反　端部
外面に幅広の突帯　突帯上を 3 段
に分割したのちタテ方向の D 字キ
ザミ

反転復元　1 ～ 3㎜の長石等中量
角閃石・金雲母多量　搬入品　弥
生時代前期

217 図 22 
図版 20

突帯文土器
壺

3-3 
F11d19

302 
3 層 (9.6) 3.2 

以上 － 口縁部 
15％ 10YR6/2 灰黄褐

端部下を肥厚させ、その下に断面
三角形の突帯を付し、2 段突帯を
成形　突帯上Ｖ字キザミ

反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量
弥生時代前期

218 図 22 突帯文土器
壺

3-3 
F11a21

302 
3 層 (14.4) 7.7 

以上 － 口縁部 
10%

7.5YR7/4 にぶい橙　
10YR6/2 灰黄褐

口頸部やや外傾　口縁端部付近で
外反　端部下肥厚　外面板状工具
ナデ

反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量
搬入品　弥生時代前期

219 図 22 突帯文土器
壺

3-3 
F11d14

302 
3 層 (12.0) 3.0 

以上 － 口縁部 
15％ 10YR7/3 にぶい黄橙 口縁部強く外反　端部下扁平な突

帯　キザミなし
反転復元　1 ～ 3㎜の長石等多量
弥生時代前期

220 図 22 
図版 20

突帯文土器
壺

3-1 
F11c16

302 
3 層 (9.0) 3.8 

以上 － 口縁部 
20%

外 10YR6/3 にぶい黄橙 
内 10YR4/1 褐灰

体部から頸部にかけて内傾　口縁
部外反　端部外面に幅広の突帯　

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

221 図 22 
図版 21

条痕文系 
壺

3-3 
F11a19

302 
3 層 (13.0) 3.4 

以上 － 口縁部 
15%

外 10YR4/2 灰黄褐　
N3/ 灰 
内 10YR4/2 灰黄褐

口縁部外傾　端部丸い　外面条痕
のち幅広の沈線　

反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量
金雲母含む　搬入品　弥生時代前
期

222 図 22 
図版 21

条痕文系　
壺

3-3 
F11c20

302 
3 層ほか (13.7) 10.8 

以上 －
口頸部 
10％
以下

外 N3/2 黒褐 
内 10YR3/1 黒褐

口縁部緩やかに外反　頸部断面三
角形の突帯　口縁部から頸部にか
けて沈線 10 数条

反転復元　1㎜までの長石等中量
搬入品　弥生時代前期

223 図 22 
図版 21 

条痕文土器
　甕？

3-3 
F11d14

302 
3 層 － － － － 外 10YR3/1 黒褐 

内 10YR2/1 黒　 二又工具による羽状条痕 1 ～ 3㎜の長石等多量　搬入品　
弥生時代前期　樫王～水神平式

224 図 22 
図版 21

条痕文土器
壺

3-3 
F11d16

302 
3 層 － － － －

外 10YR4/2 灰黄褐　
10YR2/1 黒 
内 10YR3/2 黒褐　

二又工具による条痕
1 ～ 3㎜の長石等多量　金雲母含
む　搬入品　弥生時代前期　樫王
～水神平式

225 図 22 
図版 21

条痕文土器
壺

3-3 
F11d18

302 
3 層 － － － －

外 10YR4/2 灰黄褐　 
内 10YR4/2 灰黄褐　
N3/ 暗灰

二又工具による条痕 1㎜前後の長石等多量　搬入品　
屋よ時代前期　樫王～水神平式

226 図 22 
図版 21

条痕文土器
壺

3-3 
F11c16
　d15

302 
3 層 － 5.9 

以上 － 外 N3/ 暗灰 
内 N2/ 黒

肩部 D 字キザミを施した貼付突帯
2 条　突帯を区切るこぶ状突起　
突起上キザミ　外面突帯上ハケ・
突帯下条痕

反転復元　1㎜前後の長石等多量
搬入品　弥生時代前期

227 図 22 
図版 21

条痕文土
器？　壺

3-3 
F11d17

302 
3 層 － 10.7 

以上 － 10% 
以下 10YR4/1 褐灰　 肩部 D 字キザミを施した貼付突帯

　
反転復元　1 ～ 4㎜の砂粒中量　
弥生時代前期　在地胎土？

228 図 23 
図版 21 

突帯文土器
　

3-3 
F11b18

302 
3 層 － 4.3 

以上 7.7 底部 
95%

外 10YR4/1 褐灰 
内 1N3/ 暗灰 平底　外面ヘラケズリ　 1 ～ 3㎜の長石・片岩多量　搬入

品　弥生時代前期

229 図 23 突帯文土器
　

3-3 
F11c21

302 
3 層 － 3.2 

以上 5.5 底部 
80%

外 10YR6/2 灰黄褐　
N3/ 暗灰 
内 N2/ 黒

平底　外面ケズリ 反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

230 図 23 
図版 21

突帯文土器
　

3-1 
F11c17

302 
3 層 － 4.6 

以上 6.4 底部 
100%

外 7.5YR5/2 灰褐　 
内 7.5YR4/1 褐灰　

平底　底部中央やや窪む　外面強
いナデ　外底部は回転を利用した
ナデ ( ケズリ )

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

231 図 23 
図版 21

弥生土器 
甕？

3-3 
F11d16

302 
3 層 － 4.0 

以上 6.3 底部 
100%

外 10YR7/2 にぶい黄橙
N2/ 黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

内外面ナデ 1 ～ 5㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

232 図 23 突帯文土器
　

3-3 
F11a20

302 
3 層 － 3.1 

以上 5.7 底部 
100%

外 10YR3/1 黒褐　
10YR7/2 にぶい黄橙　
内 10YR3/1 黒褐

平底　外面ハケ状の条痕　 一部反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中
量　弥生時代前期

233 図 23 突帯文土器
　

3-3 
F11a20

302 
3 層 － 2.7 

以上 (6.8) 底部 
80%

外 N2/　黒 ( スス )　
10YR4/2 灰黄褐　内
10YR4/1 褐灰

平底　 反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期

234 図 23 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 － 4.9 

以上 6.8 底部 
40%

外 2.5Y3/1 黒褐 
内 10YR4/2 灰黄褐　
N2/2

底部丸みを帯びる　体部外面ヘラ
ケズリ

反転復元　1 ～ 2㎜の長石等多量
金雲母含む　搬入品　弥生時代前
期

235 図 23 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11b18

302 
3 層 － 5.2 

以上 2.8 底部 
100%

外 10YR8/3 浅黄橙 
内 10YR3/1 黒褐 尖底 反転復元　1㎜前後の長石等多量

弥生時代前期

236 図 23 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
3 層 － 5.6 

以上 2.4 底部 
100%

外 10YR7/2 にぶい黄橙 
内 10YR6/2 灰黄褐　
N2/2

尖底 一部反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多
量　弥生時代前期

237 図 23 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b17

302 
3 層 － 9.8 

以上 2.8 底部 
100%

外 10YR7/2 にぶい黄橙
N2/ 黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

尖底　外面タテ方向ケズリ ( 条痕 )
外面スス

一部反転復元　1㎜までの砂粒中
量　弥生時代前期

238 図 23 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c16

302 
3 層 － 7.7 

以上 3.2 底部 
100%

外 10YR4/1 褐灰　N3/
暗灰 
内 N3/ 暗灰

尖底　外面タテ方向ミガキ ( ナデ )
　

一部反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒中
量　弥生時代前期

239 図 23 弥生土器 
甕？

3-3 
F11e15

302 
3 層 － 9.5 

以上 (6.0) 底部 
30%

外 10 ＹＲ 5/2 灰黄褐
10 ＹＲ 4/1 褐灰　内Ｎ
3/ 暗灰

平底　外面全体ハケ 反転復元　1 ～ 3㎜の長石等中量
搬入品？　弥生時代前期

240 図 23 
図版 21 

弥生土器　
壺蓋

3-3 
F11d17

302 
2 層 (13.0) 2.2 

以上 － 10% 外 N2/ 黒 
内 10YR6/2 灰黄褐

円盤状　天井部中央円穴　外面ヘ
ラミガキ黒色物塗布

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

241 図 23 
図版 21 

弥生土器 
壺

3-3 
F11c15

302 
2 層 (9.8) 9.9 

以上 － 口縁部 
45%

外 10YR7/3 にぶい黄橙 
内 10YR6/3 にぶい黄橙

口縁部ほぼ直線的に外傾　端部丸い
口頸部境断面三角形に削出突帯

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

242 図 23 
図版 21

弥生土器 
壺

3-3 
F11c17

302 
サブトレ (14.2) 5.0 

以上 － 口縁部 
20％

外 5YR4/1 褐灰 
内 7.5YR5/2 灰褐

口縁部短く外反　端部は丸い　端
部下紐穴　口頸部境は 2 条の沈線
内外面ヘラミガキ　外面黒色物塗
布

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

243 図 23 
図版 21

弥生土器 
壺

3-3 
F11c18・

a20

302 
2´ 層ほ

か
14.0 4.9 

以上 － 口縁部 
20%

外 7.5YR3/1 黒褐 
内 10YR6/3 にぶい黄橙

口縁部ゆるやかに外反　端部丸い
口頸部境幅広の沈線　外面ハケの
ちヘラミガキのち黒色物塗布　内
面ヘラミガキ　

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期中段階

244 図 23 弥生土器 
壺

3-1 
F11c15

302 
2 層 (18.0) 2.8 

以上 － 口縁部 
10%

外 7.5YR5/2 灰褐 7.5
ＹＲ 3/1 黒褐　内 7.5
ＹＲ 5/2 灰褐

口縁部短く外反　端部外方に面　
内外面ヘラミガキ

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

245 図 23 
図版 21

弥生土器 
壺

3-3 
F11a19

302 
2 層 (22.8) 8.4 

以上 － 口縁部 
30%

外 7.5YR3/1 黒褐 
内 7.5YR4/1 褐灰

口縁部強く長く外反　外端面有軸
羽状文　頸部貼付突帯 3 条以上　
突帯上押圧キザミ　内外面ヘラミ
ガキ

反転復元　1 ～ 3㎜の長石等多量
搬入品　弥生時代前期新段階

246 図 23 
図版 21

弥生時代 
壺

3-3 
F11b21

第 2 サ
ブトレ (28.0) 2.3 

以上 － 口縁部 
10% 10YR7/3 にぶい黄橙 口縁部は強く開く　端部は丸い　

外面ハケ
反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期新段階

土器一覧表（７）
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番号

図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝

高さ 
㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

247 図 23 
図版 21 

弥生土器 
壺

3-3 
F11c17

302 
2´ 層 － － － － 外 10YR7/2 にぶい黄橙 

内 10YR5/1 褐灰 頸体部境　沈線間刺突（竹管）文 1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期中段階

248 図 23 弥生土器 
壺

3-3 
F11d15

302 
2 層 － 8.5  

以上 － 頸体部境 
10%

外 10YR3/1 黒褐 
内 10YR2/1 黒

頸体部境沈線４条以上　外面ハケ
調整部分的にヘラミガキ

反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
弥生時代前期中段階

249 図 23 弥生土器 
壺

3-3 
F11a20

302 
2´ 層

（肩上）
－ 4.3 

以上 －
頸部 
10%
以下

外 7.5YR5/2 灰褐 
内 7.5YR6/2 灰褐

頸体部境段　段下沈線 3 条　外面
ハケのちヘラミガキ

反転復元　1㎜前後の長石中量　
弥生時代前期中段階

250 図 23 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a21 

302 
2´ 層 (29.0) 8.9 

以上 － 口頸部 
15%

外 10YR4/2 灰黄褐
10YR8/3 灰白　
内 10YR3/1 黒褐

2 条突帯　A 類　口縁端部より下
がった位置に断面三角形の突帯　
Ⅴ字キザミ

反転復元　1㎜前後の長石等多量
搬入品？　弥生時代前期

251 図 23 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c15

302 
2 層 (36.0) 22.8 

以上 － 10%
外 10YR6/3 にぶい黄橙
N2/ 黒 
内 10YR3/1 黒褐

2 条突帯　A 類　端部下垂下する
断面三角形の突帯　D 字キザミ　
体部径は口径を凌駕　外面ヘラ先
による条痕・スス

反転復元　1 ～ 3㎜の長石等中量
搬入品　弥生時代前期

252 図 23 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-3  
F11b17

302 
2 層 (28.0) 6.0  

以上 － 口縁部 
10%

10YR5/3 にぶい黄褐　
N2/ 黒

B 類　端部下部低い断面三角形の
突帯　押圧状キザミ　外面スス付
着

反転復元　1 ～ 5㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

253 図 23 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
2 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR3/1
黒褐 
内 10YR3/2 黒褐

A 類　瀬戸タイプ　V 字キザミ　
突帯下円穴　外面スス　　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

254 図 23 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c15

302 
2 層 － － － － 外 10YR6/2 灰黄褐 

内 10YR7/2 にぶい黄橙
A 類　瀬戸タイプ？　V 字キザミ
　　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

255 図 23 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c15

302 
2 層 － － － －

外 N2/ 黒　10YR4/1
褐灰 
内 10YR6/2 灰黄褐

A 類　瀬戸タイプ　V 字キザミ　
外面スス　　　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

256 図 23 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a19

302 
1 層 － － － － 外 N2/ 黒　 

内 7.5YR4/2 灰褐
A 類　口縁部肥厚　V 字キザミ　
外面スス

1㎜前後の砂粒・クサリ礫　雲母
中量　弥生時代前期

257 図 23 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b18

302 
2 層 － － － － 10YR3/1 黒褐 B 類　端部下断面三角形の突帯　

V 字キザミ　　　　
1 ～ 2㎜の長石等少量　金雲母有
搬入品　弥生時代前期

258 図 23 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a21

302 
2´ 層 － － － －

外 N2/ 黒　2.5Y4/1 黄
灰 
内 10YR7/2 にぶい黄橙

B 類　口縁部 2 条の突帯　D 字キ
ザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

259 図 23 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11b18

302 
2 層 － － － －

外 N2/ 黒　 
内 7.5YR4/2 灰褐　
N2/ 黒

B 類　端部下扁平な突帯　V 字キ
ザミ　外面スス　　　

1㎜前後の長石等中量　搬入品　
弥生時代前期

260 図 23 
図版 21 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
2´´ 層 － － － － 外 10YR3/1 黒褐　

内 10YR4/2 灰黄褐　N2/ 黒
B 類　口縁部肥厚　D・V 字キザ
ミ　　

1 ～ 2㎜の長石等多量　搬入品　
弥生時代前期　

261 図 23 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
2´ 層

（肩上）
－ － － － 外 N3/ 暗灰 

内 10YR7/2 にぶい黄橙 C 類　瀬戸タイプ　突帯下線刻 1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

262 図 23 
図版 21 

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a20

302 
2´ 層 － － － － 外Ｎ 2/ 黒 

内 10YR7/3 にぶい黄橙
C 類　端部下扁平で幅広の突帯　
外面スス　

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

263 図 24 突帯文土器
深鉢

3-1 
F11c15

302 
2 層 (36.0) 5.2 

以上 －
口縁部 
10%
以下

外 10YR7/3 灰にぶい黄
橙 
内 10YR4/2 灰黄褐

A 類　瀬戸タイプ　口縁端部 D
字・突帯上縦長 D 字キザミ　　　

反転復元　1㎜前後の砂粒多量　
弥生時代前期

264 図 24 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c14

302 
2´ 層 (38.0) 10.5 

以上 －
口縁部 
10%
以下

外 10YR5/2 灰黄褐　
10YR3/1 黒褐　内 N3/
暗灰

A 類　口縁下垂下する断面三角形
の突帯　V 字キザミ　体部外面繊
維状原体による条痕

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

265 図 24 
図版 21

突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a21

302 
2´ 層 (18.8) 10.1 

以上 － 10% N1.5/ 黒
B 類　頸体部ほぼ直立　口縁部わ
ずかに外傾　瀬戸タイプ？　V 字
キザミ　外面ケズリ ( 条痕 )　外
面スス

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

266 図 24 
図版 21

突帯文土器
壺

3-3 
F11a19

302 
1 層 (17.6) 6.2 

以上 －
口縁部 
10％
以下

外 10YR6/3 にぶい黄橙 
内 10YR6/2 灰黄褐

B 類　端部下扁平な突帯　V 字キ
ザミ　スス付着なく壺の可能性も

反転復元　1 ～ 3㎜の長石・片岩
等多量　搬入品　弥生時代前期

267 図 24 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11c16

302 
2´´ 層 － － － － 外 N2/ 黒 

内 10YR6/2 灰黄褐
2 条突帯胴部　上下 2 段に区画　
線状の細いキザミ　外面スス

1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期　

268 図 24 
図版 21

突帯文土器
壺

3-3 
F11d17

302 
2 層 (14.0) 3.4 

以上 － 口縁部 
10%

外 10YR7/2 にぶい黄橙 
内 10YR6/2 灰黄褐

口縁部ほぼ直立　端部外断面三角
形の突帯　突帯上 D 字キザミ　内
外面貝殻状の条痕

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒多量　
弥生時代前期

269 図 24 
図版 21

突帯文土器
壺

3-3 
F11a21

302 
2 層 (6.1) 5.6 

以上 － 口縁部 
20%

外 10YR5/2 灰黄褐　
N2/ 黒 
内 10YR5/2 灰黄褐

口頸部ほぼ直立　端部外やや垂下
する突帯　突帯上 V 字キザミ　

反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

270 図 24 
図版 21

突帯文土器
壺

3-1 
F11b18

302 
2 層 (9.4) 4.2 

以上 － 口縁部 
15% 10YR6/3 にぶ黄橙 頸部直立　端部外突帯　突帯上 D

字キザミ　頸部外面ハケ
反転復元　1 ～ 2㎜の砂粒中量　
弥生時代前期

271 図 24 
図版 21

突帯文土器
壺

3-3 
F11a21

302 
2 層 － － － － 外 10YR5/3 にぶい黄褐 

内 10YR5/4 にぶい黄褐 胴部中位にキザミ２列 1 ～ 3㎜の長石等多量に含む　弥
生時代前期

272 図 24 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11d16

302 
2 層 － 5.7 

以上 3.7 底部 
50%

外 N2/ 黒　10YR7/2
にぶい黄橙　内
10YR3/1 黒褐

尖底 1 ～ 3㎜の砂粒多量　弥生時代

273 図 24 突帯文土器
深鉢

3-3 
F11a22

302 
2 層 － 3.9 

以上 1.9 底部 
100% 10YR7/3 にぶい黄橙 尖底 反転復元　1㎜前後の長石等多量

弥生時代前期

274 図 24 
図版 21

条痕文土器
　深鉢？

3-3 
F11e18

302 
1 層 － － － － 10YR4/2 灰黄褐 細かい横方向の条痕 1㎜前後の長石等多量　金雲母含

む　搬入品

275 図 24 
図版 21

浮線文系 
壺

3-3 
F11c16

302 
2 層 (22.0) 3.9 

以上 －
口頸部 
10％
以下

外 N2/ 黒 
内 N3/ 暗灰

口縁部内傾　口縁部工字文　頸部
キザミ目突帯　内外面丁寧なヘラ
ミガキ

反転復元　1㎜前後の長石等多量
搬入品（北陸）　弥生時代前期

276 図 25 
図版 22

弥生土器 
壺

3-3 
F11d17

緑灰細砂
シルト (16.0) 6.3 

以上 － 口縁部 
15%

外 5YR4/1 褐灰 
内 10YR6/2 灰黄褐

口縁の端部付近強く外反し、端部
にキザミ　口頸部境強くヨコナデ
して成形した削出突帯　内外面ヘ
ラミガキ　外面黒色物塗布

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒多量　
弥生時代前期中段階

277 図 25 
図版 22 

弥生土器 
壺

3-3 
F11a21 302 － － － － 体部 2 種の二又工具による縦方向

区画線　直線文・波状文
1㎜前後の長石等多量　搬入品　
弥生時代中期

278 図 25 
図版 22 

弥生土器 
壺

3-3 
F12a1

313 
B-3 層 (20.0) 5.0 

以上 － 口縁部 
30% 7.5YR7/4 にぶい橙 口縁部は外反・端部は外方に面　

外面ヘラミガキ
反転復元　1㎜前後の砂粒少量　
弥生時代後期

279 図 25 
図版 22 

弥生土器 
高杯

3-3 
E11y24

313 
B-3 層 (18.6) 5.3 

以上 － 口縁部 
20% 10YR7/3 にぶい黄橙 口縁部は短く外傾　端部は斜め上

方に面　内外面ヘラミガキ
反転復元　1㎜前後の砂粒少量　
弥生時代後期

280 図 25 弥生土器 
高杯

3-3 
F11b22

313 
B-3 層 － 10.4 

以上 － － 10YR6/2 灰黄褐 脚柱部２段・５方向の円穴 一部反転復元　1 ～ 3㎜の長石等
少量　　弥生時代後期

281 図 25 弥生土器 
高杯

3-3 
E11y23

313 
B-3 層 (18.7) 5.4 

以上 － 脚柱部 
100% 10YR7/4 にぶい黄橙 脚柱から裾部にかけて外湾気味に

開く　裾部の４方向に円穴
一部反転復元　1㎜前後の赤色砂
粒等多量　庄内併行期

土器一覧表（８）
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番号

図・     
図版 
番号

種類 
器種

調査区 
地区

遺構 
層位

口径 
㎝

高さ 
㎝

底径 
㎝ 残存率 色   調 形態・技法 備   考

282 図 25 弥生土器 
高杯

3-3 
F11a23

313 
B-3 層 － 8.4 

以上 － 50% 10YR7/4 にぶい黄橙 裾部は内湾気味に開く　円穴　坏
部は椀形か

一部反転復元　胎土緻密　庄内併
行期

283 図 25 
図版 22 

土師器 
高杯

3-3 
F11a23

313 
B-3 層 17.4 5.2 

以上 － 杯部 
50%

外 10YR8/3 浅黄橙 
内 10YR7/4 にぶい黄橙

口縁部はわずかに屈曲して外傾　
端部は尖り気味 反転復元　胎土良　古墳時代前期

284 図 25 
図版 22 

土師器 
高杯

3-3 
F11a23

313 
B-3 層 － 6.9 

以上
裾部径 
11.4

脚部
80％ 2.5Y7/2 灰黄 脚柱部内面ラセン巻き上げ・シボ

リ、ヘラケズリ
反転復元　1㎜前後の砂粒中量　
古墳時代前期

285 図 25 
図版 22 

土師器 
高杯

3-3 
F11a23

313 
B-3 層 － 8.3 

以上
裾部径 
10.4

脚部
90％ 2.5Y6/1 黄灰 脚柱部長く裾部強く外反　脚柱部

内面シボリ痕　外面粗い面取り
1 ～ 3㎜の砂粒多量　古墳時代前
期

286 図 25 土師器 
鉢

3-3 
F11a23

313 
B-3 層 (14.0) 5.3 

以上 － 口縁部 
50% 10YR6/3 にぶい黄橙 口縁部短く屈曲　端部尖り気味　

体部内外面ヘラミガキ
反転復元　胎土密　　古墳時代前
期

287 図 25 
図版 22 

須恵器 
杯蓋

3-3 
E11y24

313 
B-3 層 15.2 4.4 － 90% N4.5/ 灰 口縁部・天井部の境は比較的明瞭

口縁端部は内傾する段を有す
1 ～ 3㎜の砂粒少量　古墳時代後
期

288 図 25 
図版 22

須恵器 
杯蓋

3-3 
E11y24

313 
B-3 層 12.8 3.3 － 65% N5/ 灰

口縁部は丸い天井部から内湾気味
に続く　天井部との境は不明瞭　
端部は丸い

1 ～ 5㎜の長石等少量　古墳時代
後期

289 図 25 
図版 22 

須恵器 
杯身

3-3 
E11y24

313 
B-3 層 12.8 4.3 － 95% 10YR6/2 灰黄褐 受部は横方向に開く　口縁部は内

傾・端部は尖り気味
1 ～ 3㎜の長石等少量　古墳時代
後期

290 図 25 
図版 22 

須恵器 
杯身

3-3 
E11y24

313 
B-3 層 11.0 3.8 － 100% N6/ 灰 受部は短く上方に折れる　口縁部

は短く内傾・端部は尖る
1㎜前後の長石等少量　古墳時代
後期

291 図 25 
図版 22 

須恵器 
杯身

3-3 
E11y24

313 
B-3 層 11.2 3.7 － 95% N5/ 灰 受部は短く上方に折れる　口縁部

は短く内傾・端部は尖り気味
1 ～ 3㎜の長石等少量　古墳時代
後期

292 図 25 弥生土器
壺

3-3 
F11e20

313 
A-2 層 (14.0) 4.4 

以上 － 口縁部 
20% 7.5YR7/2 明褐灰 口縁部短く外反　口頸部境は１条

の沈線　内外面ヘラミガキ　
反転復元　1㎜前後の長石等多量
弥生時代前期中段階

293 図 25 弥生土器 
壺

3-3 
F11a22

313 
B-1 層 － 4.1 

以上 6.6 底部 
95%

外 2.5Y7/3 浅黄 
内 5Y3/1 オリーブ黒 平底　 一部反転復元　胎土密　

294 図 25 弥生土器 
甕

3-3 
E11y21

313 
B-2 層 － 2.7 

以上 4.8 底部 
100% 7.5YR5/2 灰褐 外端部わずかに外方に拡張　外底

面ヘラケズリ
一部反転復元　1 ～ 3㎜長石・石
英等多量　弥生時代

295 図 25 弥生土器 
高杯

3-3 
E11y23

313 
B-1 層 (18.6) 3.9 － 口縁部 

15%
外 7.5YR7/2 明褐灰 
内 7.5YR7/3 にぶい橙

口縁部は短く外上方へ立ち上がる
端部は丸い　内外面ヘラミガキ

反転復元　1㎜前後の長石等少量
弥生時代後期

296 図 25 弥生土器 
高杯

3-3 
E11y21

313 
B-2 層 － 3.9 

以上 － 脚柱部 
80% 10YR8/2 灰白 脚柱部はハの字に開く　３方向に

円穴　外面ヘラミガキ
一部反転復元　1㎜前後の赤色砂
粒等少量　弥生時代後期

297 図 25 弥生土器 
高杯

3-3 
E11y23

313 
B-2 層 － 4.2 

以上 － 脚柱部 
100% 7.5YR8/3 浅黄橙

脚柱部はハの字に開く　脚柱部は
棒状のものに粘土を巻きつけて成
形

反転復元　1㎜までの微砂粒多量
弥生時代後期末

298 図 25 
図版 22

土師器 
高杯

3-3 
F11a22

313 
B-1 層 － 6.8 

以上
裾部径 
13.4

脚部
80％ 10YR6/3 にぶい黄橙 脚柱部外面面取り・内面ラセン巻

き上げ・シボリ
1㎜前後の砂粒多量　古墳時代前
期

299 図 25 
図版 22

須恵器 
杯身

3-3 
E11x25

313 
B-1 層 13.6 5.0 － 85% N6/ 灰

受部は横方向に短く開く　口縁部
は長く内傾・端部わずかに内傾す
る段をもつ

1㎜前後の長石等少量　古墳時代
後期

300 図 25 
図版 22

須恵器 
杯身

3-3 
E11y23・

24
313 

B-1･2 層 12.6 4.35 － 80% N5/ 灰 受部は横方向に短く開く　口縁部
は長く内傾・端部は丸い

外底面ヘラ記号　1 ～ 3㎜の長石
等少量　古墳時代後期

301 図 25 
図版 22 

須恵器 
杯身

3-3 
E11y24

313 
B-1 層 11.7 3.8 － 95% N5/ 灰 受部は横方向に開く　口縁部は短

く内傾・端部は尖り気味
1㎜前後の長石等多量　古墳時代
後期

302 図 25 
図版 22 

須恵器 
杯身

3-3 
F11f16

313 
A-2 層 13.3 3.4 － 100% 外 N6/ 灰　内 N5/ 灰 体部は浅い　受部は横方向に開く

口縁部は強く内傾　端部は丸い
外面自然釉　1 ～ 3㎜の長石等少
量　古墳時代後期

303 図 25 
図版 23

須恵器 
杯身

3-3 
F11f16

313 
A-2 層 12.3 3.8 － 98% N6/ 灰

受部は横上方に開く　口縁部は短
く上方に立ち上がる　端部は尖り
気味

φ～ 2㎜の長石等中量　古墳時代
後期

304 図 25 土師器 
甕

3-3 
F11e17

313 
A-2 層 (14.4) 4.8 

以上 － 口縁部 
25% 10YR5/2 灰黄褐 口縁部強く外反　端部外方に面　

外面スス付着
反転復元　1㎜前後の長石等中量
搬入品　古墳時代前期

305 図 25 
図版 23

土師器 
甕

3-3 
E11y25

313 
B-1 層 (26.1) 5.9 

以上 － 口縁部 
10%

外 7.5YR5/2 灰褐 
内 10YR3/1（黒褐）

口縁端部は上方へ拡張　外面縦方
向ハケ　内面口縁横ハケ・体部ヘ
ラケズリ

反転復元　胎土密　古墳時代

306 図 25 
図版 23

土師器 
甕

3-3 
F11a21・

22
313 

B-1 層 (18.4) 5.0 
以上 － 口縁部 

25% 10YR5/3 にぶい黄褐
口縁部くの字に屈曲　端部上方に
摘み上げ・外方に面　　口縁部内
面・体部外面ハケ調整

反転復元　1㎜前後の長石等中量
古墳時代

307 図 25 土師器 
高杯

3-3 
F11b22

313 
B-1 層 － 4.8 

以上 － 脚栓部 
100% 2.5Y7/3 浅黄 内外面回転ナデ 反転復元　1 ～ 2㎜前後の片岩・

クサリ礫少量　古墳時代

308 図 25 須恵器 
杯蓋

3-3 
E11y24・

a24
313 

B-1 層 13.8 1.6 － 25% 10YR6/1 褐灰
平坦な天井部に擬宝珠様の扁平な
つまみ　口縁部は短く下方に折れ
る

一部反転復元　1㎜前後の長石等
少量　奈良時代

309 図 25 須恵器 
壺

3-3 
F11f15

313 
A-2 層 7.6 6.2 

以上 － 口頸部 
90% N6/ 灰 頸部は長く口縁部は横方向に開く

端部は上下に拡張・外方に面 反転復元　胎土緻密　奈良時代

310 図 25 須恵器 
壺？

3-3 
F11d18

313 
A 層 － 2.3 

以上 7.2 高台部
20％

外 2.5YR5/1 赤灰 
ない 5Y3/1 オリーブ黒 反転復元　胎土密　奈良時代

311 図 25 
図版 23

土師器 
鍋？

3-3 
E11y23

313 
B-1 層 （34.0） 5.1 

以上 － 口縁部 
10%

外 7.5YR6/3 にぶい褐 
内 7.5YR6/4 にぶい橙・
N3/ 灰

口縁部は強く外反、口縁部上方へ
わずかに拡張、体部最大径は頸部
付近

反転復元　　

312 図 25 
図版 23

土師器 
甕

3-3 
E12y1

313 
B-2 層 (13.0) 7.0 

以上 － 底部 
10%

外 7.5YR4/1 褐灰　 
内 7.5YR6/2 灰褐

口縁部くの字に屈曲　端部内外に
わずかに拡張　体部外面縦ハケ　
内面横ハケ

反転復元　1㎜前後の長石等多量

313 図 25 
図版 23 

条痕文土器
壺

3-1 
F11w13 － － － － 10YR8/1 灰白 頸部横方向条痕のち波状文 1㎜までの長石等多量　水神平式

搬入品　弥生時代前期新段階

314 図 25 
図版 23

浮線文土器？
深鉢 3-1 地山直上 － － － － 外 5Y5/1 灰 

内 N2/ 黒 口縁部外傾　端部下 2 条の沈線 搬入品

315 図 25 
図版 23

須恵器 
杯蓋

3-3 
E11y24 東側溝 (13.0) 4.2 － 85% 5B5/1 青灰 口縁部は丸い天井部から内湾気味

に続く　端部は丸い 1 ～ 4㎜の長石等中量　古墳時代

316 図 25 須恵器 
杯身

3-3 
E11y23 東側溝 (8.9) 4.3 

以上 － 20% N7.5/ 灰白 口縁部は短く内傾　 反転復元　微砂粒多くざっくりし
ている　飛鳥時代

317 図 26 弥生土器 
甕

3-2 
F11a11 第 6 層 (16.6) 2.0 

以上 － 口縁部 
15%

外 5YR6/4 にぶい橙　 
内 7.5YR7/4 にぶい橙

短く外反する口縁の端部を上下に
拡張　やや窪む外端面に爪形文

反転復元　1 ～ 3㎜までの砂粒少
量　弥生時代

318 図 26 弥生土器 
甕

3-2 
F11a11 第 6 層 － 4.2 

以上 （6.6） 底部 
30%

外 7.5YR7/4 にぶい橙・N4 灰　 
内 2.5YR6/6 橙 外面平行タタキ　内面ナデ 反転復元　1 ～ 2㎜まの長石・石

英等多量　弥生時代

土器一覧表（９）
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319 図 26 須恵器 
杯身

3-2 
E11w8 (13.2) 2.5 

以上 －  
15% 2.5Y6/1 黄灰 体部は浅い　口縁部は短く内傾・

端部は尖り気味
反転復元　1㎜までの長石等少量
古墳時代

320 図 26 須恵器 
杯身

3-2 
E11v8 (12.2) 2.6 

以上 － 口縁部 
15% N5/ 灰 受部横方向に伸びる　口縁部は短

く内傾・端部は尖り気味
反転復元　1㎜までの砂粒少量　
古墳時代

321 図 26 
図版 23

須恵器 
はそう

3-2 
E11v9 － 11.4 

以上
体部径 

9.8
口縁以外 
100% N5/1 灰

体部中位凹線間に櫛刺突文・下半
ヘラケズリ　頸部斜線文下に凹線
間の櫛刺突

1㎜までの長石等少量　古墳時代

322 図 26 
図版 23 

突帯文土器
　深鉢

4-1 
E11k20 第 7 層 － － － － 10YR7/3 にぶい黄橙　 C 類　瀬戸タイプ 1 ～ 3㎜の砂粒多量　弥生時代前

期

323 図 26 
図版 23 

突帯文土器
　深鉢

4-1 
E11l18 第 7 層 － － － － 外 10YR6/2 灰黄褐　 

内 10YR7/2 にぶい黄橙 A 類　瀬戸タイプ　V 字キザミ 1㎜前後の砂粒多量　弥生時代前
期

324 図 26 
図版 23 

突帯文土器
　深鉢

4-1 
E11q15 第 7 層 － － － － 外 10YR6/2 灰黄褐　 

内 10YR7/2 にぶい黄橙 C 類　瀬戸タイプ　V 字キザミ 1 ～ 2㎜の砂粒多量　弥生時代前
期

325 図 26 弥生土器 
甕

4-1 
E11s15 第 6 層 － 2.9 

以上 5.4 底部 
100% 10YR7/3 にぶい黄橙 底部外方に拡張　やや上げ底 胎土良　

326 図 26 
図版 23 

弥生土器 
壺

4-1 
E11o16 第 6 層 (18.4) 3.4 

以上 － 口縁部 
20% 10YR8/2 灰白 口縁部強く外傾　端部外方に面 反転復元　胎土密　弥生時代後期

327 図 26 
図版 23 

弥生土器 
高杯

4-1 
E11s15 第 6 層 － 6.9 

以上 － 脚柱部 
80％ 7.5YR7/4 にぶい橙　 外面タテ方向ヘラミガキ　内面回

転を利用したヘラケズリ
1㎜前後の砂粒少量　弥生時代後
期

328 図 26 須恵器 
杯

4-1 
E11i20 第 4 層 (11.1) 3.3 (7.6) 30% 5Y5/1 灰

平底・回転ヘラケズリのちナデ　
口縁部は内湾して立ち上がる　端
部は丸い　

反転復元　胎土密　古代

329 図 26 
図版 23

須恵器 
壺

4-1 
E11p18 第 4 層 － 3.2 

以上 (8.8) 高台部 
35%

外 N5/ 灰　2.5Y6/1 黄
灰 
内 N6/ 灰

高台は低くハの字に開き、下面で
接する

反転復元　胎土長石の微砂粒多い
奈良時代

330 図 26 
図版 23

瓦器 
椀

4-1 
E11k20 第 4 層 15.6 5.3 5.6 75% N3/ 灰

高台は台形状・内側で接する　体
部外面ユビオサエのちヘラミガキ
内面ヘラミガキ不規則

胎土密　12 世紀

331 図 26 
図版 23

施釉陶器 
天目碗 4-1 北側側溝 

第 3 層 (11.6) 6.0 
以上 － 20% 釉 10YR1.7/1 黒 

露胎部 10YR8/2 灰白
口縁部は直立し、端部はわずかに
外方向に折れる　外底部付近露胎

反転復元　胎土密　瀬戸美濃系陶
器　16 世紀

332 図 26 
図版 23

施釉陶器 
天目碗 4-1 機械掘削 

第 2 層 (12.6) 5.2 
以上 － 10% 釉 5YR4/3 にぶい赤褐 

露胎部 10YR8/2 灰白 器壁厚い　外底部付近露胎 反転復元　近世

333 図 26 
図版 23 

弥生土器 
甕

4-2 
D12y7 第 6 層 (11.6) 8.1 

以上 － 後頸部 
20％ 7.5YR7/4 にぶい橙 口縁部は外傾して立ち上がる　端

部は丸い　体部外面平行タタキ
反転復元　0.5㎜までの微砂粒多
い　弥生時代後期末

334 図 26 
図版 23

弥生土器 
高杯

4-2 
E12a5 第 6 層 － 5.8 

以上 － 脚柱部 
90% 10YR7/3 にぶい黄橙

脚柱部は裾部に向かって緩やかに
開く　円穴３方向　外面タテ方向
ヘラミガキ　

反転復元　1 ～ 3㎜の砂粒・赤色
砂粒中量　弥生時代後期末

335 図 26 弥生土器 
蓋

4-2 
D12x11 － 3.6 

以上
天井径 

2.3 10YR8/3 浅黄橙 天井部平坦　笠形　 1㎜前後の長石少量　弥生時代後
期

336 図 26 須恵器 
高杯

4-2 
D12y6　

x8
第 4 層 － 3.2 

以上 (11.0) 裾部 
25%

外 N3/ 暗灰 
内 N4/ 灰

裾部ラッパ状に開く　端部上下に
拡張・外方に面　回転ナデ 反転復元　胎土緻密　古墳時代

337 図 26 
図版 23 土錘 4-2 

D12a8 第 4 層 5.7 1.25 ～ 
1.4

0.35 ～ 
0.45 100% 10YR7/2 にぶい黄橙　

N3/ 暗灰 管状　中央やや膨らむ 1㎜前後の砂粒少量

338 図 26 
図版 23 弥生土器 4-3 

D12u10 第 6 層 － 4.5 
以上 4.6 脚台部 

100%
7.5YR7/4 にぶい橙　
7.5YR8/2 灰白　内
5YR7/6 橙

脚台は直立　外面ユビオサエ・ナ
デ　体部内面板状圧痕 胎土密　弥生時代後期

339 図 26 
図版 23 

弥生土器 
高杯

4-2 
D12u10 第 6 層 － 5.4 

以上 － 脚柱部 
100% 5YR7/4 にぶい橙 脚柱部は中実　裾部円穴４方向

か？
反転復元　胎土密　弥生時代後期
末

340 図 26 
図版 23

土師器 
甕

4-3 
D12o17 第 6 層 21.2 4.0 

以上 －
外 7.5YR7/3 にぶい橙 
内 N3/ 暗灰　2.5Y6/1
黄灰

口縁部くの字に屈曲　端部やや肥
厚　内面横方向ハケ

反転復元　1㎜前後の長石等多量
　

341 図 26 土師器 
丸底壺

5-1 
E11f15

第 5・6
層 (9.8) 3.8 

以上 － 後頸部 
15% 10YR8/2 灰白 口縁部はほぼ直立　端部は尖り気

味
反転復元　胎土緻密　古墳時代前
期

342 図 26 土師器 
甕

5-1 
E11f15

第 5・6
層 (13.0) 4.0 

以上 － 口縁部 
10% 5YR7/4 にぶい橙

口縁部外反　端部は丸い　体部最
大径は頸部付近　外面ハケ・スス
付着

反転復元　1㎜までの長石・赤色
砂粒少量　古墳時代

343 図 26 弥生土器 
壺

5-1 
E11u16

第 5・6
層 － 2.9 

以上 5.0 底部 
90% 10YR7/3 にぶい黄橙 反転復元　2㎜前後の砂粒多量　

弥生時代後期末

344 図 26 土師器 
甕

5-1 
E11o24 第 4 層 (25.0) 3.1 

以上 － 口縁部 
15%

外 7.5YR4/1 褐灰 
内 7.5YR5/2 灰褐

口縁部は強く外傾　端部は下方に
わずかに拡張・外上方に面

反転復元　1㎜前後の長石・片岩
等中量　

345 図 26 土師器 
高杯

5-1 
E11u16

第 5・6
層 － 8.6 

以上 － 脚柱部 
100%

10YR7/2 にぶい黄橙　
N3/ 暗灰

脚柱部外面板状圧痕　・内面粘土
巻き上げ痕・シボリ痕 布留併行期

346 図 26 製塩土器 5-1 
E11v22 第 4 層 (9.0) 3.6 

以上 － 口縁部 
15% 10YR8/2 灰白 砲弾型　口縁端部尖り気味　外面

ユビオサエ
反転復元　1 ～ 2㎜の長石等中量
古代

347 図 26 
図版 23 土錘 5-1 

E11l10 第 4 層 5.9 3.1 2.5 95% 10YR8/3 浅黄橙 紡錘形　側面有溝 1㎜前後の砂粒中量

348 図 26 瓦器 
椀

5-1 
E11f17 第 4 層 － 1.2 

以上 (6.0) 高台部 
25%

外・内 N3/ 暗灰 
胎土 2.5Y6/2 灰黄

高台ハの字に低く開く　見込み部
暗文不鮮明

反転復元　1㎜までの長石少量　
12 ～ 13 世紀

349 図 26 
図版 23

山茶碗 
皿

5-1 
E11r18 第 4 層 － 1.1 以

上 4.0 底部 
100% 2.5Y7/1 灰白 外底部回転糸切のちナデ 12 ～ 13 世紀

350 図 26 土師器 
盤

5-1 
E11l2 第 4 層 － 1.6 以

上 13.2 高台部 
15%

外 7.5YR7/3 にぶい橙 
内 7.5YR6/4 にぶい橙 高台ハの字に開く 0.5㎜以下の長石多量　古代

351 図 26 
図版 23

青磁 
碗 5-1 機械掘削 

第 3 層 (15.0) 3.9 
以上 －

口縁部 
10%
以下

釉 10Y5/2 オリーブ灰 
胎土 N6/ 灰 内面劃花文 反転復元　14 世紀

352 図 26 須恵器 
杯蓋

5-2 
E12b13 第 5 層 (12.5) 3.4 － 15% N5/ 灰 天井部は平坦気味　天井部と口縁

部の境は不明瞭　口縁端部は丸い
反転復元　1㎜前後の長石少量　 
6 世紀

353 図 26 須恵器 
杯身

5-2 
E12d13 第 4 層 (12.0) 3.3 

以上 － 20% 外 N3/ 暗灰 
内 2.5Y5/2 暗灰黄

受部は横方向に開く　口縁部は直
立・端部は尖り気味

反転復元　胎土密　焼成不良・軟
質　6 世紀

354 図 26 須恵器 
杯身

5-2 
E12c14
　d15

第 4 層 (11.8) 3.9 － 40% N5/ 灰 受部は横方向に開く　口縁部は内
傾し、端部は丸い

反転復元　1㎜までの長石等少量
6 世紀

355 図 26 須恵器 
杯身

5-2 
E12e13

木片集中
部 － 1.5 

以上 (10.0) 高台部 
30% 2.5Y6/2 灰黄 底部端の高台は幅広で、下面で接

する
反転復元　胎土密　焼成やや不
良・軟質　奈良時代

土器一覧表（10）
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報告書 
番号

図 
図版 
番号

器種 調査区 遺構 
層位

最大長 
㎝

最大幅 
㎝

最大厚 
㎝

重さ 
ｇ 石材 残存率 備　　　　　考

356 図 27 
図版 24 尖頭器？ １ 6.6 4.0 0.95 20.7 頁岩 98% 一部欠損

357 図 27 
図版 24 磨製石斧 2 4.6 

以上 3.8 1.0 28.2 
以上 頁岩 50% 基部・刃部欠損　半折　刃部打製で再利用か？

358 図 27 
図版 24 磨製石斧？ 2 

E11r9
4.8 
以上

3.8 
以上

1.3 
以上

33.5 
以上 頁岩 30% ？ 基部・刃部欠損　測辺つぶれ痕

359 図 27 
図版 24 削器 2 

E11r10 6.3 4.3 0.65 21.0 頁岩 100% 　

360 図 27 
図版 24 打製石斧？ 2 

E11r10 8.8 4.1 1.8 64.2 頁岩 100% 周囲直接打法で成形　階段状剥離　一部自然
面

361 図 27 
図版 24 打製石斧 2 

E11s9 遺構 203 10.7 6.8 1.3 88.5 頁岩 100% 刃部つぶれ痕あり　測辺直接打法・階段状剥
離　一部自然面

362 図 27 
図版 24 打製石斧 2 

E11s10 6.9 6.4 1.4 67.4 頁岩 60% 刃部つぶれ痕あり　測辺直接打法・階段状剥
離　一部自然面　半折

363 図 27 
図版 24 楔形石器 E11q10 6.0 5.8 1.7 86.2 頁岩 100% 方形　4 周階段状剥離・つぶれ痕　一部自然

面

364 図 27 
図版 24 楔形石器 E11q10 6.5 6.2 1.5 76.3 頁岩 100% 方形　階段状剥離つぶれ痕　片面ほとんどが

自然面　

365 図 27 楔形石器？ 2 
E11s9 面精査 9.5 4.8 1.4 66.7 頁岩 100% 階段状剥離　つぶれ痕　使用痕？　　一部自

然面

366 図 27 楔形石器 2 
E11r9 7.9 4.6 1.2 36.9 頁岩 100% 対応する長辺に階段状剥離・つぶれ痕　

367 図 27 
図版 24 刃器 2 

東側溝 6.0 2.4 0.7 12.7 頁岩 100% 横長　丁寧な調整痕　擦痕あり

368 図 27 
図版 24 打製石斧 3-2 機械掘削

時
7.1 
以上 5.4 1.6 62.2 

以上 頁岩 50% 測辺直接打法・階段状剥離　刃部つぶれ痕　
斜め半折　表裏両面に使用痕　一部自然面　

369 図 28 
図版 24 石鏃 3-3 

F11e18
302 

第１サブ
トレ

4.2 
以上 2.1 0.6 4.7 

以上 頁岩 80% ？ 基部欠損　長身

370 図 28 
図版 24 石鏃 3-3 

F11b20
302 
3 層

2.2 
以上

1.5 
以上 0.3 0.8 

以上
サヌカイト 

金山産 50% ？ 欠損

371 図 28 
図版 24 石鏃 3-3  

F11d19
302 
3 層

2.2 
以上 1.6 0.3 0.7 

以上
サヌカイト 

金山産 80% 凹基　先端付近欠損　先端部菱形を呈する
か？

372 図 28 
図版 24 石鏃 3-3  

F11c19
302 
3 層 2.35 1.9 0.5 2.2 

以上 頁岩 80% 平基　先端部欠損

373 図 28 
図版 24 石鏃 3-1 排土 3.0 1.9 0.35 1.6 

以上 頁岩 100% 凹基　

374 図 28 
図版 24 石包丁 3-3 302 

1 層
12.8 
以上 3.8 0.85 60.6 

以上 頁岩 95%
穿孔 2（両面から）　表裏面とも左右両端に敲
打痕　刃部の鋸歯状に刃毀れ（再利用の可能
性も）　円礫から成形か

375 図 28 
図版 24 石包丁 3-1 

E11x16
5.5 
以上

4.9 
以上 0.8 28.8 

以上 頁岩 25% ？ 両端欠損　穿孔１（両面から）以上　剥片か
ら成形か？

376 図 28 
図版 24 石包丁 3-3 

F11b23
313 
下層 13.4 4.8 0.6 58.0 

以上 頁岩 98% 穿孔 2（両面から）　剥片から成形

377 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-1 

F11b18
302 

2・3 層 10.3 3.3 1.45 80.3 頁岩 100% 片刃　円礫から成形

378 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3 

F11d15
302 
3 層 6.9 2.3 1.05 24.7 頁岩 100% 片側面取り　片刃　円礫から成形

379 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-1 

F11b17
302 
3 層 4.8 2.3 0.85 13.4 頁岩 90% 両側面取　刃部は片面を割り欠いたのち研ぎ

出す片刃　　円礫から成形

380 図 28 
図版 24 磨製石斧

3-3 
F11d19・

20
302 

2・3 層 5.9 2.7 0.7 13.8 
以上 頁岩 98%

両側面取り　円礫を縦に半裁して刃部を研ぎ
出す片刃　円礫から成形　斜めに半折（接合）
　

381 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3 

F11c18
302 
2 層

4.2 
以上 2.6 1.1 18.0 

以上 頁岩 50% 刃部は両面から研ぎ出す両刃　円礫から成形
半切

382 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-1 

F11c15
302 
2 層

3.8 
以上

2.65 
以上 0.9 11.4 

以上 頁岩 50% 刃部は片面を割り欠いたのち研ぎ出す片刃　
円礫から成形　半折

383 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3

F11d19
302 
3 層

6.5 
以上 3.1 1.1 

以上
26.0 
以上 頁岩 60%

刃部は片面を割り欠いたのち研ぎ出す片刃　
円礫から成形　刃部側・基部側斜めに剥離欠
損

384 図 28 磨製石斧 3-1 
F11c17

302 
3 層

6.8 
以上

3.4 
以上

0.6 
以上

16.3 
以上 頁岩 20% ？ 基部・刃部欠損　縦半裁　円礫から成形　側

辺に調整痕・削器として再利用か

385 図 28 磨製石斧 3-3 
F11a19

302 
3 層

5.7 
以上

3.3 
以上

0.8 
以上

19.2 
以上 頁岩 25% ？ 刃部の一部・基部欠損　半切・縦半裁　円礫

から成形

386 図 28 磨製石斧 3-3 
F11 ｂ 19

302 
3 層

2.9 
以上

2.9 
以上 0.7 5.1 

以上 頁岩 20％？ 刃部は片面を割り欠いたのち研ぎ出す片刃　
円礫から成形　斜め半折

387 図 28 磨製石斧 3-3 
F11d17

302 
2 層

4.6 
以上 3.0 以上 0.7 以上 8.0 

以上 頁岩 20% 刃部は片面を割り欠いたのち研ぎ出す片刃か
円礫から成形　縦に半裁

388 図 28 磨製石斧 3-3 
F11b19

302 
3 層

4.7 
以上

3.1 
以上 0.7 以上 13.8 

以上 頁岩 20% 円礫から成形　基部・刃部剥離欠損　縦半裁
　

389 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3 

F11d16
302 
3 層

7.1  
以上 2.8 1.3 38.8 頁岩 80% 片端を打ち欠いて刃部を成形　円礫から成形

刃部一部欠損・剥離　

390 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-1 

F11b17
302 
3 層

6.8 
以上

3.4 
以上

1.1 
以上

30.9 
以上 頁岩 70% ？ 両側・基部側面取　刃部剥離欠損　破損後も

再利用か

391 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-1 

F11b17
302 
3 層

5.2 
以上 3.7 1.3 40.0 

以上 頁岩 50% 中位～基部欠損　側面から衝撃で半折　刃部
片減り　縦斧か　円礫から成形

392 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-1 

F11c15
302 
2 層

5.5 
以上 4.1 1.2 40.1 頁岩 60% 中位～基部欠損　側面から衝撃で半折　刃部

片減り　縦斧か　円礫から成形　擦痕

393 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3 

F11c16
302 
3 層 6.5 4.1 1.5 42.1 

以上 頁岩 ？ 基部・刃部欠損　　楔形石器？

394 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3 

F11a22
302 
3 層 4.8 4.5 0.6 

以上
12.5 
以上 頁岩 ？ 扁平　縦半裁・剥離

395 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3 

F11a19
302 
1 層

6.6 
以上 3.3 1.4 30.1 

以上 頁岩 70% 刃部・基部欠損　剥離　両側一部面取　円礫
から成形

396 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-1 

F11b17
302 
3 層

6.8 
以上 3.2 1.2 34.2 

以上 頁岩 80% 基部・刃部剥離欠損　円礫から成形

397 図 28 
図版 24 打製石斧 3-3 

F11c21
302 
3 層

5.4 
以上 3.7 1.3 25.6 

以上 頁岩 50% 両極分割技法　半折　一部自然面　

398 図 28 
図版 24 磨製石斧 3-3 

F11d21
302 
3 層

9.5 
以上 4.6 1.7 90.0 頁岩 80% 刃部剥離欠損　

399 図 28 
図版 24 磨製石斧？ 3-3 

F11c19
緑灰細砂
シルト 11.9 4.8 1.5 130.6 頁岩 100% 刃部を片方から調整　磨製石斧の未成品

石器一覧表（１）
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報告書 
番号

図 
図版 
番号

器種 調査区 遺構 
層位

最大長 
㎝

最大幅 
㎝

最大厚 
㎝

重さ 
ｇ 石材 残存率 備　　　　　考

400 図 28 
図版 24

一部磨製石
斧

3-3 
F11e16

302 
3 層 7.5 5.3 1.7 73.5 

以上 頁岩 95% 一部自然面　研磨痕顕著　基部側に使用痕顕
著　刃部側に打撃痕　楔として利用？

401 図 28 
図版 24 打製石斧 3-3 

F11e14
302 
3 層 8.8 5.7 1.7 91.6 頁岩 100% 一部自然面　刃部付近両面に使用痕

402 図 28 
図版 24 打製石斧 3-3 

F11c17
302 
2 層 8.7 4.4 1.8 77.5 頁岩 100% 片面全体使用痕顕著

403 図 28 
図版 24 打製石斧 3-3 

F11c20
302 
3 層 8.3 5.3 1.1 56.5 頁岩 100% ？ 刃部一部欠損？　使用痕顕著

404 図 28 
図版 24 打製石斧 3-3 

F11d16
302 
3 層 8.4 5.2 2.1 91.4 頁岩 100% ？ 刃部側に打撃痕　基部付近に使用痕　楔とし

て利用？

405 図 28 
図版 24 打製石斧 3-1 302 

排土 9.3 4.6 1.3 59.7 頁岩 100% ？ 刃部一部破損？　刃部側片面使用痕顕著

406 図 28 
図版 24 打製石斧 3-3 

F11e16
302 
3 層 9.4 5.7 1.7 94.8 頁岩 100% 刃部側両面に使用痕

407 図 28 
図版 24 打製石斧 3-3 

F11a13
302 

北側溝 8.0 5.5 1.4 57.6 頁岩 100% 刃部側両面に使用痕

408 図 28 
図版 25 打製石斧 3-1 

F11c16
302 
2 層 10.8 5.8 1.9 120.5 頁岩 100% ？ 自然面

409 図 28 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11d14
302 
2 層 10.6 4.4 2.2 119.4 頁岩 100% 片面自然面多い　基部付近抉り　基部端潰れ

痕　楔として利用？

410 図 28 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a20
302 
1 層

10.2 
以上 8.2 2.2 186.2 

以上 頁岩 40% 基部欠損　半折　割れ口やや斜め

411 図 28 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11c20
302 
3 層 9.8 8.9 2.0 184.4 頁岩 50% 半折

412 図 28 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a20
302 

2´ 層
7.6 
以上 7.6 1.5 100.8 頁岩 50% 半折　刃部付近両面使用痕顕著

413 図 28 打製石斧 3-3 313 7.5 
以上 6.7 1.0 70.2 

以上 頁岩 50% 剥離半折　使用痕顕著

414 図 28 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11c18
302 
3 層 9.5 6.7 2.1 161.9 

以上 頁岩 50% 半折

415 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11c16
302 
3 層 27.0 11.3 3.6 1004.6 頁岩 100% 両面に使用痕　片面の使用痕が顕著で基部付

近まで至る　

416 図 29 
図版 25 打製石斧 3-1 

F11c16
302 
2 層 20.5 8.7 2.6 438.1 頁岩 100% 自然面　未使用

417 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a20
302 
3 層 22.3 13.8 1.5 571.5 頁岩 100% 未使用

418 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a20
302 

2´ 層
11.5 
以上

6.5 
以上 1.9 159.1 

以上 頁岩 50% 中位～刃部欠損　斜め半折　片面基部まで使
用痕

419 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a23
302 

青色細砂 9.7 以上 7.8 
以上 1.8 129.4 

以上 頁岩 50% 中位～刃部欠損　半折

420 図 29 
図版 25 打製石斧 3-1 

F11c15
302 
3 層 10.7 7.0 1.7 112.0 

以上 頁岩 90% 自然面　片面使用痕基部まで　刃部階段状隔
離　楔として使用した可能性も

421 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a20
302 
3 層

7.6 
以上

5.4 
以上 1.1 42.3 

以上 頁岩 ？ 基部付近で折れる　斜めの面

422 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a21
302 
2 層

7.2 
以上

4.1 
以上 1.5 41.3 

以上 頁岩 ？ 基部付近で折れる　斜めの面

423 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a22
302 
3 層

5.1 
以上

3.9 
以上

1.4 
以上

25.7 
以上 頁岩 ？ 基部付近で折れる　真直の面

424 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11d15
302 
2 層

5.7 
以上

4.2 
以上 1.3 40.3 

以上 頁岩 ？ 基部付近で折れる　斜めの面

425 図 29 
図版 25 打製石斧 3-1 

F11b18
302 
側溝

6.5 
以上

4.7 
以上

3.1 
以上

104.0 
以上 頁岩 ？ 基部付近で折れ　割れ口真直な面

426 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a21
302 

2´ 層 8.4 7.7 2.1 10.5 
以上 頁岩 ？ 基部・刃部折れる　割れ口真直な面　楔の可

能性も

427 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11a19
302 
3 層

7.1 
以上 4.3 1.2 52.6 

以上 頁岩 80% 刃部折　真直な面

428 図 29 
図版 25 打製石斧 3-3 

F11d14
302 
2 層

6.5 
以上

5.6 
以上 1.3 54.4 

以上 頁岩 50% 刃部・基部欠損

429 図 29 
図版 25 楔形石器 3-3  

F11b21
302 
3 層 7.9 7.4 4.3 306.1 頁岩 100% ？ 相対する 2 辺に潰れ痕顕著　２辺裁断面　石

核？

430 図 29 
図版 25 楔形石器？ 3-1 

F11b18
302 
4 層 7.8 7.2 2.7 154.5 頁岩 ？ 台形状　2 辺に潰れ痕　１辺裁断面　打製石

斧？

431 図 29 
図版 25 楔形石器 3-3  

F11a19
302 
3 層 7.9 6.7 2.1 118.2 頁岩 100% 台形状　2 辺に階段状剥離

432 図 29 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11a20
302 

2´ 層 5.8 5.5 2.4 90.8 頁岩 100% 台形状　2 辺に階段状剥離・潰れ痕　1 辺裁断
面　１辺自然面

433 図 29 
図版 25 楔形石器？ 3-1 

F11c16
302 
3 層 10.3 6.1 2.4 162.2 頁岩 100% ？ 長方形　使用痕顕著　磨製石斧からの転用？

434 図 29 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11c18
302 
3 層 9.1 6.1 1.8 128.7 頁岩 100% 長方形　3 辺に階段状剥離　１辺刃部・磨滅

痕

435 図 29 
図版 25 楔形石器 3-3  

F11c18
302 
3 層 9.3 5.2 1.6 98.2 頁岩 100% 長方形　4 辺に階段状剥離・潰れ痕　磨滅痕？

436 図 29 
図版 25 楔形石器 3-3 

E11y22
313

B-2 層 6.8 5.2 2.0 100.1 頁岩 100% ？ 長方形　3 辺に階段状剥離・潰れ痕　1 辺裁断
面　磨滅痕？

437 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11a19
302 
3 層 9.3 6.3 1.5 101.8 頁岩 100% 長方形　3 辺に階段状剥離　打製石斧？

438 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11b18 
302 
3 層 7.3 6.1 1.4 89.9 頁岩 100% 長方形　3 辺に階段状剥離・潰れ痕　１辺自

然面

439 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11a19
302 
3 層 6.3 6.0 1.7 87.7 頁岩 100% 長方形　4 辺に階段状剥・離潰れ痕　磨滅痕？

440 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11d16
302 
3 層 6.9 5.8 1.4 73.6 頁岩 100% 長方形　4 辺に階段状剥離・潰れ痕　

441 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11d16
302 
3 層 7.1 5.8 1.3 66.3 頁岩 100% 長方形　4 辺に階段状剥離・潰れ痕　磨滅痕？

442 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11d18
緑灰細砂
シルト 9.2 6.4 1.5 85.3 頁岩 100% ？ 長方形　階段状剥離・潰れ痕　磨滅痕？　打

製石斧基部？

443 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11a20
302 
3 層 6.9 5.2 1.65 73.2 頁岩 100％？ 3 辺に階段状剥離・潰れ痕　１辺裁断面　打

製石斧刃部？

444 図 30 
図版 25 楔形石器 3-3 

F11a21
302 
3 層 7.3 5.8 1.7 71.4 頁岩 ？ 3 辺に階段状剥離　潰れ痕　磨滅痕　打製石

斧基部？　

石器一覧表（２）
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445 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11b21
302 
2 層 6.3 6.1 1.4 51.5 頁岩 100% 台形　4 辺に階段状剥離

446 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11a22
302 
3 層 5.5 4.8 1.7 57.3 頁岩 100% 台形　相対する 2 辺に階段状剥離　1 辺潰れ

痕　１辺裁断面

447 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11c19
302 
3 層 6.9 5.1 1.1 51.0 頁岩 100% ？ 長方形　長辺の 2 辺に階段状剥離

448 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11c20
302 
3 層 6.5 5.2 1.2 57.4 頁岩 100% 長方形　4 辺に階段状剥離　自然面

449 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11a20
302 
3 層 8.0 5.6 1.2 61.8 頁岩 100% 長方形　長辺にの 2 辺に階段状剥離　１辺自

然面　１辺裁断面

450 図 30 
図版 26 楔形石器 3-1 

F11c16
302 
3 層 7.2 5.1 1.0 44.9 頁岩 100% 3 辺に階段状剥離　磨滅痕

451 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11b18
302 
3 層 6.4 4.6 1.4 42.0 頁岩 100% 長辺の 2 辺に階段状剥離

452 図 30 
図版 26 楔形石器 3-1 

F11c16
302 
3 層 6.6 4.8 1.3 41.1 頁岩 100% 3 辺に階段状剥離

453 図 30 
図版 26 楔形石器 3-1 

F11c17
302 
3 層 6.5 4.7 1.3 42.7 頁岩 100% 2 辺に階段状剥離　1 辺裁断面

454 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11c21
302 
3 層 6.2 5.1 1.0 41.4 頁岩 100% 3 辺に階段状剥離　1 辺自然面

455 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3  

F11b22
302 
3 層 6.3 5.1 1.0 37.6 頁岩 100% 4 辺に階段状剥離

456 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11c15
302 
2 層 6.6 6.3 1.3 57.7 頁岩 100% 4 辺に階段状剥離

457 図 30 
図版 26 楔形石器？ 3-3 

F11d19
302 
3 層 6.0 4.8 1.0 28.1 頁岩 100% 台形　4 辺に潰れ痕・調整痕　削器

458 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11d19
302 
3 層 6.7 6.2 0.9 42.5 頁岩 100% 台形　2 辺に階段状剥離・潰れ痕

459 図 30 
図版 26 楔形石器？ 3-3 

F11d20
302 
3 層 6.2 5.9 0.9 45.7 頁岩 100% 3 辺に階段状剥離　1 辺調整痕？　磨滅痕　削

器

460 図 30 
図版 26 楔形石器 3-1 

F11c16
302 
3 層 6.2 4.7 0.9 26.8 頁岩 100% 3 辺に階段状剥離

461 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11e15
302 
3 層 7.3 4.9 1.3 45.1 頁岩 100%

462 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11d15
302 
3 層 8.9 4.8 1.0 47.6 頁岩 100% 4 周に階段状剥離

463 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11d16
302 
3 層 8.8 4.9 1.3 63.2 頁岩 100% 4 周に階段状剥離

464 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11c16
302 
3 層 6.4 4.6 0.8 26.1 頁岩 100% 3 辺に階段状剥離　

465 図 30 
図版 26 楔形石器 3-3 

F11b18
302 
3 層 6.0 4.7 1.0 41.9 頁岩 100% 3 辺に階段状剥離　1 辺裁断面

466 図 30 
図版 26 楔形石器？ 3-3 

F11b20
302 
2 層 6.9 4.6 0.8 ３１．８ 頁岩 100% 長方形　4 辺に階段状剥離・調整痕

467 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c16
302 
3 層 7.8 4.5 0.8 ３２．９ 頁岩 100% ？ 長方形　4 辺に調整痕

468 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11b17
302 
3 層 6.4 3.8 1.15 35.7 頁岩 100% 長方形　4 周に潰れ痕・調整痕

469 図 30 削器・刃器 3-3 
F11d20

302 
3 層 5.8 4.7 1.5 48.8 頁岩 100% 長方形　

470 図 30 削器・刃器 3-3 
F11b18

302 
3 層 7.1 3.9 0.9 27.2 頁岩 100% 4 周に潰れ痕・調整痕

471 図 30 削器・刃器 3-3 
F11b18

302 
3 層 5.0 4.6 0.8 23.9 頁岩 100% 方形　2 辺調整痕　1 辺階段状剥離　1 辺裁断

面

472 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11b20
302 
3 層 8.3 4.1 0.8 28.1 サヌカイト 100% 長方形　1 辺潰れ痕・調整痕　

473 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-3  

F11b19
302 
3 層 9.4 4.3 0.9 30.8 頁岩 100% 長方形　長辺の 1 辺刃部・1 辺階段状剥離・

潰れ痕

474 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11b17
302 
2 層 11.5 4.5 0.9 59.3 頁岩 100% 長方形　長辺の 1 辺刃部・1 辺階段状剥離・

潰れ痕　磨滅痕

475 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-3  

F11e14
302 
3 層 9.4 4.8 0.5 25.6 頁岩 100% 長方形　4 周に潰れ痕・調整痕調整痕

476 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11d14
302 
3 層 7.9 3.8 0.6 17.7 頁岩 100%

477 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11c15
302 
1 層 7.9 4.1 0.7 24.0 頁岩 100%

478 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11b17
302 
3 層 8.2 3.9 0.6 18.0 頁岩 100% 磨滅痕　擦痕

479 図 30 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11c17
302 
2 層 8.75 3.4 0.7 22.8 頁岩 100% 長辺の両側に調整痕

480 図 30 削器・刃器 3-3 
F11c19

302 
2 層 9.8 3.4 0.95 31.5 頁岩 100% 4 周に調整痕　磨滅痕

481 図 30 削器・刃器 3-3 
F11a20

302 
3 層 8.2 3.6 0.7 16.9 頁岩 100% 長辺の両側に調整痕

482 図 30 削器・刃器 3-1 
F11c16

302 
3 層 6.9 3.4 0.6 14.9 頁岩 100% 台形　長辺に刃部　対辺に階段状剥離　

483 図 30 削器・刃器 3-3 
F11d19

302 
3 層 7.1 3.3 0.8 18.4 頁岩 100% 台形　長辺に刃部　対辺に階段状剥離　

484 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11b19
302 
3 層

6.1 
以上 5.0 0.6 16.0 

以上 頁岩 50% ？ 打製石包丁片？

485 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11b17
302 
3 層

6.4 
以上 4.5 0.9 25.4 

以上 頁岩 50% ？ 打製石包丁片？

486 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11b18
302 
3 層

6.0 
以上 4.0 0.7 22.1 

以上 頁岩 50% ？ 打製石包丁片？

487 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11a20
302 
3 層 6.6 3.8 0.6 17.0 頁岩 100％？

488 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11b19
302 
2 層 5.4 4.2 0.6 11.5 頁岩 100％？

489 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11d14
302 
3 層 5.1 4.2 0.8 12.3 頁岩 100%

石器一覧表（３）
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490 図 31 削器・刃器 3-3 
F11d21

302 
3 層 6.5 2.9 0.8 20.8 頁岩 100% 長方形　短辺両側に刃部？

491 図 31 削器・刃器 3-3 
F11a20

302 
1 層 5.7 3.7 1.0 22.5 頁岩 100% ？

492 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11c16
302 
3 層 5.6 3.2 0.5 10.8 頁岩 100%

493 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11a22
302 
3 層 5.9 3.8 0.9 19.0 頁岩 100%

494 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11b17
302 
3 層 4.3 3.7 0.7 14.1 頁岩 100%

495 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c18
302 
3 層 5.4 3.8 0.8 22.1 頁岩 100% 磨滅痕

496 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11d18
302 
3 層

5.1 
以上 4.9 1.1 30.7 頁岩 50% ？

497 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c19
302 
3 層 5.9 5.3 1.0 30.5 頁岩 100

498 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c19
302 
3 層 5.1 4.6 0.9 20.5 頁岩 100%

499 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11c16
302 
3 層

4.6 
以上 4.4 0.9 15.1 頁岩 ？

500 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11a20
302 
3 層

4.4 
以上 3.8 0.85 18.3 

以上 頁岩 50% ？ 円礫を半裁して刃部・測辺を調整　磨滅痕　
加工斧？

501 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-1 

F11b17
302 
3 層 5.9 3.3 0.9 21.1 サヌカイト 100％？

502 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11d14
302 
2 層 5.4 3.6 0.7 15.7 頁岩 100% 磨滅痕　擦痕

503 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11b19
302 
3 層 5.0 3.4 0.9 20.6 頁岩 100% 擦痕

504 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c20
302 
3 層 7.0 3.3 1.0 26.2 頁岩 100%

505 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11a19
302 
3 層 7.1 3.4 0.9 24.1 頁岩 100%

506 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11d19
302 
3 層 5.3 2.5 1.2 19.5 頁岩 100%

507 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c18
302 
1 層 4.1 3.1 0.8 11.8 頁岩 100%

508 図 31 削器・刃器 3-3 
F11c16

302 
3 層 4.3 2.4 0.45 6.3 頁岩 100％？

509 図 31 削器・刃器 3-3  
F11a20

302 
3 層 3.8 2.9 0.4 6.1 頁岩 100%

510 図 31 削器・刃器 3-3 
F11c16

302 
3 層 4.2 2.8 1.0 10.7 頁岩 100%

511 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c18
302 
3 層 5.4 2.3 0.65 9.2 頁岩 100% 長方形　4 周を丁寧に調整　小刀

512 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11e15
302 
3 層 5.9 2.1 0.4 6.6 頁岩 100% 長方形　4 周を丁寧に調整　小刀

513 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11a19
302 
3 層 7.5 2.6 0.55 14.0 頁岩 100% 長方形　4 周を丁寧に調整　小刀

514 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11e13
302 
3 層 11.5 11.1 

以上？ 1.4 158.6 
以上 頁岩 70% ？ 打製石斧？　側辺に調整痕　片面自然面

515 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11c14
302 
3 層 12.0 5.4 1.0 69.1 頁岩 100% 長辺の両側に刃部　片面自然面

516 図 31 
図版 26 削器・刃器 3-3 

F11d15
302 
2 層 10.1 6.4 1.3 71.1 頁岩 100% 自然面

517 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11d16
302 
3 層 11.7 6.9 1.2 83.0 頁岩 100% 自然面

518 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-1 

F11b18
302 
2 層 8.6 6.1 0.8 46.9 頁岩 100% 自然面

519 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3  

F11b19
302 
3 層 8.4 5.2 0.7 33.3 頁岩 100% 自然面

520 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11b19
302 
3 層 8.3 7.5 1.1 77.9 頁岩 100% 自然面

521 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

E11y25
B-313
3 層 7.0 5.3 1.6 49.3 頁岩 100% 自然面

522 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-1 

F11b17
302 

サブトレ 8.5 5.0 0.9 35.6 頁岩 100% 自然面

523 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-1 

E11y19 11.5 7.2 0.9 76.3 サヌカイト 100%

524 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11q22
302 
3 層 9.5 6.4 

以上 0.7 53.1 
以上 頁岩 60% ？

525 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-1 

F11c16
302 
3 層 7.6 5.9 0.6 30.7 頁岩 100%

526 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11a20
302 
3 層 7.9 5.8 1.1 48.3 頁岩 100％？

527 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-1 

F11c15
302 
2 層 8.4 5.4 0.8 32.4 頁岩 100%

528 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11a22
302 
3 層 8.2 6.1 0.8 34.8 頁岩 100％？ 擦痕

529 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-1 

E11w15 灰色粘土 8.6 7.0 0.7 53.9 頁岩 100%

530 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11c16
302 
3 層 7.0 5.2 0.7 35.5 頁岩 100%

531 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11b21
302 
3 層 9.2 7.4 0.9 69.1 頁岩 100%

532 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-1 

F11b17
302 
3 層 10.1 6.5 1.1 76.9 頁岩 100%

533 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11a22
302 
3 層 7.8 5.6 1.0 34.3 頁岩 100%

534 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11d17
302 
2 層 6.3 5.6 0.7 20.8 頁岩 100%

石器一覧表（４）
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535 図 31 
図版 27 削器・刃器 3-3 

F11a19
302 
3 層 6.5 5.4 0.8 26.6 頁岩 100%

536 図 31 削器・刃器 3-1 
F11b17

302 
サブトレ 5.9 4.9 0.6 23.5 頁岩 100％？ 両極剥片から成形？

537 図 31 
図版 27 石匙 3-3 

F11a20
302 

2´ 層 7.7 4.4 0.8 25.7 頁岩 100% 長軸方向片側に摘み　長辺両側に刃部

538 図 31 
図版 27 石匙 3-3 

F11a20
302 

2´ 層 8.1 4.4 0.9 36.8 頁岩 100% 長軸方向片側に摘み　長辺・短辺の片側に刃
部　自然面

539 図 31 
図版 27 石匙？ 3-1 

F11b18
302 
3 層 5.5 2.2 0.4 6.3 頁岩 100% 長軸方向片側に摘み　刃部が内湾するように

抉れる

540 図 32 
図版 27 石核 3-1 

F11b17
302 
3 層 10.3 9.3 3.5 377.7 頁岩 100% 直接打法で剥片を剥離

541 図 32 
図版 27 石核 3-3 

F11b23
302 
3 層 6.3 5.4 2.8 113.2 頁岩 100% 直接打法で剥片を剥離　削器にも利用か

542 図 32 
図版 27 石核 3-3 

F11c16
302 
3 層 8.1 7.0 2.4 146.1 頁岩 100% 直接打法で剥片を剥離

543 図 32 
図版 27 石核 3-3 

F11c18
302 
3 層 9.5 7.9 3.3 213.2 頁岩 100% 直接打法で剥片を剥離？

544 図 32 両極剥片 3-3 
F11f14

302 
3 層

6.8 
以上 4.0 1.4 54.3 頁岩 100% 磨製石斧未成品？

545 図 32 石核 3-3 
F11b20

302 
3 層 10.4 8.2 2.6 293.5 頁岩 100% 両極打法 + 直接打法　片面自然面・敲打痕残

る

546 図 33 
図版 27 敲石 3-3  

F11c22
302 
3 層 6.7 6.5 6.5 418.58 頁岩 100％？ 細かい敲打痕　ハンマー

547 図 33 
図版 27 石錘 3-1 

F11a19
302 
1 層 8.1 7.0 5.7 444.5 砂岩 100% 有溝石錘

548 図 33 
図版 27 敲石 3-3  

F11d15
302 
3 層 10.0 9.4 4.3 535.3 砂岩 100％？ 両面中央付近敲打痕　周縁全体敲打による欠

け？

549 図 33 
図版 27 敲石 3-3  

F11b18
302 
3 層 10.2 8.5 5.4 577.4 砂岩 100% 両面中央付近敲打により円く凹む　周縁の一

部に敲打痕　被熱？

550 図 33 
図版 27 敲石 3-1 

F11c16
302 
3 層 14.6 11.5 5.0 1302.6 

以上 砂岩 98% 両面中央付近敲打により凹む　周縁に敲打痕
破損後も使用か

551 図 33 
図版 27 敲石 3-3 

F11c19
302 
3 層 15.8 10.7 4.7 1256.0 砂岩 100% 両面中央付近敲打により凹む　周縁の一部に

敲打痕

552 図 33 
図版 27 敲石 3-3  

F11b18
302 
3 層 11.5 9.8 4.2 692.6 砂岩 100% 両面中央付近敲打により凹む　周縁に強い敲

打痕

553 図 33 
図版 27 敲石 3-1 

F11c17
302 
3 層 12.9 10.8 4.4 876.6 砂岩 100% 両面中央付近敲打により円く凹む　周縁に敲

打痕

554 図 33 
図版 27 敲石 3-3  

F11a19
302 
3 層 17.5 11.6 6.1 1785.6 砂岩 100% 片面中央敲打により円く凹む　片面全体的に

敲打痕　周縁の一部に敲打痕

555 図 33 
図版 27 敲石 3-1 

F11b18
302 
3 層 16.5 11.0 6.6 1722.4 砂岩 100% 両面中央付近に敲打痕　周縁の一部に敲打痕

556 図 33 
図版 27 敲石 3-3 

F11b18
302 
3 層 14.8 12.4 5.5 1454.9 砂岩 100% 片面中央敲打により円く凹む　片面中央付近

に敲打痕　周縁の一部に敲打痕

557 図 33 
図版 27 敲石 3-3  

F11b18
302 
3 層 13.1 10.5 4.7 992.8 砂岩 100% 両面全体的に敲打痕　周縁の一部に敲打痕

558 図 33 
図版 27 敲石 3-3 

F11c18
302 
3 層 15.5 10.8 5.0 1379.3 砂岩 100% 両面中央付近敲打により円く凹む・磨面　周

縁に敲打痕

559 図 33 
図版 27 敲石 3-3 

F11b18
302 
3 層 15.1 10.0 5.0 1121.1 砂岩 100% 片面敲打痕・打裂痕　片面中央付近敲打痕　

周縁敲打痕・磨面？

560 図 33 
図版 27 敲石 3-1 

F11b17
302 
3 層 14.3 11.7 4.8 1302.6 砂岩 100% 両面全体が敲打により凹む　周縁に敲打痕

561 図 33 敲石 3-3  
F11b19

302 
3 層 13.5 10.7 5.2 1086.7 砂岩 100% 両面中央付近敲打により円く凹む　周縁の一

部に敲打痕

562 図 33 敲石 3-1 
F11c16

302 
3 層 15.3 11.6 4.7 1327.0 砂岩 100% 両面・周縁の敲打痕

563 図 33 敲石 3-3 
F11e15

302 
3 層 15.0 12.9 6.1 1683.1 砂岩 100% 両面強い敲打のよる線状の打裂痕　周縁の一

部敲打痕

564 図 34 
図版 28 敲石 3-3  

F11b18
302 
3 層 12.5 12.3 6.5 1270.6 

以上 砂岩 80% 片面中央部が敲打により凹む　片面広い範囲
に強い敲打

565 図 34 
図版 28 敲石 3-3 

F11c19
302 
3 層 14.9 11.0 5.1 1233.8 砂岩 100% 両面全体に敲打痕　周縁に敲打痕

566 図 34 
図版 28 敲石 3-3  

F11a20
302 
3 層 14.5 10.3 5.0 1090.2 砂岩 100% 片面線状の打裂痕　片面は全体が凹む　周縁

敲打痕

567 図 34 敲石 3-3  
F11d17

302 
3 層 15.7 10.7 5.9 1412.7 砂岩 100% 両面全体に敲打痕　ほぼ周縁全体に敲打痕

568 図 34 
図版 28 敲石 3-3  

F11d17
302 
3 層 19.3 15.0 9.2 3160.0 砂岩 100% 両面強い敲打により深く凹む　周縁に粗い磨

面？

569 図 34 
図版 28 敲石 3-3 

F11a20
302 
3 層 19.9 11.4 6.8 2320.0 砂岩 100% 両面全体に敲打痕　周縁の一部に敲打痕

570 図 34 
図版 28 敲石 3-3 

E11y23
B-313
3 層 22.6 9.0 5.9 1789.7 砂岩 100% 片面に敲打痕・磨面　片面 2 箇所に集中して

敲打痕　周縁敲打痕顕著

571 図 34 台石 3-3 
F11b18 

302 
3 層 27.8 24.4 6.1 6080.0 砂岩 ？ 両面敲打・磨面

572 図 34 台石 3-3 
F11b21

313 
上層 19.5 15.1 5.3 2740.0 砂岩 ？ 片面敲打等により深く凹む

573 図 34 
図版 28 台石 3-3 

F11b21
302 
3 層 37.3 27.1 

以上 7.0 7080.0 砂岩 ？ 片面敲打痕・磨面　片面敲打痕？　側面線状
のキズ

574 図 34 台石 3-3 
F11b20

302 
3 層 31.8 26.5 9.5 11300.0 砂岩 ？ 片面敲打痕・磨面　片面敲打痕？

575 図 35 
図版 28 台石 3-3 

F11y24
B-313
2 層 34.4 16.5 7.9 8820.0 砂岩 ？ 片面敲打痕・打裂痕　片面磨面

576 図 35 台石 3-3 
F11d18

302 
3 層

23.7 
以上 19.1 10.2 6500.0 砂岩 80% ？ 表裏に敲打痕

577 図 35 台石 3-3 
F11d15

302 
3 層 42.8 16.6 13.3 15060.0 砂岩 100% 1 面は磨面　他の 3 面も使用か？

578 図 35 台石 3-1 
F11c16

302 
3 層 34.5 24.9 

以上 11.1 11040.0 砂岩 80% ？ 表裏中央付近に敲打痕

579 図 35 
図版 28 石棒 3-3 

F11b18
302 
3 層

24.6 
以上 5.6 5.1 1423.5 

以上 結晶片岩 ？
基部側欠損　頭部は丁寧につくり出され、先
端に向かって段をなして窄まる　頭部付近の
断面は扁平

石器一覧表（５）
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580 図 35 
図版 28 石棒 3-3 

F11a20
302 
3 層

12.6 
以上 7.6 4.7 585.4 

以上　 結晶片岩 ？ 両側欠損　被熱痕

581 図 35 
図版 28 石棒 3-1 

F11c15
302 
3 層

21.1 
以上 4.5 2.0 

以上
322.8 
以上 結晶片岩 ？ 頭部欠損　基部側縦に半裁

582 図 35 
図版 28 石棒 3-3 

F11
302 

3 層ほか
35.2 
以上 7.2 6.2 2500.0 

以上 結晶片岩 ？ 頭部欠損　細かく輪切り状に分断　被熱痕　

583 図 35 
図版 28 石棒 3-3 

F11b22
302 
2 層

23.5 
以上 3.1 2.2 306.9 

以上 結晶片岩 ？ 両端欠損　両端近く？に線刻を巡らす　表裏
に敲打痕　

584 図 36 
図版 28 石鏃 4-1 

E11t15 側溝 3.5 
以上

2.1 
以上 0.5 4.2 

以上 頁岩 80% ？ 基部欠損

585 図 36 
図版 28 磨製石斧？ 4-1 

E11s15
5.4 
以上 3.1 0.9 20.2 

以上 頁岩 ？ 基部側欠　刃部に潰れ痕　円礫に打製で刃部
を成形して使用した可能性も

586 図 36 
図版 28 打製石斧 4-1 

E11r17
6.6 
以上 7.1 0.9 51.4 

以上 頁岩 50% ？ 基部側欠　中位で剥離するように欠け　自然
面残る

587 図 36 楔形石器 4-1 
E11r14 8.5 5.0 1.3 67.9 頁岩 100% ３辺に階段状剥離・潰れ痕　打製石斧？

588 図 36 削器？ 4-3 
D12w14 西側溝 6.9 

以上
5.0 
以上 1.3 55.5 

以上 頁岩 ？ 破損した側辺以外は調整痕あり　打製石斧？

589 図 36 
図版 28 削器 4-1 

E11s15 5.6 5.5 0.7 27.5 頁岩 100% 片側自然面　２辺を刃部として使用

590 図 36 
図版 28 削器・刃器 4-1 

E11n19 9.8 3.6 0.7 24.6 頁岩 100% 刃部の対辺は階段状剥離　使用痕（擦痕・磨
滅痕）あり

591 図 36 
図版 28 砥石 4-1 

E11o6
5.6 
以上 3.9 3.9 176.4 

以上 砂岩 ？ 4 面使用

592 図 36 
図版 28 石鏃 5-1 

E11t16 5・6 層 3.0 
以上 2.3 0.4 2.4 

以上
サヌカイ

ト？ 60% ？ 先端部欠損　凸基式有茎

593 図 36 不明石製品 5-1 
E11t17 5・6 層 3.6 2.8 0.5 4.1 頁岩 100% 石鏃？

594 図 36 不明石製品 5-1 
E11s17 5・6 層 4.3 3.1 0.5 9.2 頁岩 100%

595 図 36 
図版 28 石包丁 5-1 

E11y19 第６層 14.7 5.3 1.25 121.1 頁岩 100% 穿孔１　自然面多い　未成品？

596 図 36 
図版 28 楔形石器 5-1 

E11t19 6 層 7.6 4.9 1.8 71.6 頁岩 100% 長方形　長辺に階段状剥離・潰れ痕

597 図 36 削器 5-1 
E11u19 6 層 4.3 2.9 0.65 7.9 頁岩 100％？

598 図 36 
図版 28 楔形石器 5-1 

E11s17 6 層 7.6 6.4 1.9 80.0 頁岩 100% 台形　4 辺に階段状剥離辺　擦痕あり

599 図 36 
図版 28 砥石 5-2 

E12l12 4 層 17.6 
以上 6.6 5.6 724.3 

以上 砂岩 ？ 4 面使用　線状のキズあり

600 図 36 
図版 28 砥石 5-2 

E12f11 4 層 15.9 9.2 4.7 901.8 
以上 砂岩 ？ 4 面使用　敲打痕・線状のキズあり

石器一覧表（６）
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報告
書№

登録
番号 種類 器種 製品

段階
樹種同定

番号 樹種 木取り 観察所見 調査
区 地区 遺

構 層位 長さ 幅 高さ 厚さ

604 w62 工具 斧膝柄 WKY62 サカキ 芯持丸木（分岐部） 装着部破損。 3-3 F11 f14 302 3 層 40.4 11.9 以上 3.8 
605 w136 工具 斧直柄 WKY136 モチノキ属 割材削出 頭部表面と軸端部が欠ける。 3-3 F11 d17 302 3 層 48.9 以上 7.1 10.1 
606 w85 工具 斧直柄 WKY85 イチイガシ？ みかん割り削出 放射径残存径 6,5cm。柄部欠損。 3-3 F11 d16 302 3 層 29.0 以上 7.5 10.0 
607 w86 工具 斧直柄 WKY86 アカガシ亜属 みかん割り削出 放射径残存径 6,5cm　復原径 8,5cm。柄部欠損。 3-3 F11 c18 302 3 層 36.0 以上 6.2 7.0 
608 w544 工具 斧直柄 WKY385 モチノキ属 半割 頭部のみの破片。 3-1 F11 c17 302 3 層 7.0 以上 4.7 以上 6.8 以上
609 w182 工具 楔状木製品 WKY182 マキ属 半割 使用痕なし。 3-3 F11 c18 302 3 層 35.3 8.3 4.4 以下
610 w16 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY16 イスノキ 板目 小型。軸頭あり。 3-3 F11 a21 302 3 層 34.7 8.0 2.4 
611 w1 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY1 イスノキ 板目 中型か。柄に緊縛用の軸頭あり。刃部欠損あり。 3-3 F11 c16 302 3 層 36.7 9.3 2.9 
612 w4 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY4 イスノキ 板目 中型。軸頭あり。刃部 50％欠損。 3-3 F11 c17 302 3 層 39 以上 10 以上 2.4 
613 w15 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY15 イスノキ 板目 中型。軸頭あり。刃部破損。刃縁使用痕顕著。 3-3 F11 c18 302 3 層 44.0 10.0 1.5 
614 w12 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY12 イスノキ 板目 中型。軸頭あり。仕上げ丁寧。 3-1 F11 c16 302 3 層 44.4 10.6 1.9 
615 w13 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY13 イスノキ 板目 中型。軸頭、軸中央に筋あり。前面粗割状態に近い。 3-3 F11 b20 302 3 層 44.6 9.8 2.8 
616 w8 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY8 イスノキ 板目 中型、羽子板形。軸頭あり。刃縁へ幅広くなる。 3-3 F11 a20 302 3 層 44.1 9.1 1.6 
617 w6 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY6 イスノキ 板目 中型か。軸頭あり。刃部割れ、短く、使用痕顕著。 3-3 F11 b20 302 3 層 39.8 9.4 1.8 
618 w305 農具 平鍬（曲柄平鍬身） WKY215 イスノキ 板目 中型か。軸部欠損。使用痕顕著。 3-1 F11 c17 302 3 層 19.8 以上 10.2 2.8
619 w14 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY14 イスノキ 板目 小型、細長形。軸頭なし。やや腐食。刃縁使用痕顕著。 3-3 F11 c14 302 3 層 36.5 7.8 2.3 
620 w105 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY105 イスノキ 板目 中型、細長形。軸部・刃部に欠損あり。 3-3 F11 302 3 層 41.9 8.3 2.5 
621 w563 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY403 イスノキ 板目 中型。細長形。先端使用痕顕著。軸部欠損。 3-3 F11 b18 302 3 層 29.8 以上 6.6 2.3 
622 w17 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY17 イスノキ 板目 中型、細長形。前面腐食。軸部薄く、装着面不平坦。 3-1 F11 b17 302 3 層 45.9 6.2 2.0 
623 w7 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY7 イスノキ 板目 大型か、細長形。軸部欠損。後面に節あり。前面粗割り状態。 3-3 F11 c16 302 3 層 44.0 8.5 2.2 
624 w93 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY93 イスノキ 板目 大型、細長形。軸頭なし。加工痕顕著。 3-3 F11 c16 302 3 層 60.5 7.5 3.0 
625 w10 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY10 イスノキ 板目 中型、羽子板細長形。樹皮残る。軸頭なく、細い。 3-1 F11 c16 302 3 層 48.6 8.6 2.2 
626 w41 農具 平鍬？（鋤身？） WKY41 イスノキ 板目 中型。形状いびつ。軸頭削り落す。加工痕顕著。 3-3 F11 e16 302 3 層 35.2 8.9 3.4 2.5 
627 w9 農具 平鍬？（鋤身？） WKY9 イスノキ 板目 中型。形状いびつ。軸部曲り、欠損。両面加工痕顕著。 3-1 F11 c16 302 3 層 35.6 8.2 3.8 1.8 
628 w18 農具 平鍬？（鋤身？） WKY18 イスノキ 板目 中型。形状いびつ。軸部曲り、欠損。前面粗割り状態。 3-3 F11 c20 302 3 層 41.8 11.3 3.4 2.6 
629 w3 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） 残材 WKY3 イスノキ 板目 中型、樹皮部分。強度なし。軸頭なし。刃部欠損あり。 3-1 F11 c16 302 3 層 44.4 9.5 1.9 
630 w21 農具 平鍬？（鋤身？） 残材 WKY21 イスノキ 板目 小型、薄形。強度なし。後面腐食。刃部に瘤あり。 3-3 F11 a26 302 3 層 34.3 8.8 3.0 0.8 
631 w5 農具 平鍬（曲柄平鍬身？） WKY5 イスノキ 板目 大型。軸部幅広、軸頭なし。 3-1 F11 b18 302 3 層 50.1 10.8 1.7 
632 w11 農具 平鍬（曲柄平鍬身？） WKY11 イスノキ 板目 大型。軸部幅広。前面粗割り後、刃縁のみ加工。 3-3 F11 b19 302 3 層 53.3 10.5 3.4
633 w22 農具 平鍬（曲柄平鍬身？） WKY22 イスノキ 板目 大型。軸部短い。後面粗割り後、縁のみ加工。 3-3 F11 b18 302 3 層 55.9 13.0 2.8 
634 w302 農具 平鍬（曲柄平鍬身？）未成品 WKY214 イスノキ 板目 大型。軸部幅広。粗割り状態。厚手。 3-1 F11 b18 側溝 52.1 15.0 4.5 
635 w2 農具 平鍬（曲柄平鍬身？）未成品？ WKY2 イスノキ 板目 中型。軸頭あり。装着面不平坦。肩なし。 3-3 F11 c19 302 3 層 44.0 9.0 2.9 
636 w19 農具 平鍬（曲柄平鍬身？）未成品 WKY19 イスノキ 板目 小型。軸頭なし。装着面不平坦。肩なし。 3-1 F11 b17 302 3 層 39.1 8.0 2.6 
637 w159 農具 平鍬（曲柄平鍬身？）未成品 WKY159 イスノキ 板目 大型。背面に筋４本あり。原材より若干薄くなる。 3-3 F11 d13 302 3 層 87.9 13.6 2.2 
638 w79 農具 平鍬（曲柄平鍬身？） 原材 WKY79 イスノキ 板目 中型の原材。辺材で節あり。前面・側面粗割り段階。 3-3 F11 d15 302 3 層 59.2 10.7 2.6
639 w104 農具 平鍬（曲柄平鍬身？） 原材 WKY104 イスノキ 板目 中型の原材。切断しかけの痕跡あり。辺材の板材。 3-3 F11 d16 302 3 層 53.4 10.3 2.6 
640 w78 農具 平鍬（曲柄平鍬身？） 原材 WKY78 イスノキ 板目 中型の原材。辺材の板材、分枝部残る。 3-3 F11 d15 302 3 層 50.4 12.5 3.8 ～ 6.3
641 w130 農具 広鍬（直柄平鍬身） WKY130 イチイガシ 柾目 放射径残存径 12,3cm　製品復元径 19,5cm。薄手。 3-3 F11 c18 302 3 層 34.8 12.8 以上 2.9 以上 0.8 
642 w126 農具 広鍬（直柄平鍬身） WKY126 イチイガシ 柾目 放射径 19,2cm。薄手。 3-3 F11 e14 302 3 層 11.5 以上 19.2 3.9 以上 0.7 
643 w135 農具 広鍬（直柄平鍬身） WKY135 イチイガシ？ 柾目 放射径 9,2cm。薄手の破片。 3-3 F11 302 3 層 32.6 9.3 以上 0.9 
644 w127 農具 広鍬（直柄平鍬身） WKY127 イチイガシ 柾目 舟形突起部分の破片。 3-3 F11 e14 302 3 層 11.1 以上 6.5 以上 3.1 以上
645 w69 農具 広鍬（直柄平鍬身） WKY69 イチイガシ 板目 板目材の広鍬。舟形突起やや短い。やや厚手。 3-3 F11 c19 302 3 層 13.6 以上 8.7 以上 3.8 1.9 
646 w89 農具 広鍬（直柄平鍬身） 未成品 WKY89 イチイガシ？ 板目 板目取りの鍬の製作途中品。 3-3 F11 d14 302 3 層 39.9 20.5 6.1 2.1 
647 w183 農具 広鍬（直柄平鍬身） 未成品 WKY183 イチイガシ 板目 樹皮付きの広鍬未成品。加工痕明瞭。 3-1 f11 c16 302 3 層 61.0 30.3 12.1 7.2 
648 w178 農具 広鍬（直柄平鍬身） 原材 WKY178 アカガシ亜属 板目 樹皮付の板目材。放射径 9,7cm。 3-3 F11 c19 302 3 層 43.0 25.7 10.6 
649 w88 農具 泥除 WKY88 クスノキ 板目 補修孔あり。 3-3 F11 c18 302 3 層 21.0 以上 32.0 3.8 1.0 
650 w87 農具 泥除 WKY87 クスノキ 板目 補修孔あり。装着痕あり。 3-3 F11 d17 302 3 層 28.4 以上 37.0 7.9 0.9 
651 w201 農具 泥除 WKY185 クスノキ 板目 補修孔あり。容器の可能性あり。 3-1 F11 c16 302 3 層 29.0 以上 11.0 以上 1.0 
652 w129 農具 泥除？ 未成品？ WKY129 クスノキ 板目 横鍬・有孔板材の可能性あり。 3-3 F11 f14 302 3 層 28.6 18.0 以上 3.7 
653 w132 農具 刈払具 WKY132 アカガシ亜属 半割削出 放射径 5cm。先端欠失。 3-3 F11 c17 302 3 層 107.4 以上 9.5 4.6 1.6
654 w94 農具 刈払具 WKY94 アカガシ亜属 板目 刈払具の先端部破片。 3-3 F11 c17 302 3 層 21.3 以上 6.0 2.7 1.3 
655 w70 農具 棒状材（刈払具？） 原材？ WKY70 ユズリハ属 芯持丸木 樹皮付。刈払具の材と推定。 41336 F11 c19 302 3 層 83.2 7.3 6.4 
656 w124 農具 棒状材（柄？） WKY124 クワ属 芯無削出 一端は臍状、一端は丸める。 3-3 F11 d16 302 3 層 81.3 φ 2.0 ～ 2.8
657 w49 農具 竪杵 WKY49 ツバキ属 芯持削出 節帯をもつ。 3-3 F11 c22 302 3 層 31.5 以上 φ 6.4
658 w146 農具 竪杵 WKY146 ツバキ属 芯持丸木 現状では断面楕円形。 3-3 F11 e19 302 3 層 61.3 以上 φ 6.5 ～ 9.7
659 w45 紡織具 布送具 WKY358 サカキ 柾目 凸状の（経巻具）布送具。線刻あり。 3-3 F11 c18 302 3 層 39.7 以上 6.0 以上 1.3 
660 w133 狩猟具 弓 WKY133 イヌガヤ 割材削出 樹皮巻き、漆塗り。弓弭・棒樋状の加工あり。 3-3 F11 b19 302 3 層 125.1 φ 2.6
661 w53 狩猟具 弓 WKY53 イヌガヤ 芯持削出 針葉樹樹皮製の紐を巻き、黒漆で固着する。 3-3 F11 d14 302 3 層 26.6 以上 φ 1.9 ～ 2.3
662 w52 狩猟具 弓 WKY52 イヌガヤ 芯持削出 針葉樹樹皮製の紐を巻き、黒漆で固着する。 3-3 F11 b19 302 3 層 20.7 以上 φ 1.6 ～ 2.1
663 w95 狩猟具 弓 WKY95 イヌガヤ 芯持丸木 針葉樹樹皮製の紐を巻き、黒漆で固着する。 3-3 F11 d19 302 3 層 30.6 以上 φ 1.8
664 w56 狩猟具 弓 WKY56 イヌガヤ 芯持削出 漆塗り。樹皮巻き痕、弓弭・棒樋状の加工あり。 3-3 F11 e15 302 3 層 45.8 以上 φ 2.4
665 w55 狩猟具 弓 WKY55 イヌガヤ 芯持削出 樹皮巻き、漆塗り。弓弭・棒樋状の加工あり。 3-3 F11 c16 302 3 層 31.5 以上 φ 2.5 
666 w50 狩猟具 弓 WKY50 イヌガヤ 芯持削出 弓材の樹皮残存。弓弭・棒樋状の加工あり。 3-3 F11 b19 302 3 層 57.6 以上 φ 2.2
667 w81 狩猟具 弓 WKY81 イヌガヤ 芯持削出 弓弭状の加工あり。 3-3 F11 d16 302 3 層 37.5 以上 φ 1.5
668 w54 食事具 縦杓子柄？ WKY54 マキ属 板目 樹皮残存。縦杓子の柄か。頭部線刻で装飾。 3-3 F11 b20 302 3 層 28.4 以上 4.2 以上 1.5 
669 w68 食事具 縦杓子柄？ WKY68 マキ属 板目 668と同様の製品。頭部線刻なし。やや細長い。 3-3 F11 c19 302 3 層 32.2 以上 2.4 以上 1.8 
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670 w180 食事具 縦杓子柄？ WKY180 マキ属 板目 668・669 と同様の柄か。 3-3 F11 b17 302 3 層 22.8 以上 3.0 1.4 
671 w60 食事具 横杓子 WKY60 クスノキ 割材 柄は口縁部より下に水平に付ける。 3-3 F11 c18 302 3 層 29.1 9.6 以上 7.5 1.1 
672 w80 食事具 横杓子 未成品 WKY80 クスノキ 芯持横木取り 舟形容器に短い柄を付けた形状。 3-3 F11 b19 302 3 層 25.2 10.2 7.7 3.9 
673 w59 食事具 匙 未成品？ WKY59 クスノキ 割材 スプーン形の匙。調整痕が粗い。 3-1 F11 c16 302 3 層 26.4 5.9 4.5 2.2 
674 w117 食事具 匙 未成品？ WKY117 クスノキ 割材横木取り レンゲ形の匙。身の窪みが小さい。 3-3 F11 c16 302 3 層 19.4 6.5 3.1 2.3 
675 w38 容器 舟形容器 WKY38 クスノキ 芯持横木取り 小型。薄手。 3-3 F11 c19 302 3 層 10.4 5.2 3.5 0.7 
676 w36 容器 舟形容器 WKY36 クスノキ 横木取り 小型。薄手。 3-3 F11 c15 302 3 層 12.6 6.2 以上 4.2 0.8 
677 w110 容器 舟形容器 WKY110 クスノキ 横木取り 中型か。薄手で表面平滑。 3-3 F11 c18 302 3 層 15.4 8.1 4.3 0.5 
678 w47 容器 舟形容器 WKY47 クスノキ 横木取り 中型。薄手で表面平滑。 3-3 F11 c22 302 3 層 19.2 7.2 以上 9.0 0.7 
679 w32 容器 舟形容器 WKY32 クスノキ 芯持横木取り 中型、比較的薄手で平滑。 3-3 F11 c17 302 3 層 18.4 7.9 以上 6.1 1.9 
680 w35 容器 舟形容器 WKY35 クスノキ 横木取り 芯付近を使用。比較的薄手で平滑。 3-3 F11 c14 302 3 層 19.2 8.0 5.6 以上 1.0 以上
681 w27 容器 舟形容器 WKY27 クスノキ 横木取り 中型。薄手で表面平滑。 3-1 F11 c16 302 3 層 18.5 以上 10.2 以上 4.5 以上 1.3 
682 w24 容器 舟形容器 WKY24 クスノキ 横木取り 中型。比較的薄手で平滑。 3-1 F11 c15 302 3 層 19.0 以上 9.9 以上 4.6 1.6 
683 w58 容器 舟形容器 WKY58 クスノキ 芯持横木取り 中型。薄手で平滑。匙の可能性もあり。 3-1 F11 c17 302 3 層 21.3 以上 12.2 以上 7.0 以上 1.1 
684 w31 容器 舟形容器 補修品 WKY31 クスノキ 横木取り 中型。薄手で平滑。割れを紐で補修。 3-3 F11 b20 302 3 層 25.5 10.5 3.8 以上 1.0 
685 w61 容器 舟形容器 WKY61 クスノキ 横木取り 大型。比較的薄手。樹皮付。 3-3 F11 b18 302 3 層 33.2 10.6 以上 9.8 以上 1.6 
686 w34 容器 舟形容器 未成品 WKY34 クスノキ 芯持横木取り 中型。厚手で加工痕顕著。 3-3 F11 b20 302 3 層 19.8 8.7 以上 8.6 2.5 
687 w23 容器 舟形容器 未成品 WKY23 クスノキ 横木取り 中型か。厚手で加工痕顕著。匙の可能性あり。 3-3 F11 b18 302 3 層 21.6 8.4 5.7 2.1 
688 w25 容器 舟形容器 未成品 WKY25 クスノキ 横木取り 中型。厚手。 3-1 F11 c16 302 3 層 20.8 以上 11.3 以上 4.0 以上 2.5 
689 w39 容器 舟形容器 未成品 WKY39 クスノキ 芯持横木取り 大型。厚手で加工痕顕著。木の皺が残る。 3-3 F11 b19 302 3 層 37.2 11.6 12.4 4.5 
690 w33 容器 舟形容器 未成品 WKY33 クスノキ 芯持横木取り 中型。厚手で加工痕顕著。木の皺が残る。 3-3 F11 c14 302 3 層 17.8 7.4 9.5 6.5 
691 w29 容器 舟形容器 未成品 WKY29 クスノキ 芯持横木取り 中型。厚手で加工痕顕著。 3-3 F11 c19 302 3 層 20.4 9.7 8.6 4.7 
692 w30 容器 舟形容器 未成品 WKY30 クスノキ 芯持横木取り 中型。厚手で加工痕顕著。 3-1 F11 b17 302 3 層 21.2 7.9 7.1 5.0 
693 w28 容器 舟形容器 未成品 WKY28 クスノキ 横木取り 中型。粗割り段階。 3-3 F11 c16 302 3 層 21.4 7.9 4.5 3.5 
694 w26 容器 舟形容器 未成品 WKY26 クスノキ 横木取り 中型。粗割り段階。 3-3 F11 b19 302 3 層 21.1 9.6 5.0 3.8 
695 w37 容器 舟形容器 未成品 WKY37 クスノキ 芯持横木取り 大型。粗割り段階。木の屈曲部で、皺が残る。 3-3 F11 d16 302 3 層 29.5 11.1 13.1 8.6 
696 w40 容器 舟形容器 未成品 WKY40 クスノキ 芯持横木取り 大型。粗割り段階。木の皺が残る。 3-3 F11 e16 302 3 層 29.5 13.4 8.7 8.0 
697 w44 容器 舟形容器 原材 WKY44 クスノキ 芯持横木取り 中型の原材。樹皮付。 3-3 F11 d14 302 3 層 21.3 φ 10.8
698 w82 容器 舟形容器 原材 WKY82 クスノキ 芯持横木取り 中型の原材。樹皮剥離痕あり。 3-3 F11 e19 302 3 層 24.2 φ 10.8 12.8 
699 w43 容器 舟形容器 原材 WKY43 クスノキ 芯持横木取り 大型の原材か。樹皮付。木の屈曲部。 3-3 F11 d16 302 3 層 26.5 φ 11.1 17.6 
700 w42 容器 舟形容器 原材 WKY42 クスノキ 芯持横木取り 中型の原材。樹皮付。 3-3 F11 b18 302 3 層 25.1 φ 10.1 12.7 
701 w177 容器 舟形容器 原材 WKY177 クスノキ 芯持横木取り 大型の原材。樹皮剥離痕あり。 3-3 F11 e11 302 3 層 37.6 φ 12.7 13.6  
702 w83 容器 鉢 WKY83 クスノキ 芯持横木取り 口縁部直下及び底辺に沈線あり。 3-3 F11 d15 302 3 層 φ 25.6 9.8 1.0 
703 w98 容器 鉢？ 原材？ WKY98 クスノキ 節部 容器原材の可能性あり。こぶの部位を利用。 3-3 F11 a20 302 3 層 20.0 24.0 12.0 以上
704 w96 容器 高台付鉢？ WKY96 クスノキ 横木取り 深い鉢の口縁部か。705 と同一個体の可能性あり。 3-3 F11 c17 302 3 層 φ 50.0 21.8 以上 2.0 
705 w120 容器 高台付鉢 WKY120 クスノキ 横木取り 高台付き鉢の底部。 3-3 F11 c19 302 3 層 φ 25.4 以上 高台径 15.0 8.4 以上 2.0 
706 w97 容器 高台付鉢？ 原材 WKY97 クスノキ 節部 高台付き鉢の原材か。こぶの部位を利用。 3-3 F11 a20 302 3 層 φ 28.5 以上 10.3 以上 3.0 
707 w100 容器 有孔浅鉢 WKY100 クスノキ 横木取り 調査時に底部に孔確認。表面一部炭化。 3-3 F11 c18 302 3 層 28.3 22.9 6.3 1.4 
708 w131 容器 有孔浅鉢？ WKY131 クスノキ 横木取り 底部の孔の有無は不明。 3-3 F11 d16 302 3 層 34.3 17.7 以上 8.8 1.0 
709 w109 容器 有孔浅鉢？ WKY109 クスノキ 横木取り 底部の孔の有無は不明。一部に焦げあり。 3-3 F11 c18 302 3 層 38.1 22.7 以上 10.9 2.0 
710 w77 容器 有孔浅鉢？ 未成品 WKY77 クスノキ 横木取り 外面加工痕顕著。内面はほぼ未加工。 3-3 F11 d16 302 3 層 37.6 30.6 12.0 7.8 
711 w101 容器 大皿 WKY101 クスノキ 横木取り 皿状容器としては小型。木取りは泥除けと共通。 3-3 F11 c18 302 3 層 35.2 26.1 以上 5.3 1.3 
712 w102 容器 大皿 WKY102 クスノキ 横木取り 内面に製作時の擦痕が顕著に残る。 3-3 F11 c13 302 3 層 47.4 43.1 7.4 1.6 
713 w90 容器 大皿 WKY90 クスノキ 横木取り 口縁部近くがやや厚手。 3-1 F11 c16 302 3 層 53.3 25.5 以上 8.1 11.9 
714 w99 容器 大皿 WKY99 クスノキ 横木取り 長軸方向の外面中央に節、両端に加工痕残る。 3-3 F11 d17 302 3 層 59.1 25.3 以上 11.9 以上 2.1 
715 w108 容器 大皿 WKY108 クスノキ 横木取り 腐食による摩耗が顕著。 3-3 F11 b19 302 3 層 38.2 以上 21.2 以上 9.9 以上 2.0 
716 w128 容器 大皿 WKY128 クスノキ 横木取り 底部片。やや厚手。 3-3 F11 c17 302 3 層 24.8 以上 23.2 以上 9.4 以上 1.8 
717 w206 容器 大皿 WKY190 クスノキ 横木取り 口縁部片。 3-3 F11 c17 302 3 層 28.0 以上 11.0 以上 2.0 
718 w119 容器 大皿 WKY119 クスノキ 横木取り ３片を接合。円形孔は新しい釘孔の可能性あり。 3-3 F11 c20 302 3 層 60.2 以上 33.8 以上 7.2 以上 1.2 
719 w147 容器 大皿 未成品 WKY147 クスノキ 横木取り 皿状容器の未成品か。厚手で粗割り段階。 3-3 F11 b21 302 3 層 52.5 以上 51.6 以上 8.6 以上 4.0 以下
720 w168 容器 大皿 未成品 WKY168 クスノキ 横木取り 皿状容器の未成品か。厚手の粗割り段階。 3-3 F11 c19 302 3 層 67.0 以上 49.0 以上 9.8 以上 5.0 
721 w144 建築部材 梯子 WKY144 クワ属 芯持丸木 ステップ３段分あり。裏面上端に段差、下端に黒色処理。 3-3 F11 d17 302 3 層 176.6 以上 11.0 5.0 ～ 8.8
722 w158 建築部材 柱材？ WKY158 マキ属 芯持丸木 直径 14㎝。一端黒色処理。 3-3 F11 c22 302 3 層 44.4 以上 φ 14.1
723 w63 建築部材 有頭棒 WKY63 ヒノキ 芯持丸木削出 球形の頭部をもつ有頭棒 3-3 F11 c19 302 3 層 24.1 以上 φ 6.4
724 w173 建築部材 有頭棒？ WKY173 マキ属 芯持丸木 やや尖った有頭棒 3-3 F11 d21 302 3 層 31.5 以上 φ 2.4
725 w106 建築部材 有頭棒？ WKY106 マキ属 芯持丸木 一方に抉りをもつ。断面楕円形。農具の柄の可能性あり。 3-3 F11 c19 302 3 層 50.0 以上 φ 3.0 ～ 4.0
726 w166 建築部材 棒 WKY166 マキ属 芯持丸木 樹皮付。両端が細くなる。 3-3 F11 302 3 層 131.2 以上 2.7 
727 w495 建築部材 棒 WKY349 マキ属 芯持丸木 一端を丸くおさめる。 3-3 F11 d21 302 3 層 31.0 以上 φ 3.6
728 w140 建築部材 棒 WKY140 マキ属 芯持丸木 一端に浅い抉り、他端を削る。 3-3 F11 d18 302 3 層 146.4 φ 4.4 ～ 6.2
729 w51 建築部材 棒 WKY51 マキ属 芯持丸木 一端を丸くおさめる。 3-3 F11 c19 302 3 層 58.8 以上 φ 2.7
730 w138 建築部材 構造部材 WKY138 マキ属 芯持丸木 上端を方臍状に、下端を杭状に加工する。 3-3 F11 b23 302 3 層 143.4 φ 4.8 ～ 5.4
731 w139 建築部材 棒 WKY139 マキ属 芯持丸木 樹皮付。一端をおおよそ丸くおさめる。 3-3 F11 c17 302 3 層 130.6 以上 φ 4.2 ～ 5.4
732 w156 建築部材 構造部材 WKY156 マキ属 芯持丸木 やや浅い抉りを２か所もつ。 3-3 F11 f15 302 3 層 85.8 以上 φ 4.7 
733 w175 建築部材 棒 WKY175 マキ属 芯持丸木 一端をまるくおさめる。樹皮剥離痕あり。 3-3 F11 d16 302 3 層 77.8 以上 φ 4.8 ～ 5.4
734 w151 建築部材 棒 WKY151 マキ属 芯持丸木 樹皮付。両端をやや丸くおさめる。 3-3 F11 e14 302 3 層 145.0 φ 5.3 ～ 7.6
735 w75 建築部材 有頭棒 WKY75 マキ属 芯持丸木 端面炭化。 3-3 F11 b20 302 3 層 49.4 以上 φ 6.5 ～８．１
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736 w174 建築部材 棒 WKY174 マキ属 芯持丸木 樹皮付。 3-3 F11 b19 302 3 層 110.2 以上 φ 9.0
737 w172 建築部材 棒 WKY172 マキ属 芯持丸木 一端を削り調整し、まるめる。 3-3 F11 d16 302 3 層 223.2 以上 φ 6.6
738 w170 建築部材 棒 WKY170 マキ属 芯持丸木 一端をやや尖らせる。 3-3 F11 e14 302 3 層 200.4 以上 φ 4.1 ～ 5.2
739 w163 建築部材 棒 WKY163 マキ属 芯持丸木 樹皮付。 3-3 F11 b19 302 3 層 198.0 φ 2.7 ～ 3.7
740 w161 建築部材 建築部材？ WKY161 マキ属 芯持丸木 両端の細い棒状製品。 3-3 F11 b18 ～ c18 302 3 層 229.8 φ 8.4
741 w171 建築部材 建築部材？ WKY171 イヌガヤ 芯持丸木 中央屈曲、両端真っすぐ。 3-3 F11 c21 302 3 層 197.6 φ 5.2 ～ 8.8
742 w46 農具？ 柄？ WKY46 イスノキ 割材削出 小型有頭棒状。断面円形。 3-3 F11 c18 302 3 層 20.3 以上 φ 1.7
743 w73 農具？ 木錘状製品 WKY73 マキ属 芯持丸木 端部破断面、未調整。 3-3 F11 c19 302 3 層 22.5 φ 5.9 ～ 7.9
744 w72 農具？ 木錘状製品？ WKY72 マキ属 芯持丸木 建築部材の頭部片の可能性あり。 3-3 F11 e16 302 3 層 15.1 φ 5.8
745 w84 農具？ 木錘状製品？ WKY84 クスノキ 芯持丸木 腐食のため、判然としない。 3-3 F11 c22 302 3 層 19.3 7.3 3.6 
746 w524 不明 棒状製品 WKY373 クワ属 割材 両端の一方がやや突出する。659 の近くで出土。 3-3 F11 c18 302 3 層 36.5 以上 4.5 4.5 
747 w134 狩猟具？ 矢？ WKY134 サカキ 芯持丸木 細い真っすぐな棒状。紐を巻きつける。 3-3 F11 c19 302 3 層 41.0 以上 φ 1.3
748 w209 不明 杵残材？ WKY193 ツバキ属 芯持丸木 竪杵製作時の残材か。 3-3 F11 d16 302 3 層 9.3 φ 7.3
749 w179 不明 指輪状製品 WKY179 針葉樹樹皮 （包埋） 弓を巻く樹皮と類似する。 3-3 F11 c19 302 3 層 2.9 2.1 1.0 0.4 
750 w57 楽器？ 琴？ 未成品 WKY57 スギ 板目 板作りの琴の未成品か。表面調整粗い。 3-3 F11 b20 302 3 層 40.4 13.0 1.5 
751 w76 不明 俎状製品 WKY76 クスノキ 板目 刃物痕あり。一部黒色化。 3-3 F11 c21 302 3 層 43.4 18.5 1.4 
752 w169 建築部材？ 建築部材？ WKY169 ヒノキ 割材 腐食進み、当初形状か判然としない。 3-3 F11 b22 302 3 層 69.7 以上 8.5 4.9 
753 w123 材 丸太材 － WKY123 マキ属 芯持丸木 樹皮付。両端切断痕顕著。 3-3 F11 b15 302 3 層 24.4 φ 7.4 ～ 8.1
754 w107 材 丸太材 － WKY107 マキ属 芯持丸木 樹皮付。 3-1 F11 c15 302 3 層 32.0 以上 φ 6.7
755 w122 材 丸太材 － WKY122 マキ属 芯持丸木 樹皮剥離痕有り。 3-3 F11 c15 302 3 層 37.1 φ 5.2 ～ 6.7
756 w143 材 丸太材 － WKY143 マキ属 芯持丸木 樹皮付。 3-3 F11 e15 302 3 層 43.8 φ 9.7 ～ 10.7
757 w181 材 割材 － WKY181 アカガシ亜属 みかん割り削出 放射径 7,1cm。樹皮残存。 3-3 F11 b21 302 3 層 62.8 8.2 7.6 以下
758 w162 材 半裁材 － WKY162 マキ属 半割 753 ～ 756 の半裁品。樹皮剥離痕あり。 3-3 F11 c20 302 3 層 50.8 15.2 9.2 
759 w141 材 半裁材 － WKY141 ヒサカキ 半割 水分を含む脆弱な状態。 3-3 F11 c16 302 3 層 64.9 13.1 5.4 
760 w149 材 半裁材 － WKY149 サカキ 半割 半裁後、若干形状整える。 3-3 F11 d16 302 3 層 88.8 11.8 5.4 
761 w153 材 半裁材 － WKY153 タイミンタチバナ 芯持割材 剥離した樹皮残存。節あり。 3-3 F11 d19 302 3 層 68.4 9.7 5.4 
762 w125 材 半裁材 － WKY125 アカガシ亜属 半割 比較的短い半裁材。 3-3 F11 d16 302 3 層 32.7 12.4 5.0 
763 w121 材 板材 － WKY121 ムクロジ 柾目 片面が黒色処理。 3-3 F11 b19 302 3 層 42.5 以上 10.6 1.8 
764 w103 材 板材 － WKY103 スギ 板目 礎板の可能性あり 3-3 F11 b20 302 3 層 26.3 18.3 3.7 
765 w115 材 板材 － WKY115 スギ 板目 長さ不明。下端部は円孔の可能性あり。 3-3 F11 c22 302 3 層 53.8 以上 11.4 2.0 
766 w152 材 板材 － WKY152 スギ 板目 長さ不明。くさび痕あり。 3-3 F11 b18 302 3 層 123.6 以上 11.4 2.0 
767 w92 材 有孔板材 － WKY92 スギ 征目 柾目の板材。縦に２孔あり。調整痕あり。 3-1 F11 c17 302 3 層 33.7 以上 11.0 2.2 
768 w48 材 有孔板材 － WKY48 スギ 板目 横に２孔あり。幅 11㎝。 3-3 F11 e13 302 3 層 31.4 以上 11.3 1.7 
769 w164 材 有孔板材 － WKY164 スギ 板目 縦に３孔あり。幅 13㎝。 3-3 F11 d17 302 3 層 44.4 以上 12.8 2.1 
770 w74 材 有孔板材 － WKY74 スギ 追柾目 追い柾目の板材。１孔あり。多少、割材に近い。 3-3 F11 b19 302 3 層 47.3 7.3 2.7 
771 w157 材 有孔板材 － WKY157 スギ 板目 縦・横に３孔あり。幅 13㎝。 3-3 F11 b20 302 3 層 64.0 13.0 2.5 
772 w165 材 有孔板材 － WKY165 スギ 板目 縦・横に３孔あり。幅 11㎝。 3-3 F11 d17 302 3 層 56.2 以上 11.4 2.0 
773 w71 材？ 板材？ － WKY71 クスノキ 板目 中央が溝状に腐食する。板材を取った残材か。 3-3 F11 d19 302 3 層 34.0 16.5 6.1 
774 w534 材？ 板材？ － WKY381 クスノキ 板目 板状に面取りされる。形状不明。 3-3 F11 c18 302 3 層 34.4 以上 21.6 6.5 
775 w142 材？ 板材？ － WKY142 スダジイ 板目 不自然に割られた木。放射径 14,0cm。薪にする可能性もあり。 3-3 F11 c22 302 3 層 23.8 以上 22.0 4.8 ～ 10.0
776 w137 材 板材 － WKY137 ヒノキ 板目 片面黒色処理。 3-3 F11 b21 302 2 層 154.6 以上 7.6 1.0 
777 w65 不明 楕円形板状製品 WKY65 スギ 板目 外面炭化。 3-1 F11 b18 302 2 層 12.4 8.3 1.8 
778 w20 農具 平鍬（曲柄狭鍬身？） WKY20 イスノキ 板目 中型、細長形。腐食。遺構 302 からの浮き上がりか。 3-3 F11 b23 313 39.5 7.5 1.8 
779 w113 農具 広鍬（直柄広鍬身） WKY113 イチイガシ 柾目 放射径残存径 9,8cm。 3-3 F11 d20 313 A-2 層 23.0 以上 11.8 以上 4.7 0.5 
780 w226 農具 広鍬（直柄広鍬身）？ WKY210 イチイガシ？ 追柾目 放射径残存径 14cm。破片。 3-3 F11 b23 313 中層 12.0 以上 15.0 1.0 
781 w112 食事具 杓子 WKY112 クスノキ 割材横木取り 身から斜め上方へ柄が伸びる。 3-3 F11 d19 313 A-2 層 48.5 10.0 以上 8.9 2.2 
782 w114 食事具 杓子？ 未成品 WKY114 クスノキ 芯持削出 身の斜め上方へ柄が伸びる。ヒョウタンを模したものか。 3-3 F11 b23 313 32.8 5.0 6.9 
783 w451 食事具 小型臼 WKY314 クスノキ 芯持ち丸木 破片資料。 3-3 F11 b23 313 下層 φ 35.2 以上 20.0 以上 4.5 以上
784 w111 容器 容器（四脚合子身） WKY111 クワ属 横木取り 紐孔突起２か所あり。精製品。蓋は出土していない。 3-3 F11 b23 313 24.3 15.0 11.3 1.5 
785 w91 容器 方形盤 WKY91 スギ 板目 底部平坦。口縁部長辺が突出する。 3-3 F11 a23 313 B-3 層 28.5 14.2 4.3 1.2 
786 w148 容器 鉢 WKY148 クスノキ 横木取り こぶを利用。底部平坦。底か蓋か不明な板を伴う。 3-3 F11 a22 313 B-3 層 28.8 15.0 2.0 
787 w116 材 板材 WKY116 スギ 板目 方形の板で上下が薄くなる。組物の一部か。 3-3 E11 y24 313 B-2 層 21.1 7.1 1.7 
788 w154 建築部材 構造部材 WKY154 マキ属 芯持丸木 受部をもつ棒の先端。 3-3 F11 c22 313 22.6 以上 φ 5.8 ～ 6.2
789 w643 材 板材 WKY481 スギ 板目 幅 15㎝、厚さ 2.1㎝。一部炭化か。 3-3 F11 e18 313 A-2 層 31.5 以上 15.3 2.1 
790 w150 材 板材 WKY150 クスノキ 板目 板材を取った残材か。楔痕あり。 3-3 F11 e16 313 A-2 層 45.1 29.8 2.4 以下
791 w376 材 板材 WKY261 ヒノキ 板目 幅 7.5㎝、厚さ 2.7㎝。一端炭化。 3-3 F11 q25 313 B-3 層 56.0 以上 7.5 2.7 

792 w176 農具 木樋？ WKY176 クスノキ 板目 遺構 313 の肩部に埋まって出土した。 3-3 F11 c19 313 の
肩 179.0 27.8 11.8 5.0 以下

793 w160 建築部材 棒 WKY160 マキ属 芯持丸木 両端を丸くおさめる。 3-3 E12 y1 313 B-3 層 128.4 φ 2.8 ～ 4.2
794 w145 材 丸太材 － WKY145 マキ属 芯持丸木 節が突出して残る。比較的長い丸太材。 3-3 F11 c22 313 上層 61.7 φ 9.9
795 w167 建築部材 建築部材？ WKY167 イヌガヤ 芯持ち丸木 断面楕円形で短い。加工痕が明瞭。 3-3 F11 e15 313 底 80.9 φ 9.0 ～ 11.9
796 w155 材 丸太材 － WKY155 ヤマビワ 芯持丸木 切断直前状態の丸太材。加工痕が明瞭。 3-3 F11 c22 313 上層 205.6 φ 9.7 ～ 16.0
797 w64 建築部材 有頭棒 WKY64 アワブキ 芯持丸木 加工痕明瞭。 5-1 E12 m1 4 層 13.9 以上 φ 4.1
798 w66 不明 柄 WKY66 スギ 板目 形状の整った柄。 5-2 E12 g9 4 層 20.5 4.0 2.2 
799 w67 容器 曲物 WKY67 ヒノキ 板目 曲物の薄手の円盤。刃物痕あり。 5-1 E11 o25 4 層 φ 20.8 1.0 
－ w118 容器 容器 残材 WKY118 クスノキ 横木取り 容器製作中の残材か 3-3 F11 d16 302 3 層 18.7 10.8 6.0 4.7 
－ w184 その他 蔓片 － WKY184 ツヅラフジ？ （包埋） ツヅラフジとみられる蔓。土器の頸部に巻く。 3-3 F11 d16 302 3 層 －

＊ｗ１～ 184 について保存処理実施。規格は単位㎝。
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樹種同定№ 樹種 木取り 登録番号 内容 調査区 地区 遺構 層位
WKY185 クスノキ 板目 w201 泥除け →報告書掲載資料 651
WKY186 クスノキ 板目 w202 容器片？ 3-3 F11 e14 302 3 層
WKY187 クスノキ 板目 w203 容器片？ 3-3 F11 e16 302 3 層
WKY188 クスノキ 横木取り w204 容器片 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY189 クスノキ 横木取り w205 容器片 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY190 クスノキ 横木取り w206 容器片 →報告書掲載資料 717
WKY191 クスノキ 横木取り w207 容器片 3-3 F11 d18 302 3 層
WKY192 クスノキ 横木取り w208 容器片 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY193 ツバキ属 芯持丸木 w209 有頭棒片 →報告書掲載資料 748
WKY194 クスノキ 横木取り w210 舟形容器片 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY195 クスノキ 横木取り w211 舟形容器片 3-3 F11 a21 302 3 層
WKY196 クスノキ 割材削出 w212 舟形容器片 3-3 F11 c16 302 3 層
WKY197 ヒノキ 割材 w213 割材 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY198 ツブラジイ 芯持丸木 w214 柄 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY199 イスノキ 板目 w215 平鍬原材か 3-3 F11 c16 302 3 層
WKY200 マキ属 芯持丸木 w216 構造部材 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY201 スギ 追柾目 w217 板材（部分炭化） 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY202 イスノキ 半割 w218 平鍬原材か 3-3 F11 q23 313 B-3 層
WKY203 マキ属 板目 w219 半裁材（樹皮付） 3-3 F11 b23 302 3 層
WKY204 イスノキ 半割 w220 平鍬原材か 3-3 F11 d14 302 3 層
WKY205 マキ属 芯持丸木 w221 有頭棒 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY206 イスノキ 板目 w222 平鍬原材か 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY207 イチイガシ 割材 w223 平鍬片か 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY208 ヒノキ 柾目 w224 板材 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY209 モチノキ属 割材 w225 割材 3-1 F11 c17 302 3 層
WKY210 イチイガシ？ 追柾目 w226 広鍬か →報告書掲載資料 780
WKY211 クスノキ 横木取り w227 容器片 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY212 クスノキ 横木取り w228 舟形容器片 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY213 クスノキ 板目 w229 板材 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY214 イスノキ 板目 w302 平鍬原材 →報告書掲載資料 634
WKY215 イスノキ 板目 w305 平鍬 →報告書掲載資料 618
WKY216 ニワトコ 芯持丸木 w306 自然木（枝） 3-1 f11 c15 302 2 層
WKY217 マキ属 芯持丸木 w307 自然木（枝） 3-1 F11 a19 302 1 層
WKY218 クスノキ 横木取り w308 舟形容器片 3-1 F11 b17 302 2 層
WKY219 マキ属 板目 w309 棒（燃えさし） 3-1 F11 b18 302 2 層
WKY220 スギ 板目 w310 板材 3-1 F11 c16 302
WKY221 ヒノキ 板目 w311 板材 ( 燃えさし） 3-1 F11 c16 302 2 層
WKY222 スギ 柾目 w312 板材 3-1 F11 c15 302 2 層
WKY223 アカガシ亜属 割材 w312 半裁材 3-1 F11 c15 302 2 層
WKY224 アカガシ亜属 芯持丸木 w312 自然木（樹皮付） 3-1 F11 c15 302 2 層
WKY225 クスノキ 割材 w315 棒（燃えさし） 3-1 F11 c17 302 2 層
WKY226 マキ属 板目 w317 板材 3-1 F11 b17 302 3 層
WKY227 アカガシ亜属 芯持丸木 w319 棒（樹皮付） 3-1 F11 b17 302 2 層
WKY228 マキ属 芯持丸木 w320 自然木（枝） 3-1 F11 b18 302 2 層
WKY229 スギ 板目 w322 板材 3-1 F11 c16 302 2 層
WKY230 マキ属 半割削出 w326 弓片か 3-1 F11 c15 302 3 層
WKY231 ヒノキ科 樹皮 w327 樹皮 3-1 F11 c16 302- ② 3 層
WKY232 モチノキ属 割材 w328 丸太材 3-1 F11 c17 302 3 層
WKY233 マキ属 芯持丸木 w328 自然木（又状） 3-1 F11 c17 302 3 層
WKY234 クスノキ 板目 w329 容器片か 3-1 F11 b17 302 3 層
WKY235 ホルトノキ属 芯持丸木 w329 自然木（斧材？） 3-1 F11 b17 302 3 層
WKY236 モチノキ属 芯持丸木 w331 自然木 3-1 F11 c17 302 3 層
WKY237 クスノキ 板目 w332 板材 3-1 F11 b18 302 3 層
WKY238 ― 板目 w336 板材 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY239 マキ属 割材 w337 材 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY240 クスノキ 横木取り w338 舟形容器片か 3-1 F11 c15 302 3 層
WKY241 アカメガシワ 芯持丸木 w330 柄か（樹皮付） 3 F11 302 3 層
WKY242 イチイガシ 割材 w342 容器材か 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY243 クスノキ 横木取り w343 舟形容器片 3-1 F11 c17 302 3 層
WKY244 クスノキ 板目 w344 材 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY245 アカガシ亜属 芯持丸木 w348 自然木（樹皮付） 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY246 スギ 板目 w349 板材 5-2 E12 g9 4 層
WKY247 マツ属複維管束亜属 芯持丸木 w354 自然木 5-1 E11 u18 6 層
WKY248 ヒノキ 柾目 w356 削りくず 3-3 F11 q22 313 B-1 層
WKY249 ツブラジイ 板目 w357 辺材 3-3 F11 b18 302 2 層
WKY250 マツ属複維管束亜属 割材 w359 棒（燃えさし） 3-3 E11 x24 313 B-1 層
WKY251 ヒノキ 柾目 w361 板状製品片 3-3 F11 d21 313 A 層
WKY252 スギ 板目 w362 板材 3-3 F11 a20 302 1 層
WKY253 スギ 板目 w363 板材 3-3 F11 a19 302 1 層
WKY254 マキ属 芯持丸木 w369 丸太材（樹皮付） 3-3 F11 d16
WKY255 クワ属 板目 w370 半裁材 3-3 F11 d17 302 1 層
WKY256 スギ 板目 w371 板材 3-3 F11 e19 313 A-2 層
WKY257 ツブラジイ 板目 w371 板材 3-3 F11 e19 313 A-2 層
WKY258 モチノキ属 半割 w372 半裁材 3-3 F11 d13 302 3 層
WKY259 ヒノキ 板目 w375 板材 3-3 F12 q1 313 B-3 層
WKY260 クスノキ 板目 w375 板残材 3-3 F12 q1 313 B-3 層
WKY261 ヒノキ 板目 w376 板材 →報告書掲載資料 791
WKY262 クスノキ 板目 w376 板残材 3-3 F11 g25 313 B-3 層
WKY263 スギ 板目 w378 板材 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY264 ヒノキ 板目 w388 棒（燃えさし） 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY265 竹笹類 － w392 自然木（篠） 3-3 F11 c16 302 3 層

樹種同定№ 樹種 木取り 登録番号 内容 調査区 地区 遺構 層位
WKY266 マキ属 芯持丸木 w394 自然木（燃えさし） 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY267 クスノキ 横木取り w394 舟形容器片 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY268 アカガシ亜属 半割 w394 半裁材 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY269 マキ属 割材 w396 棒 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY270 クスノキ 横木取り w397 船形容器片 3-3 F11 b18 302 3 層
WKY271 マキ属 芯持丸木 w401 棒 3-3 F11 a22 302 2 層
WKY272 スギ 板目 w403 板材 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY273 マキ属 芯持丸木 w404 自然木（樹皮付） 3-3 F11 q21 302 3 層
WKY274 クスノキ 板目 w405 板材 3-3 F11 q21 302 3 層
WKY275 スギ 板目 w406 棒 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY276 スギ 割材 w407 棒 3-3 F11 b22 313
WKY277 クスノキ 横木取り w408 容器片か 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY278 スギ 板目 w409 板材（一部炭化） 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY279 スギ 板目 w410 板材 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY280 スギ 板目 w413 板材 3-3 F11 c15 302 3 層
WKY281 アカガシ亜属 半割 w414 半裁材 3-3 F11 e15 302 3 層
WKY282 フカシサルノコシカケ － w415 サルノコシカケ類 3-3 F11 q22 302 3 層
WKY283 イスノキ 板目 w417 板材 3-3 F11 a19 302 3 層
WKY284 クスノキ 横木取り w418 容器片 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY285 マキ属 芯持丸木 w421 丸太材（樹皮付） 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY286 ヒノキ科樹皮 樹皮 w422 樹皮 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY287 クワ属 割材 w424 割材（半面炭化） 3-3 F11 d21 302 3 層
WKY288 マキ属 板目 w426 板材（一部炭化 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY289 ヒノキ 板目 w427 板材 3-3 F11 c22 313 3 層
WKY290 クスノキ科 板目 w428 半裁材 3-3 F11 d20 302 3 層
WKY291 ヒノキ 割材 w429 割材 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY292 マキ属 芯持丸木 w430 丸太材 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY293 スギ 追柾目 w430 板材 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY294 スギ 芯持丸木 w432 板材（樹皮付） 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY295 クスノキ 横木取り w434 容器片 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY296 マキ属 芯持丸木 w435 棒 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY297 スギ 板目 w436 板材 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY298 クスノキ科 芯持丸木 w437 自然木 3-3 F11 b23 313 下層
WKY299 クスノキ科 芯持丸木 w438 自然木 3-3 F11 b23 313 下層
WKY300 アカガシ亜属 柾目 w439 板材 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY301 クスノキ 板目 w440 板材 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY302 イチイガシ 柾目 w441 板材 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY303 マキ属 芯持丸木 w442 有頭棒 3-3 F11 d20 302 3 層
WKY304 クスノキ 板目 w443 容器片か 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY305 ヒノキ 板目 w444 板材 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY306 マキ属 板目 w445 残材（樹皮付） 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY307 クスノキ 板目 w445 板状製品片 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY308 ヒノキ 板目 w446 板材 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY309 イチイガシ 柾目 w447 広鍬片か 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY310 クスノキ 板目 w447 板材 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY311 マキ属 芯持丸木 w448 棒（樹皮付） 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY312 イチイガシ 柾目 w449 農具片 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY313 マキ属 芯持丸木 w450 有頭棒か 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY314 クスノキ 芯持丸木 w451 小型臼か →報告書掲載資料 783
WKY315 スギ 板目 w452 板材 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY316 マキ属 芯持丸木 w453 棒（端部炭化） 3-3 F11 b22 313 下層
WKY317 クスノキ 樹皮 w454 樹皮 3-3 F11 c14 302 3 層
WKY318 クスノキ 横木取り w455 舟形容器片 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY319 スギ 板目 w456 板材 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY320 クスノキ 割材 w457 容器片か 3-3 F11 q21 302 3 層
WKY321 クスノキ 樹皮 w458 樹皮 3-3 F11c19 302 3 層
WKY322 スギ 板目 w459 板材 3-3 F11d19 302 3 層
WKY323 アカガシ亜属 芯持丸木 w460 自然木 3-3 F11c19 302 3 層
WKY324 クスノキ 樹皮 w461 樹皮 3-3 F11c18 302 3 層
WKY325 スギ 板目 w462 板材 3-3 F11 c22 313 下層
WKY326 マキ属 芯持丸木 w465 棒 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY327 リンボク 割材 w467 板材 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY328 クスノキ 板目 w468 泥除片か（補修孔有） 3-3 F11 f14 302 3 層
WKY329 クスノキ 板目 w469 板材 3-3 F11 f14 302 3 層
WKY330 クリ 板目 w471 半裁材 3-3 F11 e16 302 3 層
WKY331 クスノキ 板目 w472 板材（樹皮付） 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY332 クスノキ 板目 w473 板材（一部炭化） 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY333 マキ属 板目 w474 板材（樹皮付） 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY334 クスノキ 瘤の部位 w475 自然木（瘤） 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY335 イスノキ 瘤の部位 w477 自然木（瘤） 3-3 F11 d13 302 3 層
WKY336 クスノキ 板目 w478 板材 3-3 F11 d14 302 3 層
WKY337 クスノキ 板目 w479 残材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY338 針葉樹 樹皮 w480 樺皮 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY339 スギ 割材 w481 有頭棒？ 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY340 スギ 板目 w482 板材 3-3 F11 e14 302 3 層
WKY341 スダジイ 板目 w484 板材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY342 クスノキ 板目 w485 板材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY343 ― 瘤の部位 w486 自然木（瘤） 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY344 マキ属 割材 w488 残材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY345 ムクノキ 板目 w490 残材（一部炭化） 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY346 クスノキ 割材 w491 割材 3-3 F11 c19 302 3 層

木製品片・木片の樹種一覧表（１）
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樹種同定№ 樹種 木取り 登録番号 内容 調査区 地区 遺構 層位
WKY347 クスノキ 板目 w492 割材 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY348 ヒノキ 板目 w493 板材 3-3 F11 q20 302 3 層
WKY349 マキ属 芯持丸木 w495 棒 →報告書掲載資料 727
WKY350 マキ属 芯持丸木 w495 小枝（樹皮付） 3-3 F11 d21 302 3 層
WKY351 アカメガシワ 芯持丸木 w498 棒（一部炭化） 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY352 クスノキ 板目 w501 舟形容器残材か？ 3-3 F11 q21 302 2 層
WKY353 クスノキ 板目 w502 板材 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY354 ヒノキ 板目 w503 板材（一部炭化） 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY355 クスノキ 半割 w504 半裁断 3-3 F11 q20 302 3 層
WKY356 アカガシ亜属 板目 w505 板目材残材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY357 クスノキ科 瘤の部位 w506 自然木（瘤） 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY358 クスノキ 横木取り w507 容器片 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY359 リンボク 芯持丸木 w509 自然木（樹皮付・枝） 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY360 クスノキ 瘤の部位 w510 自然木（瘤） 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY361 クスノキ 横木取り w511 舟形容器片か 3-3 F11 d14 302 3 層
WKY362 クスノキ 板目 w512 容器片か 3-3 F11 q20 302 3 層
WKY363 クスノキ 板目 w514 板材（一部炭化） 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY364 スギ 板目 w514 板材 3-3 F11 d16 302 3 層？
WKY365 クスノキ 芯持丸木 w515 丸太材か（一部炭化） 3-3 F11 a21 302 3 層
WKY366 マキ属 芯持丸木 w516 弓材か 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY367 マキ属 芯持丸木 w516 弓材か 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY368 マキ属 割材削出 w516 弓材か 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY369 ヒノキ 板目 w517 板材 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY370 マキ属 芯持丸木 w518 棒（又部含む） 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY371 スギ 板目 w519 板材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY372 クスノキ 板目 w520 板材 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY373 クワ属 割材 w524 棒状製品 →報告書掲載資料 746
WKY374 スダジイ 割材 w525 割材 3-3 F11 c22 302 3 層
WKY375 マキ属 板目 w526 残材（樹皮付） 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY376 マキ属 割材 w527 角材（一部炭化） 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY377 スギ 割材削出 w528 棒 3-3 F11 e15 302 3 層
WKY378 マキ属 板目 w529 板材 3-3 F11 e17 302 3 層
WKY379 マキ属 芯持削出 w531 弓材か 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY380 クスノキ 横木取り w532 舟形容器片か 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY381 クスノキ 板目 w534 板材 →報告書掲載資料 774
WKY382 クスノキ科 割材 w535 割材 3-3 F11 c22 302 3 層
WKY383 マキ属 半割 w540 半裁材（炭化） 3-1 F11 c17 302 3 層
WKY384 マキ属 板目 w542 材（樹皮付） 3-1 F11 c16 302 3 層
WKY385 モチノキ属 半割 w544 斧直柄片 →報告書掲載資料 608
WKY386 イスノキ 板目 w544 平鍬片か 3-1 F11 e17 302 3 層
WKY387 クスノキ 芯持丸木 w546 自然木屈曲部 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY388 クワ属 板目 w547 板材 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY389 スギ 板目 w548 板材 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY390 タイミンタチバナ 半割 w548 半栽材 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY391 マキ属 芯持丸木 w549 自然木屈曲部 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY392 ツブラジイ 芯持丸木 w550 自然木屈曲部 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY393 マキ属 板目 w550 残材（一部炭化・樹皮付） 3-3 F11 d17 302 3 層
WKY394 クスノキ 板目 w551 板材 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY395 ヒサカキ 芯持丸木 w551 自然木（枝・樹皮付） 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY396 スギ 板目 w556 板材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY397 スギ 板目 w557 板材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY398 ヒノキ 板目 w558 有頭棒（一部炭化） 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY399 クスノキ 芯持丸木 w559 丸太材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY400 クスノキ 横木取り w560 舟形容器片 3-3 F11 c16 302 3 層
WKY401 クスノキ 横木取り w561 容器片 3-3 F11 c16 302 3 層
WKY402 スギ 柾目 w562 板材 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY403 イスノキ 板目 w563 平鍬 →報告書掲載資料 621
WKY404 タイミンタチバナ みかん割 w564 割材 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY405 スギ 板目 w565 板材 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY406 マキ属 芯持丸木 w566 自然木（樹皮付） 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY407 クスノキ 板目 w567 残材 3-3 F11 c16 302 3 層
WKY408 モチノキ属 みかん割 w568 割材（樹皮付） 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY409 スギ 板目 w571 板材 3-3 F11 d17 302 2 層
WKY410 スギ 追柾目 w572 板材 3-3 F11 c15 302 3 層
WKY411 クスノキ 芯持丸木 w573 自然木 3-3 F11 b22 302 3 層
WKY412 イスノキ 板目 w574 棒（炭化） 3-3 F11 a19 302 3 層
WKY413 マキ属 芯持丸木 w575 自然木（屈曲部） 3-3 F11 b22 302 3 層
WKY414 ヒノキ 板目 w576 板材（炭化） 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY415 マキ属 芯持丸木 w577 自然木（樹皮付） 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY416 マキ属 割材 w578 割材（分枝部） 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY417 マキ属 芯持丸木 w579 自然木（樹皮付） 3-3 F11 e15 302 3 層
WKY418 イスノキ 板目 w580 板材 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY419 マキ属 芯持丸木 w581 建築部材？ 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY420 マキ属 芯持丸木 w582 丸太材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY421 マキ属 芯持丸木 w583 自然木（樹皮付） 3-3 F11 302 3 層
WKY422 アカガシ亜属 芯持丸木 w584 自然木（樹皮付） 3-3 F11 f15 302 3 層
WKY423 イヌガヤ 芯持丸木 w585 杭状部材 3-3 F11 e17 302 3 層
WKY424 イスノキ 板目 w586 板材 3-3 F11 q23 313 B-3 層
WKY425 マキ属 芯持丸木 w587 自然木（樹皮付） 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY426 スギ 割材 w588 割材 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY427 ヒノキ 板目 w589 板材 3-3 F11 d16 302 3 層

樹種同定№ 樹種 木取り 登録番号 内容 調査区 地区 遺構 層位
WKY428 マキ属 芯持丸木 w590 有頭棒
WKY429 スギ 板目 w591 板材 3-3 F11 d18 302 3 層
WKY430 スダジイ 芯持丸木 w592 丸太材（樹皮付） 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY431 マキ属 半割 w593 半栽材（樹皮付） 3-3 F11 c20 302 3 層
WKY432 ヒノキ 半割 w594 半栽材 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY433 マキ属 芯持丸木 w595 丸太材 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY434 ヒノキ 板目 w596 板材 3-3 F11 302 3 層
WKY435 マキ属 芯持丸木 w597 有頭棒 3-3 F11 d18 302 3 層
WKY436 マキ属 芯持丸木 w598 丸太材 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY437 マキ属 芯持丸木 w599 丸太材（一部炭化） 3-3 F11 c22 302 3 層
WKY438 マキ属 芯持丸木 w600 丸太材 3-3 F11 a21 302 3 層
WKY439 スギ 追柾目 w601 板材 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY440 ヒノキ 割材削出 w602 尖棒（炭化） 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY441 マキ属 芯持丸木 w603 丸太材 3-3 F11 d18 302 3 層
WKY442 マキ属 芯持丸木 w604 丸太材（樹皮付） 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY443 マキ属 割材 w605 材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY444 マキ属 芯持丸木 w606 自然木（樹皮付） 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY445 マキ属 芯持丸木 w607 弓か 3-3 F11 a19 302 3 層
WKY446 ヒノキ 板目 w608 板材 3-3 F11 c21 302 3 層
WKY447 クスノキ 割材 w609 割材 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY448 スギ 追柾目 w610 板材 3-3 F11 b20 302 3 層
WKY449 イスノキ 板目 w611 板材（炭化） 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY450 マキ属 芯持丸木 w612 尖棒 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY451 ヒノキ 板目 w613 板材 3-3 F11 f14 313 A-3 層
WKY452 マキ属 芯持丸木 w614 丸太 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY453 クスノキ 割材 w615 材（節あり） 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY454 クリ 半割 w616 半栽材（樹皮付） 3-3 F11 e17 302 3 層
WKY455 マキ属 芯持丸木 w617 丸太材 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY456 マキ属 芯持丸木 w618 建築部材か 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY457 イヌガヤ 芯持丸木 w619 丸太材 3-3 F11 b23 302 3 層
WKY458 ツガ属 割材 w620 割材 3-3 F11 e14 302 3 層
WKY459 スギ 割材 w621 割材 3-3 F11 e14 302 3 層
WKY460 スギ 割材 w622 割材 3-3 F11 e14 302 3 層
WKY461 スギ 割材 w623 割材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY462 マキ属 芯持丸木 w624 丸太（樹皮付） 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY463 スギ 板目 w625 板材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY464 スギ 板目 w626 板材 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY465 クスノキ 板目 w627 板材（樹皮付） 3-3 F11 d17 白色砂 F 層
WKY466 マキ属 芯持丸木 w628 自然木 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY467 マキ属 芯持丸木 w629 杭状部材（樹皮付） 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY468 ヒノキ 割材 w630 建築材？ 3-3 F11 d18 302 3 層
WKY469 ヒノキ 割材 w631 割材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY470 マキ属 芯持丸木 w632 丸太材（炭化） 3-3 F11 c17 302 3 層
WKY471 クスノキ 板目 w633 板材 3-3 F11 d18 302 3 層
WKY472 クスノキ科 芯持丸木 w634 丸太材（先あ端に切断痕） 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY473 クリ 芯持丸木 w635 自然木 3-3 F11 c18 302 3 層
WKY474 マキ属 板目 w636 板材 3-3 F11 302 3 層
WKY475 マキ属 芯持丸木 w637 丸太材 3-3 F11 b23 302 3 層
WKY476 マキ属 芯持丸木 w638 丸太材（樹皮付） 3-3 F11 q21 302 3 層
WKY477 クスノキ 割材 w639 割材（炭化） 3-3 F11 b18 302 3 層
WKY478 マキ属 芯持丸木 w640 丸太材（樹皮付、加工痕有り） 3-3 F11 302 3 層
WKY479 ヒノキ 半割 w641 柱材？ 3-3 F11 f17 313 A2 層
WKY480 ヒノキ 芯持丸木 w642 丸太材（加工痕有り） 3-3 F11 c22 313 上層
WKY481 スギ 板目 w643 板材 →実測図掲載資料 789
WKY482 ヒノキ 板目 w644 板材 3-3 E11 y25 3-3 層
WKY483 クリ 半割 w645 半裁材（一部炭化） 3-3 F11 c17 302 第１サブトレ
WKY484 カラスザンショウ 割材 w646 割材（炭化） 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY485 マキ属 芯持丸木 w647 丸太材 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY486 クスノキ科 割材 w648 割材（炭化） 3-3 F11 b21 302 3 層
WKY487 アセビ 芯持丸木 w649 丸太材 3-3 F11 b23 302 3 層
WKY488 センダン 割材 w650 割材 3-3 F11 d16 302 3 層
WKY489 － － w651 新材混入？ 3-3 － 302 排土
WKY490 アカメガシワ 芯持丸木 w652 自然木 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY491 スダジイ 芯持丸木 w653 自然木（分枝部） 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY492 キハダ 半割 w654 半裁材 3-3 F11 c19 302 3 層
WKY493 クスノキ科 割材 w655 割材（分枝部） 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY494 イスノキ 半割 w656 半裁材 3-3 F11 b19 302 3 層
WKY495 アカガシ亜属 芯持丸木 w657 丸太材（樹皮付） 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY496 針葉樹 樹皮 w658 樹皮巻 3-3 F11 d15 302 3 層
WKY497 針葉樹 樹皮 w659 樹皮巻 3-3 F11 a20 302 3 層
WKY498 クスノキ 横木取り w660 舟形容器片 3-3 F11 a21 302 3 層
WKY499 コフキサルノコシカケ － w661 サルノコシカケ類 3-3 F11 d19 302 3 層
WKY606 ヒノキ － サンプル 104 材か 3-3 F11 302 3 層
WKY676 コフキサルノコシカケ － サンプル 179 サルノコシカケ類 3-3 F11 302 3 層
WKY701 マキ属 割材 サンプル 208 割材 3-3 F11 302 3 層
WKY702 マキ属 割材 サンプル 209 割材 3-3 F11 302 3 層
WKY704 クスノキ 自然木 サンプル 211 自然木 3-3 F11 313
WKY706 モチノキ属 割材 サンプル 213 割材 3-3 F11 302 3 層
＊ WKY606 ～ 706 の６点は、遺構 302 の３層の自然木サンプルとして取上げたが、扱い
を変更したもの
＊ WKY500 ～ 504 は作業上設定したが、欠番としたもの

木製品片・木片の樹種一覧表（２）
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樹種同定№
WKY

サンプ
ル番号 樹種 長径 短径

WKY505 1 イチイガシ 半（7.5） －
WKY506 2 クワ属 8.0 6.0
WKY507 3 アカガシ亜属 11.5 6.0
WKY508 4 マキ属 3.5 3.0
WKY509 5 アカガシ亜属 10.0 9.0
WKY510 6 スダジイ 5.0 3.5
WKY511 7 ツブラジイ 14.0 10.0
WKY512 8 クワ属 6.5 5.0
WKY513 9 ヒサカキ 7.0 6.0
WKY514 10 クワ属 半（8.0） －
WKY515 11 アカガシ亜属 27.0 半（10.0）
WKY516 12 アカガシ亜属 径不明 －
WKY517 13 ツブラジイ 20.0 19.0
WKY518 14 ツブラジイ 半（17.5）半（14.0）
WKY519 15 スダジイ 半（11.0） －
WKY520 16 マキ属 4.5 4.0
WKY521 17 リンボク 9.5 5.0
WKY522 18 クスノキ 7.5 7.0
WKY523 19 アカガシ亜属 4.5 4.0
WKY524 20 ヒサカキ 9.0 7.5
WKY525 22 スダジイ 18.0 10.5
WKY526 23 ツブラジイ 6.0 4.5
WKY527 24 ツブラジイ 28.5 半（11.5）
WKY528 25 スダジイ 半（19.5） －
WKY529 26 アカガシ亜属 25.5 25.0
WKY530 27 ツブラジイ 半（15.0） －
WKY531 28 ツブラジイ 22.5 16.5
WKY532 29 ツブラジイ 27.0 26.5
WKY533 30 マキ属 19.5 19.0
WKY534 31 スダジイ 半（14.5）半（12.0）
WKY535 32 ツブラジイ 14.0 半（5.5）
WKY536 33 アカガシ亜属 22.0 18.5
WKY537 34 ツブラジイ 15.5 15.5
WKY538 35 マキ属 11.0 9.0
WKY539 36 アカガシ亜属 12.0 11.0
WKY540 37 マキ属 15.0 12.0
WKY541 38 マキ属 7.5 6.0
WKY542 39 マキ属 8.0 7.0
WKY543 40 アカガシ亜属 15.5 14.5
WKY544 41 モチノキ属 8.5 6.0
WKY545 42 アカガシ亜属 10.0 9.5
WKY546 43 スダジイ 13.5 10.5
WKY547 44 アカガシ亜属 9.0 8.5
WKY548 45 アカガシ亜属 9.5 9.0
WKY549 46 ツブラジイ 半（8.5）半（5.0）
WKY550 47 リンボク 7.5 4.5
WKY551 48 ツブラジイ 20.0 16.5
WKY552 49 ツブラジイ 6.0 4.5
WKY553 50 アカガシ亜属 7.5 6.5
WKY554 51 ツブラジイ 4.5 4.0
WKY555 52 サカキ 6.0 3.0
WKY556 53 マキ属 12.5 9.5
WKY557 54 アカガシ亜属 3.5 3.0
WKY558 55 ヒサカキ 11.5 9.5
WKY559 56 ホルトノキ属 14.5 12.5
WKY560 57 クスノキ 10.0 9.0
WKY561 59 アカガシ亜属 16.0 11.0
WKY562 60 マキ属 11.0 9.0
WKY563 61 マキ属 7.5 5.5
WKY564 62 マキ属 半（7.0） －
WKY565 63 スダジイ 6.5 3.5
WKY566 64 ツブラジイ 8.5 7.5
WKY567 65 ツブラジイ 12.5 12.0
WKY568 66 イチイガシ 20.0 半（10.0）
WKY569 67 クワ属 7.0 7.0
WKY570 68 クスノキ 14.0 11.5
WKY571 69 アカガシ亜属 半（6.5）半（6.0）
WKY572 70 エゴノキ属 6.0 4.5
WKY573 71 スダジイ （8.5） （4.5)

樹種同定№
WKY

サンプ
ル番号 樹種 長径 短径

WKY574 72 アカガシ亜属 14.5 13.0
WKY575 73 ツブラジイ 11.5 8.0
WKY576 74 モチノキ属 8.0 6.0
WKY577 75 マキ属 3.5 3.5
WKY578 76 ツブラジイ 17.5 13.5
WKY579 77 アカガシ亜属 9.5 9.0
WKY580 78 スダジイ 6.5 3.0
WKY581 79 マキ属 3.0 3.0
WKY582 80 スダジイ 15.0 7.0
WKY583 81 マキ属 20.0 半（10.0）
WKY584 82 アカガシ亜属 7.0 5.5
WKY585 83 マキ属 3.5 3.0
WKY586 84 クマシデ属イヌシデ節 7.5 半（3.0）
WKY587 85 ツブラジイ 7.5 6.5
WKY588 86 スダジイ 7.5 6.5
WKY589 87 アカガシ亜属 7.0 6.5
WKY590 88 － － －
WKY591 89 マキ属 12.5 －
WKY592 90 モチノキ属 8.0 半（3.5）
WKY593 91 マキ属 半（6.0） －
WKY594 92 クワ属 6.0 4.0
WKY595 93 マキ属 （12.0） －
WKY596 94 － 径不明 －
WKY597 95 － 6.0 3.5
WKY598 96 イヌガヤ 2.0 2.0
WKY599 97 ツブラジイ 6.0 5.0
WKY600 98 クリ 2.5 2.0
WKY601 99 クリ 12.0 半（4.5）
WKY602 100 アカガシ亜属 22.0 半（8.5）
WKY603 101 タイミンタチバナ 3.5 2.0
WKY604 102 マキ属 8.0 6.5
WKY605 103 クスノキ 7,5 7.0
WKY606 104 →木製品片・木片の樹種一覧表へ
WKY607 105 アカガシ亜属 5.5 4.0
WKY608 106 エゴノキ属 5.5 5.0
WKY609 107 アカガシ亜属 半 6.0 半 4.0
WKY610 108 ツブラジイ 6.0 5.5
WKY611 109 スダジイ 4.5 4.0
WKY612 110 マキ属 径不明 －
WKY613 112 マキ属 3.0 2.5
WKY614 113 マキ属 半 3.5 5.5
WKY615 114 マキ属 半 6.0 半（5.5）
WKY616 115 マキ属 4.0 4.0
WKY617 116 マキ属 半 3.5 半 3.5
WKY618 117 ヒサカキ 5.0 4.5
WKY619 118 タラノキ 5.5 2.5
WKY620 119 マキ属 5.5 5.0
WKY621 120 － 5.0 4.0
WKY622 121 ツブラジイ 半 5.5 半 5.0
WKY623 122 スダジイ 半 12.0 －
WKY624 123 ツブラジイ 18.0 16.0
WKY625 124 クスノキ 9.5 8.0
WKY626 125 スダジイ 半 6.5 半 6.5
WKY627 126 スダジイ 15.0 10.0
WKY628 127 アカガシ亜属 8.0 半 4.5
WKY629 128 アカガシ亜属 8.0 6.0
WKY630 129 クスノキ 11.0 9.5
WKY631 130 ツブラジイ 径不明 －
WKY632 131 ツブラジイ 半 6.0 半 3.5
WKY633 132 ツブラジイ 11.5 8.0
WKY634 133 モチノキ属 11.0 8.5
WKY635 135 マキ属 径不明 －
WKY636 136 マキ属 5.5 4.5
WKY637 137 マキ属 3.5 3.5
WKY638 138 マキ属 4.0 3.5
WKY639 139 アカガシ亜属 7.0 7.0
WKY640 140 スダジイ 半 22.0 半 17.5
WKY641 141 ツブラジイ 9.0 7.0
WKY642 143 スダジイ 8.5 半 3.5

樹種同定№
WKY

サンプ
ル番号 樹種 長径 短径

WKY643 144 アカガシ亜属 13.5 13.5
WKY644 145 ツブラジイ 半 7.5 半 6.0
WKY645 146 クスノキ 9.0 9.0
WKY646 147 ツブラジイ 17.5 16.0
WKY647 148 ツブラジイ 径不明 －
WKY648 150 イスノキ 半 17.0 －
WKY649 152 クスノキ 9.5 半 4.5
WKY650 153 マキ属 7.5 7.0
WKY651 154 草本植物 A 1.0 1.0
WKY652 155 イヌビワ 1.5 1.0
WKY653 156 リンボク 7.0 2.0
WKY654 157 アカガシ亜属 3.5 3.0
WKY655 158 マキ属 3.0 2.0
WKY656 159 ツブラジイ 7.5 7.0
WKY657 160 カキノキ属 4.5 3.0
WKY658 161 アカガシ亜属 1.0 1.0
WKY659 162 ウツギ属 2.0 1.5
WKY660 163 マキ属 1.0 0.5
WKY661 164 アカガシ亜属 2.0 2.0
WKY662 165 アカガシ亜属 1.5 1.5
WKY663 166 マキ属 8.5 7.0
WKY664 167 クワ属 径不明 －
WKY665 168 アカガシ亜属 3.0 2.5
WKY666 169 マキ属 3.5 3.0
WKY667 170 ツバキ属 4.0 3.0
WKY668 171 クスノキ 11.0 10.5
WKY669 172 アカガシ亜属 12.0 10.0
WKY670 173 カキノキ属 7.0 5.0
WKY671 174 アカガシ亜属 5.5 4.5
WKY672 175 アカガシ亜属 8.5 5.0
WKY673 176 ツブラジイ 7.0 －
WKY674 177 ムクノキ 8.5 －
WKY675 178 ツブラジイ 12.0 半 6.5
WKY676 179 →木製品片・木片の樹種一覧表へ
WKY677 180 ツブラジイ 13.5 12.5
WKY678 181 ツブラジイ 半（9.0） －
WKY679 182 マキ属 8.5 6.5
WKY680 185 スダジイ 19.0 15.5
WKY681 186 クスノキ 8.5 8.0
WKY682 187 ツブラジイ 22.5 16.0
WKY683 188 スダジイ 半 19.5 －
WKY684 189 マキ属 1.5 1.5
WKY685 190 クスノキ 15.0 12.5
WKY686 191 アカガシ亜属 7.5 6.5
WKY687 192 スダジイ 17.0 13.5
WKY688 193 ツブラジイ 10.5 9.5
WKY689 194 スダジイ 26.5 半 12.0
WKY690 195 ツブラジイ 19.0 18.0
WKY691 196 スダジイ 37.0 22.0
WKY692 198 モチノキ属 21.0 18.0
WKY693 199 マキ属 4.0 3.0
WKY694 200 ツブラジイ 29.5 22.0
WKY695 201 マキ属 17.0 11.0
WKY696 202 マキ属 24.0 25.0
WKY697 204 クスノキ 40..0 31.0
WKY698 205 ツブラジイ 半 5.0 9.0
WKY699 206 マキ属 3.5 3.5
WKY700 207 ツブラジイ 7.5 6.5
WKY701 208 →木製品片・木片の樹種一覧表へ
WKY702 209 →木製品片・木片の樹種一覧表へ
WKY703 210 カキノキ属 4.5 4.0
WKY704 211 →木製品片・木片の樹種一覧表へ
WKY705 212 アカガシ亜属 5.5 5.0
WKY706 213 →木製品片・木片の樹種一覧表へ
WKY707 214 アカガシ亜属 3.5 2.0
WKY708 215 アカガシ亜属 8.5 8.5

＊すべて遺構 302 の３層出土

自然木サンプル一覧表
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付章　立野遺跡出土木材の樹種同定 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能城修一（森林総合研究所木材特性研究領域）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木由香（株式会社パレオ・ラボ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上由美子（京都大学総合博物館）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林和貴（東北大学植物園）
1．はじめに

　和歌山県西牟婁郡すさみ町の立野遺跡から出土した弥生時代前期の木製品類 444 点と自然木
238 点の樹種、古墳時代の鍬 1 点と自然木 1 点を報告する。立野遺跡は周参見川が形成した平野
に立地し、弥生時代前期の流路から土器や石器、種実とともに木製品類と自然木が見いだされた。

2．試料と方法

　樹種同定は、木取りを観察した後、遺物から直接、片刃カミソリをもちいて横断面、接線断
面、放射断面の切片を切り取り、それをガムクロラール（抱水クロラール 50g、アラビアゴム粉
末 40g、グリセリン 20ml、蒸留水 50ml の混合物）で封入しておこなった。各プレパラートには
WKY-1〜ANT-1760の番号を付して標本番号とした。標本は、森林総合研究所に保管されている。

3．結果

　同定の結果、針葉樹 7 分類群と広葉樹 34 分類群、蔓植物 1 分類群、双子葉草本 1 分類群、竹
笹類 1 分類群が認められた（表 1）。
　１．マキ属　Podocarpus　マキ科　図 1：1a, 1c（枝・幹材，WKY-75）
　　　樹脂道を欠き年輪内に樹脂細胞が散在する針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やか。樹
　　脂細胞の水平壁は薄く平滑。分野壁孔は中型のトウヒ型で 1 分野に 2 個。
　２．イヌガヤ　Cephalotaxus harringtonia (Knight ex Forbes) K.Koch　イヌガヤ科　図 1：2a, 
　　2c（枝・幹材，WKY-423）
　　　樹脂道を欠き年輪内に樹脂細胞が散在する針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やか。樹
　　脂細胞の水平壁は厚く結節状。仮道管にはらせん肥厚がある。分野壁孔は小型のトウヒ型で
　　1 分野に 2 〜 3 個。
　３．ツガ属　Tsuga　マツ科　図 1：3b, 3c（枝・幹材，WKY-458）
　　　樹脂道を欠く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急。放射組織には放射仮道管があり、
　　柔細胞には単壁孔が著しい。分野壁孔はごく小型のヒノキ型で 1 分野に 2 〜 3 個。
　４．マツ属複維管束亜属　Pinus subgen. Diploxylon　マツ科　図 1：4c（枝・幹材，WKY-　
　　250）
　　　樹脂道をもつ針葉樹材。放射仮道管の上下壁は重鋸歯を持つ。分野壁孔は大型の窓状。
　５．スギ　Cryptomeria japonica (L.f.) D.Don　スギ科　図 1：5a, 5c（枝・幹材，WKY-272）
　　　樹脂道を欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材は多い。早材の終わりか




